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ははじじめめにに 
 
現在の専修学校の質保証・向上の取組は、自己点検・評価と学校関係者による学校評価

及びそれらの評価結果を含む情報公開により行われている。 
自己点検・評価は、文部科学省から自己点検・評価表が例示されるなど、評価項目は一

定程度が共通化されているものの、それらの項目の評価基準は学校によって異なり、同一

の評価がなされているとは言い難い状況である。 
本事業では、現在各校にて実施されている自己点検・評価の結果を相互に検証し、共通

的評価基準モデルを開発することを目的とした。共通的評価基準モデルの開発にあたっ

て、専門学校が地域密着型の高等教育機関という特色があること及び学生数を基準とした

学校規模も多岐に渡る点に留意し、首都圏のみならず、地方の専門学校にも協力を要請し

オールジャパンの専門学校で取り組むこととした。 
また、自己点検・評価項目の整理に当たっては、専修学校の第三者評価を実施している

評価機関ごとに、それら評価機関が実施している評価等の情報を整理した。各校がこれら

の自己点検・評価項目を活用することで、教育改善や教育の充実を進めるとともに、学生・

保護者、そして産業界に対して積極的に情報を公表できるようになり、説明責任を果たす

ことができるようになると期待している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

１１．．概概要要 
(1)委託事業名 

令和２年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」 

 

職業実践専門課程の充実に向けた自己点検・評価システムの検証と質保証・向上 

のための取組 

 

専修学校における自己点検・評価の結果の相互検証、共通的評価基準モデルの 

開発と運用 

 

(2)委託事業実施期間 

  ２０２０年７月 31 日 ～ ２０２１年３月１３日 

 

(3)事業内容 

  ■調査 

   ・自己点検調査アンケート    

    職業実践専門課程認定校 1,032 校に自己点検に関する実態調査アンケート実施 

    （回収数：558 校、回収率 54.0%） 

   ・第三者評価調査アンケート 

職業実践専門課程認定校 1,032 校に第三者に関する実態調査アンケート実施 

（回収数：466 校、回収率 45.1%） 

   ・自己点検・評価表の調査       

一般社団法人 全国専門学校教育研究会加盟校 126 校に自己点検評価表 

およびエビデンスの回収 

   ・第三者評価実施校の実態調査ヒアリング 

（ヒアリング実施校：5 校、メール回答：2 校） 

 

  ■作成開発 

   ・自己点検・評価標準モデルプロトタイプ版開発 

   

(4)事業実施体制 

  ■体制図 

   

 

 

 

共通基盤整備委員会

実態調査WG 評価委員会 普及促進WG
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 ■役割 

・共通基盤整備委員会 

   本事業が設置する実態調査 WG と評価委員会、普及促進 WGの方向性や進捗 

および予算執行状況について検討・管理する。 

 

  ・実態調査 WG 

   本年度実施を予定している、自己評価・点検および第三者評価関連アンケート 

   調査の内容ついて検討・実施し、共通的評価基準モデルを開発する。 

 

  ・評価委員会 

   本事業で開発する成果物について、第三者的な視点から評価する。 

 

  ・普及促進 WG 

   本年度実施する調査結果や情報公開事例を共有するためのセミナーを開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２２．．趣趣旨旨・・目目的的 
 

本事業の取組の目的は、専門学校の質保証・向上の推進を目指すものであり、継続的に

PDCA サイクルを回し続け、その内容を充実・普及させることが重要と考えられる。理想的なモデ

ルを提示しても運用面で課題が散見される実態は、専修学校に限らず高等教育全体の質保証の

課題であり、この点は「専修学校における学校評価ガイドライン」（H25)や過去に行われた自己点

検や学校評価に関する報告書においても指摘されている。評価のための評価ではなく、実質的な

学校運営の課題や更なる教育改善につなげていくための方法論の提示が重要になる。 

上記を踏まえ、「質向上」「質保証」を推進する為、下記の点に留意して自己点検・評価モデル

の作成を行った。 

(1)質向上 

 ①規模の大小にかかわらず、活用可能な自己点検・評価標準モデルプロトタイプの作成 

 ②エビデンスを示すことで、評価に関しての客観性や信頼性を高める 

 ③改善すべき点を明らかにして、質を向上させる機能も付加する 

(2)質保証 

 ①第三者評価への対応が可能な様に、第三者評価機関の視点も取り入れる 

この自己点検・評価モデル【共通的評価基準モデル２０２１】を、多くの専修学校に活用いただ

き、学校改善に役立てていただきたい。 
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３３．．開開発発ププロロセセスス 
 

３３－－１１．．自自己己点点検検・・評評価価表表のの収収集集とと整整理理  

一般社団法人 全国専門学校教育研究会（以下、「本会」という。）加盟校 126 校に自己点

検・評価表の提出を要請し、本プロジェクト参画校を中心に、48 校から自己点検・評価表を回

収することができた。ご協力いただいた学校、ならびに提出された自己点検・評価表に記載され

ていた大項目・中項目・小項目の件数は以下の通り（なお、大項目・中項目・小項目の３階層と

なっていないものについては、整理上、大項目と小項目の２階層とした）。 

 

No. グループ名 学校名 大項目 中項目 小項目 

1 山本学園 専門学校山形Ｖ．カレッジ 9 15 137 

2 国際総合学園 国際ビジネス公務員大学校 9 15 135 

3 国際総合学園 国際情報工科自動車大学校 9 15 134 

4 ＴＢＣ学院 
国際ファッションビューティ専門学

校 
10 － 59 

5 有坂中央学園 中央情報大学校 11 ー 110 

6 つくば総合学院 つくばビジネスカレッジ専門学校 10 － 59 

7 長野平青学園 長野平青学園 10 36 109 

8 未来学舎 専門学校未来ビジネスカレッジ 11 ー 58 

9 国際総合学園 
長岡公務員・情報ビジネス専門学

校 
9 14 94 

10 国際総合学園 国際ビューティモード専門学校 10 － 59 

11 国際総合学園 
専門学校 新潟国際自動車大学

校 
11 － 63 

12 郷学舎 アルスコンピュータ専門学校 10 37 65 

13 鈴木学園 中央調理製菓専門学校静岡校 9 － 44 

14 坪内学園 松江総合ビジネスカレッジ 10 45 159 

15 坪内学園 山陰中央専門大学校 10 45 156 

16 三友学園 専門学校岡山情報ビジネス学院 10 ー 62 

17 穴吹学園 穴吹情報デザイン専門学校 12 64 207 

18 穴吹学園 穴吹医療福祉専門学校 12 64 208 

19 穴吹学園 穴吹動物専門学校 12 64 208 

20 穴吹学園 穴吹ビューティ専門学校 11 63 202 

21 穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 12 64 208 

22 穴吹学園 穴吹デザイン専門学校 12 64 202 

23 YIC グループ YIC看護福祉専門学校 9 15 128 

24 YIC グループ YIC ビジネスアート専門学校 9 15 133 

25 YIC グループ YIC キャリアデザイン専門学校 9 15 128 

26 YIC グループ 
専門学校 YIC リハビリテーション

大学校 
9 18 133 

27 YIC グループ YIC公務員専門学校 9 15 128 

28 YIC グループ YIC ビューティモード専門学校 9 － 133 

29 YIC グループ YIC保育＆ビジネス専門学校 9 15 128 

30 穴吹学園 専門学校徳島穴吹カレッジ 15 － 95 

31 穴吹学園 
専門学校穴吹コンピュータカレッ

ジ 
11 54 139 

32 穴吹学園 専門学校穴吹ビジネスカレッジ 11 54 139 

33 穴吹学園 専門学校穴吹デザインカレッジ 11 54 139 

34 穴吹学園 専門学校穴吹ビューティカレッジ 11 54 139 

35 穴吹学園 専門学校穴吹工科カレッジ 11 54 139 

36 穴吹学園 
専門学校穴吹リハビリテーション

カレッジ 
11 54 139 

37 穴吹学園 
専門学校穴吹パティシエ福祉カレ

ッジ 
11 54 139 

38 穴吹学園 専門学校穴吹動物看護カレッジ 11 54 139 

39 穴吹学園 穴吹医療大学校 11 54 139 

40 穴吹学園 
専門学校穴吹調理デザインビュ

ーティカレッジ 
12 64 208 

41 龍馬学園 
龍馬学園高知情報ビジネス＆フ

ード専門学校 
9 15 133 

42 龍馬学園 
龍馬学園国際デザイン・ビューテ

ィカレッジ 
9 15 133 

43 龍馬学園 
龍馬学園龍馬看護ふくし専門学

校 
9 15 133 

44 麻生塾 麻生専門学校グループ 12 17 69 

45 未来創造学園 熊本電子ビジネス専門学校 11 － 58 

46 宮崎総合学院 宮崎サザンビューティ専門学校 8 － 119 

47 九州総合学院 
鹿児島情報ビジネス公務員専門

学校 
7 － 108 

48 KBC 学園 国際電子ビジネス専門学校 9 14 102 

 

３３－－２２．．大大項項目目・・中中項項目目のの検検討討とと整整理理  

収集した自己点検・評価表の項目を整理するに当たり、まず、大項目について整理し、その

上で中項目について検討・整理した。大項目については、文部科学省の「専修学校における学

校評価ガイドライン（平成 25 年 3 月発行）」にて例示されているものをベースに、各校が使用し

ている自己点検・評価表の大項目を考慮し、本事業の実態調査 WG にて検討を行った。共通

的評価基準モデルにおける大項目は、以下の通り。 
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３３．．開開発発ププロロセセスス 
 

３３－－１１．．自自己己点点検検・・評評価価表表のの収収集集とと整整理理  

一般社団法人 全国専門学校教育研究会（以下、「本会」という。）加盟校 126 校に自己点

検・評価表の提出を要請し、本プロジェクト参画校を中心に、48 校から自己点検・評価表を回

収することができた。ご協力いただいた学校、ならびに提出された自己点検・評価表に記載され

ていた大項目・中項目・小項目の件数は以下の通り（なお、大項目・中項目・小項目の３階層と

なっていないものについては、整理上、大項目と小項目の２階層とした）。 

 

No. グループ名 学校名 大項目 中項目 小項目 

1 山本学園 専門学校山形Ｖ．カレッジ 9 15 137 

2 国際総合学園 国際ビジネス公務員大学校 9 15 135 

3 国際総合学園 国際情報工科自動車大学校 9 15 134 

4 ＴＢＣ学院 
国際ファッションビューティ専門学

校 
10 － 59 

5 有坂中央学園 中央情報大学校 11 ー 110 

6 つくば総合学院 つくばビジネスカレッジ専門学校 10 － 59 

7 長野平青学園 長野平青学園 10 36 109 

8 未来学舎 専門学校未来ビジネスカレッジ 11 ー 58 

9 国際総合学園 
長岡公務員・情報ビジネス専門学

校 
9 14 94 

10 国際総合学園 国際ビューティモード専門学校 10 － 59 

11 国際総合学園 
専門学校 新潟国際自動車大学

校 
11 － 63 

12 郷学舎 アルスコンピュータ専門学校 10 37 65 

13 鈴木学園 中央調理製菓専門学校静岡校 9 － 44 

14 坪内学園 松江総合ビジネスカレッジ 10 45 159 

15 坪内学園 山陰中央専門大学校 10 45 156 

16 三友学園 専門学校岡山情報ビジネス学院 10 ー 62 

17 穴吹学園 穴吹情報デザイン専門学校 12 64 207 

18 穴吹学園 穴吹医療福祉専門学校 12 64 208 

19 穴吹学園 穴吹動物専門学校 12 64 208 

20 穴吹学園 穴吹ビューティ専門学校 11 63 202 

21 穴吹学園 穴吹調理製菓専門学校 12 64 208 

22 穴吹学園 穴吹デザイン専門学校 12 64 202 

23 YIC グループ YIC看護福祉専門学校 9 15 128 

24 YIC グループ YIC ビジネスアート専門学校 9 15 133 

25 YIC グループ YIC キャリアデザイン専門学校 9 15 128 

26 YIC グループ 
専門学校 YIC リハビリテーション

大学校 
9 18 133 

27 YIC グループ YIC公務員専門学校 9 15 128 

28 YIC グループ YIC ビューティモード専門学校 9 － 133 

29 YIC グループ YIC保育＆ビジネス専門学校 9 15 128 

30 穴吹学園 専門学校徳島穴吹カレッジ 15 － 95 

31 穴吹学園 
専門学校穴吹コンピュータカレッ

ジ 
11 54 139 

32 穴吹学園 専門学校穴吹ビジネスカレッジ 11 54 139 

33 穴吹学園 専門学校穴吹デザインカレッジ 11 54 139 

34 穴吹学園 専門学校穴吹ビューティカレッジ 11 54 139 

35 穴吹学園 専門学校穴吹工科カレッジ 11 54 139 

36 穴吹学園 
専門学校穴吹リハビリテーション

カレッジ 
11 54 139 

37 穴吹学園 
専門学校穴吹パティシエ福祉カレ

ッジ 
11 54 139 

38 穴吹学園 専門学校穴吹動物看護カレッジ 11 54 139 

39 穴吹学園 穴吹医療大学校 11 54 139 

40 穴吹学園 
専門学校穴吹調理デザインビュ

ーティカレッジ 
12 64 208 

41 龍馬学園 
龍馬学園高知情報ビジネス＆フ

ード専門学校 
9 15 133 

42 龍馬学園 
龍馬学園国際デザイン・ビューテ

ィカレッジ 
9 15 133 

43 龍馬学園 
龍馬学園龍馬看護ふくし専門学

校 
9 15 133 

44 麻生塾 麻生専門学校グループ 12 17 69 

45 未来創造学園 熊本電子ビジネス専門学校 11 － 58 

46 宮崎総合学院 宮崎サザンビューティ専門学校 8 － 119 

47 九州総合学院 
鹿児島情報ビジネス公務員専門

学校 
7 － 108 

48 KBC 学園 国際電子ビジネス専門学校 9 14 102 

 

３３－－２２．．大大項項目目・・中中項項目目のの検検討討とと整整理理  

収集した自己点検・評価表の項目を整理するに当たり、まず、大項目について整理し、その

上で中項目について検討・整理した。大項目については、文部科学省の「専修学校における学

校評価ガイドライン（平成 25 年 3 月発行）」にて例示されているものをベースに、各校が使用し

ている自己点検・評価表の大項目を考慮し、本事業の実態調査 WG にて検討を行った。共通

的評価基準モデルにおける大項目は、以下の通り。 
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１．教育理念・目標 

２．学校運営 

３．教育活動 

４．学修成果・教育成果 

５．学生支援 

６．教育環境 

７．学生の受入れ募集 

８．教育の内部質保証システム 

９．財務 

１０．社会貢献・地域貢献 

１１．国際交流（必要に応じて） 

 

中項目については、上記の大項目ごとに検討を進めた。中項目の作成に当たり、本会が作

成した「全専研モデル」、特定非営利活動法人 私立専門学校等評価研究機構（以下、「私立

専門等評価機構」と記す。）が適用している評価基準・項目及び自己評価報告書様式で自己

評価を行っている学校の自己点検・評価表、一般社団法人 専門職高等教育質保証機構（以

下、「QAPHE」と記す。）にて第三者評価を受審している学校の自己点検・評価表などで用いら

れている中項目を収集し、本事業の実態調査 WG にて検討を行った。共通的評価基準モデル

における大項目・中項目は、以下の通り。 

 

 １ 教育理念・目標 

1 1 
理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、
育成人材像等が明文化されているか。職業教育機関として専修学校教育
に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 2 教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いてい
ますか） 

 ２ 学校運営 

2 1 運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 2 事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 3 運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的なものになっているか） 

3 4 教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた
取組みを行っているか） 

2 5 人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 6 情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られている
か） 

  

 ３ 教育活動 

3 1 目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程
を編成・実施しているか） 

3 2 教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的
なカリキュラム作成などの取組がなされているか） 

3 3 成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基
準は明確になっているか） 

3 4 資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があ
るか） 

3 5 
キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成
能力、② 自己理解・自己管理能力、③ 課題対応能力、④ キャリアプラ
ンニング能力）を身につけるための取組がなされているか） 

 ４ 学修成果・教育成果 

4 1 学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り
組みと評価がされているか） 

4 2 就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 3 資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 4 社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握している
か） 

 ５ 学生支援 

5 1 
修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学
生が学修に専念し、安定した学生生活を送ることができるように図って
いるか） 

5 2 就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機
能しているか） 

5 3 学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 4 学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生
の健康を担う組織体制はあるか。生活環境支援体制を整備しているか） 

5 5 中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 6 保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 7 卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニ
ーズを踏まえた教育環境を整備しているか） 

 ６ 教育環境 

6 1 施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整
備されているか） 

6 2 学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシッ
プ、海外研修等について、十分な教育体制を整備していますか） 

6 3" 防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防
災訓練等を実施しているか） 
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１．教育理念・目標 

２．学校運営 

３．教育活動 

４．学修成果・教育成果 

５．学生支援 

６．教育環境 

７．学生の受入れ募集 

８．教育の内部質保証システム 

９．財務 

１０．社会貢献・地域貢献 

１１．国際交流（必要に応じて） 

 

中項目については、上記の大項目ごとに検討を進めた。中項目の作成に当たり、本会が作

成した「全専研モデル」、特定非営利活動法人 私立専門学校等評価研究機構（以下、「私立

専門等評価機構」と記す。）が適用している評価基準・項目及び自己評価報告書様式で自己

評価を行っている学校の自己点検・評価表、一般社団法人 専門職高等教育質保証機構（以

下、「QAPHE」と記す。）にて第三者評価を受審している学校の自己点検・評価表などで用いら

れている中項目を収集し、本事業の実態調査 WG にて検討を行った。共通的評価基準モデル

における大項目・中項目は、以下の通り。 

 

 １ 教育理念・目標 

1 1 
理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、
育成人材像等が明文化されているか。職業教育機関として専修学校教育
に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 2 教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いてい
ますか） 

 ２ 学校運営 

2 1 運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 2 事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 3 運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的なものになっているか） 

3 4 教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた
取組みを行っているか） 

2 5 人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 6 情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られている
か） 

  

 ３ 教育活動 

3 1 目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程
を編成・実施しているか） 

3 2 教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的
なカリキュラム作成などの取組がなされているか） 

3 3 成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基
準は明確になっているか） 

3 4 資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があ
るか） 

3 5 
キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成
能力、② 自己理解・自己管理能力、③ 課題対応能力、④ キャリアプラ
ンニング能力）を身につけるための取組がなされているか） 

 ４ 学修成果・教育成果 

4 1 学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り
組みと評価がされているか） 

4 2 就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 3 資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 4 社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握している
か） 

 ５ 学生支援 

5 1 
修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学
生が学修に専念し、安定した学生生活を送ることができるように図って
いるか） 

5 2 就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機
能しているか） 

5 3 学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 4 学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生
の健康を担う組織体制はあるか。生活環境支援体制を整備しているか） 

5 5 中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 6 保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 7 卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニ
ーズを踏まえた教育環境を整備しているか） 

 ６ 教育環境 

6 1 施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整
備されているか） 

6 2 学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシッ
プ、海外研修等について、十分な教育体制を整備していますか） 

6 3" 防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防
災訓練等を実施しているか） 
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 ７ 学生の受入れ募集 

7 1 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を行っているか。社会人入学生、留学
生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にして
いるか） 

7 2 入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われてい
るか） 

7 3 学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

 ８ 教育の内部質保証システム 

8 1 関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵
守し、適正な学校運営を行なっているか） 

8 2 個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対
する対応を取っているか） 

8 3 学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備している
か） 

8 4 
改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・
評価活動の実施体制を確立して改革・改善のためのシステムが構
築されているか） 

8 5 教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っている
か） 

 ９ 財務  

9 1 財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 2 予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支
計画に基づき、適正に執行管理を行っているか） 

9 3 監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 4 財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適
切に運用しているか） 

 １０ 社会貢献・地域貢献 

10 1 社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・
地域貢献を行っているか） 

10 2 ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援している
か） 

 １１ 国際交流（必要に応じて） 

11 1 
留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留
学における学習支援や生活指導等を適切に対応し、管理体制を整備して
いるか） 

 

３３－－３３．．小小項項目目のの検検討討とと整整理理  

小項目については、前項「３－２．大項目・中項目の検討と整理」にて整理した中項目ごとに

検討を進めた。小項目の作成に当たり、前項でも活用した全専研モデル、私立専門等評価機

構が適用している基準・項目に基づく自己評価様式、QAPHE にて第三者評価を受審している

学校の自己点検・評価表に、JAMOTE 認証サービス株式会社（以下、「JAMOTEC」と記す。）

にて第三者評価を受審している学校の自己点検・評価表を加え、これらの自己点検・評価表で

用いられている小項目を収集・整理し、本事業の実態調査 WG にて検討を行った。 

なお、小項目の整理に当たっては、当該小項目にて「何を明確化することを求めているのか」

に着目し、確認すべき項目数を集約して支店を明確化することを目的として、求めている内容

が共通である場合には、表現を工夫してできるだけ項目を統合した。 

また、小項目を整理するに当たり、各項目に対して重要度ランクの設定を試みた。重要度ラ

ンクとは、自己点検・評価を行う際の重要度をランク付けしたものであり、どのような規模の専修

学校であっても確認が必要となる「基本的な事項」をランク A、「職業実践専門課程の認定を受

けている学科コースにとって必要な事項」をランク B、「更なる質の向上を目指す学校向けの確

認事項」をランク C とした。さらに、第三者評価の受審に向けて実施する自己点検・評価におい

て確認が必要となる項目について、第三者評価機関ごとの項目として整理した。結果として、

289件もの小項目が挙げられることとなったが、各校の状況、ならびに目的に合わせて活用いた

だきたい（具体的な項目については、4 章・5 章に示す）。 

 

 小項目数 累積小項目数 備考 

カテゴリーA 89 89 基本的な事項 

カテゴリーB 53 142 職業実践専門課程 

カテゴリーC 30 172 更なる質の向上を目指す 

カテゴリーS 11 153 私立専門等評価機構 

カテゴリーQ 87 229 QAPHE 

カテゴリーJ 38 180 JAMOTEC 

 

※ 「累積小項目数」とは、以下のものを指している。 

(1)基本的な事項は、カテゴリーA 

(2)職業実践専門課程の認定を受けているところは、カテゴリーA＋カテゴリーB 

(3)第三者評価などに取り組む場合には、対象とする評価機関によって、 

   ・カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーC = 更なる質の向上を目指す 

   ・カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーS= 私立専門学校等評価研究機構 

   ・カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーQ= QAPHE 

   ・カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーJ= JAMOTEC 
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３３－－４４．．エエビビデデンンススのの例例示示  

自己点検・評価を実施するにあたり、エビデンス（根拠資料）を基に確認することは重要と認

識している。エビデンスを提示することで、「何を根拠として評価しているのか」が明確になり、他

者による検証が可能になるため、評価の客観性を保つことができるようになるからである。 

今回、エビデンスを例示するために、収集した自己点検・評価表に記載されていたエビデン

スを収集し確認することから始めた。エビデンスは、それぞれの学校にて使用されている文書

（規程・規則類、手引き・マニュアル、議事録、報告書等）の名称であり、ほぼ同一の機能を有す

る文書であっても名称が異なることが少なくない。そこで、収集・整理の過程で、名称をある程度

標準化した。 

ある程度標準化したエビデンスをベースとして、本事業の実態調査 WG 及び普及 WG の委

員に確認・追加を求め、両WGの合同委員会にて検討した。整理したエビデンスは、「４－４．各

項目のポイントと自己点検・評価のエビデンス例」に示している。 

 

 

  

４４．．本本書書のの利利用用方方法法 
 

４４－－１１．．自自己己点点検検・・評評価価ののポポイインントト  

本事業で【共通的評価基準モデル２０２１】として提示する「自己点検・評価表」は、文部科学

省の「専修学校における学校評価ガイドライン（平成 25 年 3 月発行）」にて例示されたものと同

様に、冒頭部分で「１．学校の教育目標」と「２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な

目標や計画」を記載する形となっている。これは「自己点検・評価表」を閲覧する者と、当該学

校が目指している教育についての前提要件を共有しておくための項目である。自己点検・評価

を実施するメンバー間で、共有しておかなければならない情報でもある。 

項目の「３．評価項目の達成及び取組状況」が、いわゆる「自己点検・評価」の本体部分とな

る。自己点検・評価は、定量的評価、エビデンスの提示、大項目ごとの定性的評価（第三者評

価機関によっては、中項目ごとに定性的評価を求められる場合もある）の３つで構成されてい

る。 

 

（１）定量的評価 

この自己点検・評価表では、小項目ごとに４（適切）、３（ほぼ適切）、２（やや不適切）、１

（不適切）の４段階で評価を行うこととしている。まず、４段階評価となっている点に注目してい

ただきたい。４段階評価であるので、評価を「保留」するという選択肢は無く、少なくとも、どち

らかと言えば「適切」なのか「不適切」なのかは判定しなければならない。 

どちらかと言えば「適切」であるならば、その上で、４（適切）なのか、３（ほぼ適切）なのかを

判定することになる。ここで重要なのが「エビデンス」である。提示したエビデンスにより、第三

者を含む多くの者が「適切」と判断できるのであれば４（適切）と判定し、エビデンスが不十分

であるならば３（ほぼ適切）と判定する。 

一方、どちらかと言えば「不適切」であるならば、どの程度不適切なのかを判定することとな

る。小項目にて示されている事柄について、エビデンスは明示できない（存在しない）ものの、

取組自体は行われているということであれば２（やや不適切）と判定し、そもそも取り組まれて

いないということであれば１（不適切）と判定する。 

 

（２）エビデンスの提示 

エビデンス（根拠資料）とは、小項目にて示されている事柄が「適切にできている」ことを説

明できる資料のことである。エビデンスとして提示する資料には、ルールや手順などを示す規

程・規則・細則やマニュアル・手順書のような文書や、実際に取り組んでいるという実績を示す

報告書や議事録のような記録など、様々なものがある。 

適切なエビデンスを選ぶためには、ルールや手順などが明確にされていることを求められ

ているのか、それとも、実際に取り組んでいること（実績）を求められているのかを、区別して考

えることから始める。それぞれの小項目におけるエビデンスの例を「４－４．各項目のポイントと

自己点検・評価のエビデンス例」に示すので、参考にしていただきたい。 
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いないということであれば１（不適切）と判定する。 

 

（２）エビデンスの提示 

エビデンス（根拠資料）とは、小項目にて示されている事柄が「適切にできている」ことを説

明できる資料のことである。エビデンスとして提示する資料には、ルールや手順などを示す規

程・規則・細則やマニュアル・手順書のような文書や、実際に取り組んでいるという実績を示す

報告書や議事録のような記録など、様々なものがある。 

適切なエビデンスを選ぶためには、ルールや手順などが明確にされていることを求められ

ているのか、それとも、実際に取り組んでいること（実績）を求められているのかを、区別して考

えることから始める。それぞれの小項目におけるエビデンスの例を「４－４．各項目のポイントと

自己点検・評価のエビデンス例」に示すので、参考にしていただきたい。 
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（３）大項目ごとの定性的評価 

自己点検・評価には、学校の教育に関する現在の状況を基準に則って評価することととも

に、改善すべき点を明らかにして、質を向上させる（PDCA サイクルの活用）という機能も求め

られている。 

この自己点検・評価表では、「① 課題」、「② 今後の改善方策」、「③ 特記事項」という 3

項目を設定し、大項目ごとに定性的評価の実施を求めている。定性的評価とは、文章表現に

よりなされる評価であり、特に、こうした課題の指摘や改善方策の提示、特長となる取組など、

数値化が難しい事柄の評価方法として用いられるものである。学校内の教職員間で情報を

共有したり、学校関係者評価などにおける説明に使用したり、文脈や背景を共有する内部で

活用するための評価記録として非常に有効である。その反面、文脈や背景を共有していない

外部への説明の場合には、文書化された内容のみをもって判断されてしまうことが懸念される

ため注意が必要である。 

 

４４－－２２．．自自己己点点検検・・評評価価のの実実施施手手順順（（例例））  

教育の質保証及び質の向上に役立つ自己点検・評価を実施するためには、評価を行う者

が適切であることが必要である。評価を行う者が有するべき知識・スキルとして、評価の基準

に関する知識と評価を行うためのスキル（例えば監査技法など）などが挙げられる。こうした知

識・スキルを身につけられる専門学校教職員向けの研修として、「専門学校の教育訓練・運

営に係る内部質保証人材の養成講習」（主催：一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団）

などがある。 

学校関係者評価委員会での説明資料や、外部への説明責任を果たすための情報公開資

料として活用するための自己点検・評価表を作成するための、評価実施手順（例）を示す。 

 

（１）各部署における自己点検・評価 

この段階では、各部署の責任者または担当者に、自己点検・評価表への記入を促す。ま

ず、職務分掌や組織図を参考にして、大項目単位で業務ごとに評価対象項目を配分する。

例えば、総務や経営企画部門であれば「１．教育理念・目標」、「２．学校運営」、「８．教育の

内部質保証システム」、「９．財務」など、教務部門であれば「３．教育活動」、「４．学修成果・

教育成果」、「５．学生支援」、「６．教育環境」、広報・学生募集部門であれば、「５．学生支

援」、「７．学生の受入れ募集」などを評価対象とする。 

 

（２）業務監査的に行う自己点検・評価 

「業務監査的に行う」というと堅苦しく、また難しく感じてしまうかもしれないが、「自らが担当

する業務を自らが監査しない。」という原則に基づいて、自己点検・評価を行えば、より客観的

な評価結果が得られる。第三者評価機関による審査・認証などの場面では、内部監査と称さ

れることもある。こうした取組を行うことで、質の高い自己点検・評価が行えるようになる。 

 

４４－－３３．．各各項項目目のの評評価価方方法法  

この自己点検・評価表では、小項目ごとに４（適切）、３（ほぼ適切）、２（やや不適切）、１

（不適切）の４段階で評価を行うこととしている。 

① どちらかと言えば「適切」なのか「不適切」なのかを判定する（４段階評価であるので、評
価を「保留」するという選択肢（例えば「ふつう」など）は無い）。 

② どちらかと言えば「適切」であるならば、その上で、４（適切）なのか、３（ほぼ適切）なの
かを判定する。 

➢ 提示したエビデンスにより、第三者を含む多くの者が「適切」と判断できるのであれ

ば４（適切）と判定 

➢ エビデンスが不十分であるならば３（ほぼ適切）と判定 

③ どちらかと言えば「不適切」であるならば、どの程度不適切なのかを判定する。 

➢ 小項目にて示されている事柄について、エビデンスは示せない（存在しない）もの

の、取組自体は行われているということであれば２（やや不適切）と判定 

➢ そもそも取り組まれていないということであれば１（不適切）と判定 

 

４４－－４４．．各各項項目目ののポポイインントトとと自自己己点点検検・・評評価価ののエエビビデデンンスス例例  

 １ 教育理念・目標 カテゴリー エビデンス例 

1 1 
中
項
目 

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。

職業教育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 

学校の理念・目的・育成人材像は定められて

いるか（専門分野の特性が明確になっている

か） 

A 
寄附行為又は定款、学則その他教育

上の目的を定めた規程、HP、学生便覧 

1 1 2 
学生・保護者に対して教育理念等を明文化

し、周知しているか 
A 

学校・学科（理念・目的）を紹介するパ

ンフレット、HP、学生便覧、学生の手引

き 

1 1 3 
教職員に対して教育理念等を明文化し、周

知徹底を図っているか 
B 

教職員手帳等、学生便覧、学生の手引

き、HP 

1 1 4 
学外の方に対して教育理念等を明文化し、公

表しているか 
B HP、パンフレット、募集要項 

1 2 
中
項
目 

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対

応する業界のニーズに向けて方向づけられている

か（コース修了後に、学習者がそのコンピテンスの

レベルを必要とする目的や状況が明確にされてい

るか） 

A HP、学生便覧 

1 2 2 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来

構想を抱いているか 

（学校の将来構想を描くために、業界の動向

やニーズを調査しているか） 

A 

ニーズ調査アンケート、教育課程編成

委員会議事録、就職担当者の報告書、

学校関係者評価委員会議事録、HP 

1 2 3 
学校における職業教育の特色は明確になっ

ているか 
A 学生便覧、ＨＰ 

1 2 4 
各修業期間における教育目的・目標・教育計

画が文書化され、提示されているか 
C 学生便覧、年間行事予定表、学則 
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（３）大項目ごとの定性的評価 

自己点検・評価には、学校の教育に関する現在の状況を基準に則って評価することととも

に、改善すべき点を明らかにして、質を向上させる（PDCA サイクルの活用）という機能も求め

られている。 

この自己点検・評価表では、「① 課題」、「② 今後の改善方策」、「③ 特記事項」という 3

項目を設定し、大項目ごとに定性的評価の実施を求めている。定性的評価とは、文章表現に

よりなされる評価であり、特に、こうした課題の指摘や改善方策の提示、特長となる取組など、

数値化が難しい事柄の評価方法として用いられるものである。学校内の教職員間で情報を

共有したり、学校関係者評価などにおける説明に使用したり、文脈や背景を共有する内部で

活用するための評価記録として非常に有効である。その反面、文脈や背景を共有していない

外部への説明の場合には、文書化された内容のみをもって判断されてしまうことが懸念される

ため注意が必要である。 

 

４４－－２２．．自自己己点点検検・・評評価価のの実実施施手手順順（（例例））  

教育の質保証及び質の向上に役立つ自己点検・評価を実施するためには、評価を行う者

が適切であることが必要である。評価を行う者が有するべき知識・スキルとして、評価の基準

に関する知識と評価を行うためのスキル（例えば監査技法など）などが挙げられる。こうした知

識・スキルを身につけられる専門学校教職員向けの研修として、「専門学校の教育訓練・運

営に係る内部質保証人材の養成講習」（主催：一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団）

などがある。 

学校関係者評価委員会での説明資料や、外部への説明責任を果たすための情報公開資

料として活用するための自己点検・評価表を作成するための、評価実施手順（例）を示す。 

 

（１）各部署における自己点検・評価 

この段階では、各部署の責任者または担当者に、自己点検・評価表への記入を促す。ま

ず、職務分掌や組織図を参考にして、大項目単位で業務ごとに評価対象項目を配分する。

例えば、総務や経営企画部門であれば「１．教育理念・目標」、「２．学校運営」、「８．教育の

内部質保証システム」、「９．財務」など、教務部門であれば「３．教育活動」、「４．学修成果・

教育成果」、「５．学生支援」、「６．教育環境」、広報・学生募集部門であれば、「５．学生支

援」、「７．学生の受入れ募集」などを評価対象とする。 

 

（２）業務監査的に行う自己点検・評価 

「業務監査的に行う」というと堅苦しく、また難しく感じてしまうかもしれないが、「自らが担当

する業務を自らが監査しない。」という原則に基づいて、自己点検・評価を行えば、より客観的

な評価結果が得られる。第三者評価機関による審査・認証などの場面では、内部監査と称さ

れることもある。こうした取組を行うことで、質の高い自己点検・評価が行えるようになる。 

 

４４－－３３．．各各項項目目のの評評価価方方法法  

この自己点検・評価表では、小項目ごとに４（適切）、３（ほぼ適切）、２（やや不適切）、１

（不適切）の４段階で評価を行うこととしている。 

① どちらかと言えば「適切」なのか「不適切」なのかを判定する（４段階評価であるので、評
価を「保留」するという選択肢（例えば「ふつう」など）は無い）。 

② どちらかと言えば「適切」であるならば、その上で、４（適切）なのか、３（ほぼ適切）なの
かを判定する。 

➢ 提示したエビデンスにより、第三者を含む多くの者が「適切」と判断できるのであれ

ば４（適切）と判定 

➢ エビデンスが不十分であるならば３（ほぼ適切）と判定 

③ どちらかと言えば「不適切」であるならば、どの程度不適切なのかを判定する。 

➢ 小項目にて示されている事柄について、エビデンスは示せない（存在しない）もの

の、取組自体は行われているということであれば２（やや不適切）と判定 

➢ そもそも取り組まれていないということであれば１（不適切）と判定 

 

４４－－４４．．各各項項目目ののポポイインントトとと自自己己点点検検・・評評価価ののエエビビデデンンスス例例  

 １ 教育理念・目標 カテゴリー エビデンス例 

1 1 
中
項
目 

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。

職業教育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 

学校の理念・目的・育成人材像は定められて

いるか（専門分野の特性が明確になっている

か） 

A 
寄附行為又は定款、学則その他教育

上の目的を定めた規程、HP、学生便覧 

1 1 2 
学生・保護者に対して教育理念等を明文化

し、周知しているか 
A 

学校・学科（理念・目的）を紹介するパ

ンフレット、HP、学生便覧、学生の手引

き 

1 1 3 
教職員に対して教育理念等を明文化し、周

知徹底を図っているか 
B 

教職員手帳等、学生便覧、学生の手引

き、HP 

1 1 4 
学外の方に対して教育理念等を明文化し、公

表しているか 
B HP、パンフレット、募集要項 

1 2 
中
項
目 

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対

応する業界のニーズに向けて方向づけられている

か（コース修了後に、学習者がそのコンピテンスの

レベルを必要とする目的や状況が明確にされてい

るか） 

A HP、学生便覧 

1 2 2 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来

構想を抱いているか 

（学校の将来構想を描くために、業界の動向

やニーズを調査しているか） 

A 

ニーズ調査アンケート、教育課程編成

委員会議事録、就職担当者の報告書、

学校関係者評価委員会議事録、HP 

1 2 3 
学校における職業教育の特色は明確になっ

ているか 
A 学生便覧、ＨＰ 

1 2 4 
各修業期間における教育目的・目標・教育計

画が文書化され、提示されているか 
C 学生便覧、年間行事予定表、学則 
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1 2 5 
中期的（3～5 年程度）な視点で、学校の将来

構想を描いているか 
Q 

中期計画、HP、アクションプランや中長

期計画など将来を見据えた計画等にあ

たるもの 

 

 

 ２ 学校運営  カテゴリー エビデンス例 

2 1 
中
項
目 

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 
教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 
A 

学校・部門の運営方針を示す資料、運営

方針、理事会議事録、管理運営に関する

方針を明らかにし学内で共有した資料 

2 1 2 
運営方針を教職員に周知しているか、また必

要に応じてその浸浸透透度度を確認しているか 
Ｂ 

学校計画書、運営方針発表会議事録、

周知した場合の会当該の議録、行事の記

録、写真等。寄附行為又は定款、その他

教学運営等の教職協働の取組事例の資

料 

2 2 
中
項
目 

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有して

いるか 
A 

事業計画書、理事会・評議員会の議事

録、事業計画書を共有した証拠 

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか A 

年間行事予定表、事業計画工程表。学

則等（授業期間）、外部実習等の履修指

導等のガイダンス資料 

2 2 3 
事業計画を作成し、それに伴う予算も組んで

いるか 
Q 

事業計画書、予算書、理事会・評議員会

の議事録等。教育に必要な施設・設備、

機器・備品の整備、維持・管理に関する

資料 

2 2 4 
事業計画の執行状況を確認しているか、また

は確認する体制があるか 
Q 

会議体図、会議議事録、法人および学校

の組織機構図、業務分掌表 

2 3 
中
項
目 

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的な
ものになっているか） 

    

2 3 1 

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校

の運営規程等が整備され、それらに従って理

事会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が

開催されているか 

A 

理事会・評議員会の議事録、役職者の職

務権限規程、法人の理事・評議員会名簿

（役職・氏名・所属先等の明示）、組織図、

校務分掌表、内部規定類 

2 3 2 
運営組織や意思決定機能は、規則等におい

て明確化されているか、有効に機能しているか 
A 

組織規程、決済規程、起案書、役職者の

職務権限規程、内部規定類 

2 3 3 組織機能図があるか A 組織図、校務分掌表 

2 3 4 
運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期

的に開催されているか 
B 

年間行事予定表、教職員会議議事録、

教職員会議・教員会議等の規程 

2 3 5 
理事会・評議員会の議事録は公開されている

か 
C 理事会議事録、評議員会議事録、HP 

2 3 6 
教職員（組織の構成員）それぞれの職務分掌

が文書化されているか 
C 校務分掌表、組織規程 

2 3 7 意思決定システムを整備しているか S 
会議体図、会議議事録（理事会、評議員

委員会）、役職者の職務権限規程 

2 3 21 出退勤管理簿があるか A 出勤簿、勤務予定表、就業規則 

2 3 22 教職員の健康診断がされているか A 

教職員健康診断の案内、教職員健康診

断実施記録。就業規則、特定健康診査

結果一覧 

2 3 41 
施設設備の保守・管理が定期的に行われてい

るか 
A 施設設備保守・管理点検表 

2 4 
中
項
目 

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか A 

資格・要件等採用基準、学校が求める教

員像・教員の役割・教育責任の所在に関

する考え方を学内で共有した資料、教職

員名簿、実務経験者一覧、教員資格認

定書 

2 4 2 

現に教員数が充足していない場合、採用活動

を行っているか、 

または、教員資格等取得に向けた教育・指導

を行っているか 

A 

HP、求人申込書、求人広告の記録（新

聞・求人サイト）、教育訓練の記録、授業

科目と担当教員の適合性を判断する制

度・判断した実例を示す資料、研修計画、

面談・指導記録、求人票 

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか A 
実施体制組織図、授業評価の帳票、フィ

ードバック記録、授業アンケート 

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか A 

講師会議事録、教員組織図。教員組織の

適切性を検証したこと示す各種委員会、

改善・向上に向けた取組が分かる資料 

2 4 5 

全ての教員（専任・兼任）に対して、当該学習

分野又はスキル分野に関する必要なコンピテ

ンスを有しているかを評価し、それらの評価結

果を記録しているか 

J 

コンピテンス一覧、講師評価表、職務記

述書、学校の FD・SD の考え方、実施体

制、実施状況（参加率含む）が分かる資

料 

2 4 6 

教員・講師は、経験を有し、日本国内において

認知されている教授資格を持っている、又は

認知されている講師養成訓練を受けているか 

J 

職員名簿、実務経験者一覧、講師資格

認定書、教員・講師の経歴書履歴書、個

人調書等 

2 4 7 

教員・講師に対して、ニーズ分析の結果に関

する情報を十分に知らせているか（学生のニ

ーズ、求人企業のニーズ等） 

J 講師交流会資料 

2 4 8 

代講が必要な場合、適格な教員・講師が対応

できるように手配し、 当該教員･講師に授業

の準備及び実施について指導しているか 

J 講師の手引き、講師マニュアル 

2 4 21 
職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
A 

研修報告書、学校の FD・SD の考え方、

実施体制、実施状況（参加率含む）が分

かる資料 

2 4 22 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資

質向上のための取組みが行われているか（研

修等の効果を評価し、文書により記録している

か） 

A 

研修報告書、授業科目と担当教員の適

合性を判断する制度・判断した実例を示

す資料、学校の FD・SD の考え方、実施

体制、実施状況（参加率含む）が分かる

資料 

2 4 23 
教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を

実施しているか 
B 教員・講師面談記録、講師交流会資料 

2 4 24 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、実務に関する研

修や指導力の修得・向上のための研修等を教

員の業務経験や能力、担当する授業や業務

に応じて組織的・計画的に受講させているか 

B 教員の研修計画・研修報告書 
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1 2 5 
中期的（3～5 年程度）な視点で、学校の将来

構想を描いているか 
Q 

中期計画、HP、アクションプランや中長

期計画など将来を見据えた計画等にあ

たるもの 

 

 

 ２ 学校運営  カテゴリー エビデンス例 

2 1 
中
項
目 

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 
教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 
A 

学校・部門の運営方針を示す資料、運営

方針、理事会議事録、管理運営に関する

方針を明らかにし学内で共有した資料 

2 1 2 
運営方針を教職員に周知しているか、また必

要に応じてその浸浸透透度度を確認しているか 
Ｂ 

学校計画書、運営方針発表会議事録、

周知した場合の会当該の議録、行事の記

録、写真等。寄附行為又は定款、その他

教学運営等の教職協働の取組事例の資

料 

2 2 
中
項
目 

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有して

いるか 
A 

事業計画書、理事会・評議員会の議事

録、事業計画書を共有した証拠 

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか A 

年間行事予定表、事業計画工程表。学

則等（授業期間）、外部実習等の履修指

導等のガイダンス資料 

2 2 3 
事業計画を作成し、それに伴う予算も組んで

いるか 
Q 

事業計画書、予算書、理事会・評議員会

の議事録等。教育に必要な施設・設備、

機器・備品の整備、維持・管理に関する

資料 

2 2 4 
事業計画の執行状況を確認しているか、また

は確認する体制があるか 
Q 

会議体図、会議議事録、法人および学校

の組織機構図、業務分掌表 

2 3 
中
項
目 

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的な
ものになっているか） 

    

2 3 1 

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校

の運営規程等が整備され、それらに従って理

事会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が

開催されているか 

A 

理事会・評議員会の議事録、役職者の職

務権限規程、法人の理事・評議員会名簿

（役職・氏名・所属先等の明示）、組織図、

校務分掌表、内部規定類 

2 3 2 
運営組織や意思決定機能は、規則等におい

て明確化されているか、有効に機能しているか 
A 

組織規程、決済規程、起案書、役職者の

職務権限規程、内部規定類 

2 3 3 組織機能図があるか A 組織図、校務分掌表 

2 3 4 
運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期

的に開催されているか 
B 

年間行事予定表、教職員会議議事録、

教職員会議・教員会議等の規程 

2 3 5 
理事会・評議員会の議事録は公開されている

か 
C 理事会議事録、評議員会議事録、HP 

2 3 6 
教職員（組織の構成員）それぞれの職務分掌

が文書化されているか 
C 校務分掌表、組織規程 

2 3 7 意思決定システムを整備しているか S 
会議体図、会議議事録（理事会、評議員

委員会）、役職者の職務権限規程 

2 3 21 出退勤管理簿があるか A 出勤簿、勤務予定表、就業規則 

2 3 22 教職員の健康診断がされているか A 

教職員健康診断の案内、教職員健康診

断実施記録。就業規則、特定健康診査

結果一覧 

2 3 41 
施設設備の保守・管理が定期的に行われてい

るか 
A 施設設備保守・管理点検表 

2 4 
中
項
目 

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか A 

資格・要件等採用基準、学校が求める教

員像・教員の役割・教育責任の所在に関

する考え方を学内で共有した資料、教職

員名簿、実務経験者一覧、教員資格認

定書 

2 4 2 

現に教員数が充足していない場合、採用活動

を行っているか、 

または、教員資格等取得に向けた教育・指導

を行っているか 

A 

HP、求人申込書、求人広告の記録（新

聞・求人サイト）、教育訓練の記録、授業

科目と担当教員の適合性を判断する制

度・判断した実例を示す資料、研修計画、

面談・指導記録、求人票 

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか A 
実施体制組織図、授業評価の帳票、フィ

ードバック記録、授業アンケート 

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか A 

講師会議事録、教員組織図。教員組織の

適切性を検証したこと示す各種委員会、

改善・向上に向けた取組が分かる資料 

2 4 5 

全ての教員（専任・兼任）に対して、当該学習

分野又はスキル分野に関する必要なコンピテ

ンスを有しているかを評価し、それらの評価結

果を記録しているか 

J 

コンピテンス一覧、講師評価表、職務記

述書、学校の FD・SD の考え方、実施体

制、実施状況（参加率含む）が分かる資

料 

2 4 6 

教員・講師は、経験を有し、日本国内において

認知されている教授資格を持っている、又は

認知されている講師養成訓練を受けているか 

J 

職員名簿、実務経験者一覧、講師資格

認定書、教員・講師の経歴書履歴書、個

人調書等 

2 4 7 

教員・講師に対して、ニーズ分析の結果に関

する情報を十分に知らせているか（学生のニ

ーズ、求人企業のニーズ等） 

J 講師交流会資料 

2 4 8 

代講が必要な場合、適格な教員・講師が対応

できるように手配し、 当該教員･講師に授業

の準備及び実施について指導しているか 

J 講師の手引き、講師マニュアル 

2 4 21 
職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
A 

研修報告書、学校の FD・SD の考え方、

実施体制、実施状況（参加率含む）が分

かる資料 

2 4 22 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資

質向上のための取組みが行われているか（研

修等の効果を評価し、文書により記録している

か） 

A 

研修報告書、授業科目と担当教員の適

合性を判断する制度・判断した実例を示

す資料、学校の FD・SD の考え方、実施

体制、実施状況（参加率含む）が分かる

資料 

2 4 23 
教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を

実施しているか 
B 教員・講師面談記録、講師交流会資料 

2 4 24 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、実務に関する研

修や指導力の修得・向上のための研修等を教

員の業務経験や能力、担当する授業や業務

に応じて組織的・計画的に受講させているか 

B 教員の研修計画・研修報告書 
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2 4 25 

教員に対して、割り当てられた職務及び責任、

学習サービスの評価結果、本人の専門能力

開発のニーズに対する見解を考慮に入れて、

専門能力開発の計画を作成しているか（教職

員研修計画の作成） 

B 教員・講師の研修計画書 

2 4 26 教員の資質向上への取組を行っているか S 

教員の研修計画書、研修報告書、授業科

目と担当教員の適合性を判断する制度・

判断した実例を示す資料、学校の FD・SD

の考え方、実施体制、実施状況（参加率

含む）が分かる資料 

2 4 27 
県専各連合会主催研修会等への参加を奨

励・支援しているか 
Q 

教員の研修計画書、研修案内資料、学校

の FD・SD の考え方、実施体制、実施状

況（参加率含む）が分かる資料 

2 4 28 

［職業実践専門課程］教員の実務卓越性及び

教育指導力向上のため、研修計画を実施して

組織的に実施していますか 

Q 

教員の研修計画書、研修報告書、授業科

目と担当教員の適合性を判断する制度・

判断した実例を示す資料、学校の FD・SD

の考え方、実施体制、実施状況（参加率

含む）が分かる資料 

2 4 29 校内研修（ＯＪＴ）を行っているか Q 

研修報告書、研修実施計画書。学校の

FD・SD の考え方、実施体制、実施状況

（参加率含む）が分かる資料 

2 4 30 
企業や各種の団体等が主催する研修会等へ

の参加を奨励・支援しているか 
Q 

教員の研修計画書、研修案内資料、学校

の FD・SD の考え方、実施体制、実施状

況（参加率含む）が分かる資料 

2 4 31 

教員・講師に対して、学習指導のための教育

訓練や教材の利用についての訓練を実施して

いるか 

J 

新入職員研修、講師交流会資料、研修

報告書、授業科目と担当教員の適合性を

判断する制度・判断した実例を示す資

料、学校の FD・SD の考え方、実施体制、

実施状況（参加率含む）が分かる資料 

2 4 32 

教職員に対して、学習指導のための教育訓練

や安全管理のための避難訓練を実施している

か 

J 

新入職員研修実施記録、防犯マニュア

ル、避難訓練実施要項。避難訓練実施記

録、防災訓練計画書 

2 4 41 
教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤

講師等との定期的な情報交換を行っているか 
B 

会議議事録、報告書、教務日誌、教員組

織の適切性を検証したこと示す各種委員

会、改善・向上に向けた取組が分かる資

料 

2 4 42 
事務職員の意欲・資質の向上を図るための方

策を講じているか 
C 

研修計画、研修報告書、教学運営等の教

職協働の取組事例の資料 

2 4 43 

事務職員（学習サービスの提供に関わる教

員・講師以外の職員）は、 自らの職務をやり

遂げるために必要なコンピテンス及び適格性

を有しているか 

J 

職員業務能力評価表、学校の FD・SD の

考え方、実施体制、実施状況（参加率含

む）が分かる資料 

2 5 
中
項
目 

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか A 
就業規則、人事評価規程、テレワーク規

定 

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか A 
給与規程・職能資格規程、退職給与規

程・旅費規程 

2 5 3 昇給・昇格制度は文書化されているか B 
人事評価規程・昇進昇格規程、給与規

程、昇任に関して定めた規程 

2 5 4 採用制度は文書化されているか B 教職員採用規程 

2 6 
中
項
目 

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 

情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 

（情報システム化に取組み、業務の効率化を

図っているか） 

A 

導入されている情報システムの概要を示

す資料、円滑な情報システムの運営に係

る組織体制を示す資料・情報システム化

に伴う教育活動の効率化や効果を示す

資料 

 

 

 ３ 教育活動 カテゴリー エビデンス例 

3 1 
中
項
目 

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか） 

3 1 1 

教育目的および育成人材像に基づき教育課程

の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明

示し、また学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表されているか。また定期

的に検証を行っているか 

A 

カリキュラムポリシー、HP、学生便覧、CP

検証時の議事録、教育課程編成委員会

議事録 

3 1 2 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた教育機関としての修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ

ているか 

A 

カリキュラムマップ、カリキュラム、教育課

程の体系性を示す学協会等が定めるモ

デルカリキュラムとの関係性を示した資料 

3 1 3 

教育目的および育成人材像に基づきディプロ

マポリシーを明示し、また学校構成員（教職員

および学生等）に周知し、社会に公表されてい

るか。また定期的に検証を行っているか 

B 

ディプロマポリシー、HP、学生便覧、DP

検証時の議事録。学校関係者評価委員

会議事録 

3 2 
中
項
目 

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がな
されているか） 

3 2 1 
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュ

ラムは体系的に編成されているか 
A 

カリキュラムマップ、カリキュラム、履修要

項、シラバス、学協会等が定めるモデルカ

リキュラムとの関係性を示した資料 

3 2 2 
講義および実習に関するシラバスは作成され

ているか 
A シラバス 

3 2 3 
各科目の一コマの授業について、その授業シ

ラバスが作成されているか 
B コマシラバス 

3 2 4 

シラバスあるいは講義要項（作成されていれば

コマシラバス）などが事前に学生に示され（ある

いはホームページなどで公開されて）、授業で

有効活用されているか 

B 
HP、シラバス、講義概要、学生便覧。授

業報告書 

3 2 5 

授業はシラバスに基づいて授業が展開されて

いるか。また学校構成員（すべての教員、職

員、学生）に周知を図っているか 

C/J シラバス、コマシラバス、授業報告書 

3 2 6 
教育課程（カリキュラム）は、事前に学生に開

示されているか 
Q 

シラバス、講義概要、学生便覧、カリキュ

ラム、教育課程を公表している HP 
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2 4 25 

教員に対して、割り当てられた職務及び責任、

学習サービスの評価結果、本人の専門能力

開発のニーズに対する見解を考慮に入れて、

専門能力開発の計画を作成しているか（教職

員研修計画の作成） 

B 教員・講師の研修計画書 

2 4 26 教員の資質向上への取組を行っているか S 

教員の研修計画書、研修報告書、授業科

目と担当教員の適合性を判断する制度・

判断した実例を示す資料、学校の FD・SD

の考え方、実施体制、実施状況（参加率

含む）が分かる資料 

2 4 27 
県専各連合会主催研修会等への参加を奨

励・支援しているか 
Q 

教員の研修計画書、研修案内資料、学校

の FD・SD の考え方、実施体制、実施状

況（参加率含む）が分かる資料 

2 4 28 

［職業実践専門課程］教員の実務卓越性及び

教育指導力向上のため、研修計画を実施して

組織的に実施していますか 

Q 

教員の研修計画書、研修報告書、授業科

目と担当教員の適合性を判断する制度・

判断した実例を示す資料、学校の FD・SD

の考え方、実施体制、実施状況（参加率

含む）が分かる資料 

2 4 29 校内研修（ＯＪＴ）を行っているか Q 

研修報告書、研修実施計画書。学校の

FD・SD の考え方、実施体制、実施状況

（参加率含む）が分かる資料 

2 4 30 
企業や各種の団体等が主催する研修会等へ

の参加を奨励・支援しているか 
Q 

教員の研修計画書、研修案内資料、学校

の FD・SD の考え方、実施体制、実施状

況（参加率含む）が分かる資料 

2 4 31 

教員・講師に対して、学習指導のための教育

訓練や教材の利用についての訓練を実施して

いるか 

J 

新入職員研修、講師交流会資料、研修

報告書、授業科目と担当教員の適合性を

判断する制度・判断した実例を示す資

料、学校の FD・SD の考え方、実施体制、

実施状況（参加率含む）が分かる資料 

2 4 32 

教職員に対して、学習指導のための教育訓練

や安全管理のための避難訓練を実施している

か 

J 

新入職員研修実施記録、防犯マニュア

ル、避難訓練実施要項。避難訓練実施記

録、防災訓練計画書 

2 4 41 
教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤

講師等との定期的な情報交換を行っているか 
B 

会議議事録、報告書、教務日誌、教員組

織の適切性を検証したこと示す各種委員

会、改善・向上に向けた取組が分かる資

料 

2 4 42 
事務職員の意欲・資質の向上を図るための方

策を講じているか 
C 

研修計画、研修報告書、教学運営等の教

職協働の取組事例の資料 

2 4 43 

事務職員（学習サービスの提供に関わる教

員・講師以外の職員）は、 自らの職務をやり

遂げるために必要なコンピテンス及び適格性

を有しているか 

J 

職員業務能力評価表、学校の FD・SD の

考え方、実施体制、実施状況（参加率含

む）が分かる資料 

2 5 
中
項
目 

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか A 
就業規則、人事評価規程、テレワーク規

定 

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか A 
給与規程・職能資格規程、退職給与規

程・旅費規程 

2 5 3 昇給・昇格制度は文書化されているか B 
人事評価規程・昇進昇格規程、給与規

程、昇任に関して定めた規程 

2 5 4 採用制度は文書化されているか B 教職員採用規程 

2 6 
中
項
目 

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 

情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 

（情報システム化に取組み、業務の効率化を

図っているか） 

A 

導入されている情報システムの概要を示

す資料、円滑な情報システムの運営に係

る組織体制を示す資料・情報システム化

に伴う教育活動の効率化や効果を示す

資料 

 

 

 ３ 教育活動 カテゴリー エビデンス例 

3 1 
中
項
目 

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか） 

3 1 1 

教育目的および育成人材像に基づき教育課程

の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明

示し、また学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表されているか。また定期

的に検証を行っているか 

A 

カリキュラムポリシー、HP、学生便覧、CP

検証時の議事録、教育課程編成委員会

議事録 

3 1 2 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた教育機関としての修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ

ているか 

A 

カリキュラムマップ、カリキュラム、教育課

程の体系性を示す学協会等が定めるモ

デルカリキュラムとの関係性を示した資料 

3 1 3 

教育目的および育成人材像に基づきディプロ

マポリシーを明示し、また学校構成員（教職員

および学生等）に周知し、社会に公表されてい

るか。また定期的に検証を行っているか 

B 

ディプロマポリシー、HP、学生便覧、DP

検証時の議事録。学校関係者評価委員

会議事録 

3 2 
中
項
目 

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がな
されているか） 

3 2 1 
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュ

ラムは体系的に編成されているか 
A 

カリキュラムマップ、カリキュラム、履修要

項、シラバス、学協会等が定めるモデルカ

リキュラムとの関係性を示した資料 

3 2 2 
講義および実習に関するシラバスは作成され

ているか 
A シラバス 

3 2 3 
各科目の一コマの授業について、その授業シ

ラバスが作成されているか 
B コマシラバス 

3 2 4 

シラバスあるいは講義要項（作成されていれば

コマシラバス）などが事前に学生に示され（ある

いはホームページなどで公開されて）、授業で

有効活用されているか 

B 
HP、シラバス、講義概要、学生便覧。授

業報告書 

3 2 5 

授業はシラバスに基づいて授業が展開されて

いるか。また学校構成員（すべての教員、職

員、学生）に周知を図っているか 

C/J シラバス、コマシラバス、授業報告書 

3 2 6 
教育課程（カリキュラム）は、事前に学生に開

示されているか 
Q 

シラバス、講義概要、学生便覧、カリキュ

ラム、教育課程を公表している HP 
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3 2 7 
［職業実践専門課程］修業年限は 2 年以上と

なっているか 
Q 学則 

3 2 8 

［職業実践専門課程］総授業時数は 1、700 時

間以上または総単位数が 62 単位以上となっ

ているか 

Q 学則 

3 2 9 

シラバス（作成されていればコマシラバス）には

到達目標が記載されているか（Can-Do を意識

した到達目標の明示） 

J シラバス、コマシラバス、講義概要 

3 2 10 
学習サービスの設計時に、予定しているモニタ

リング及び評価の手順を明確にしているか 
J 

シラバス、講義概要、評価手順書、学習

成果の把握に用いている資料・その運用

が分かる資料、学習成果の把握・評価に

あたる体制が分かる資料 

3 2 11 

実技・実習が講義と連動していたり、講師と学

習者の比率をカリキュラム設計時に考慮するな

ど、効果的学習に配慮されているか 

J カリキュラムマップ、シラバス、講義概要 

3 2 21 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施され

ているか（教育内容およびその評価方法、評価

項目、手段、スケジュールは適切か） 

A 

評価マニュアル、授業評価報告書、成績

評価基準に関する教員間の申し合わせ

やその運用事実が分かる資料 

3 2 22 
質保証を目的とした授業や学習の定期的な観

察を実施しているか 
B 

授業評価チェックシート、授業観察報告

書、学習実態の把握とそれに基づく改善・

向上の取組を示す資料、教育の運用にあ

たる各種委員会等の活動が分かる資料 

3 2 23 

学生によるアンケート等で、適切に授業評価を

実施しているか（学習の目的を満たしている

か、満足度を含めて定期的に確認しているか） 

B 

授業アンケート、卒業時アンケート、学習

実態の把握とそれに基づく改善・向上の

取組を示す資料、教育の運用にあたる各

種委員会等の活動が分かる資料 

3 2 24 
評価結果を教員にフィードバックするなど、その

結果を授業改善に役立てているか 
B 

フィードバック記録、シラバス、改善活動

の記録、授業アンケート、学習実態の把

握とそれに基づく改善・向上の取組を示

す資料、教育の運用にあたる各種委員会

等の活動が分かる資料 

3 2 25 

質保証を目的とした授業の評価にあたり、アセ

スメント結果（学修成果）のレビューを取り入れ

ているか（アセスメント結果を、当初の目標と比

較して評価しているか） 

J 

授業評価報告書、学習サービス評価報

告書、学習実態の把握とそれに基づく改

善・向上の取組を示す資料 

3 2 26 

カリキュラムを設計又は見直す際に、過去に提

供した類似の学習サービスに関する評価の結

果を考慮しているか 

J 

カリキュラム検討会議議事録、教育課程

編成委員会議事録、'学習実態の把握と

それに基づく改善・向上の取組を示す資

料、教育の運用にあたる各種委員会等の

活動が分かる資料 

3 2 41 

カリキュラム作成のために複数のメンバーによ

りカリキュラムの作成が行われているか（カリキ

ュラム作成委員会等） 

B 

カリキュラム作成委員会組織図、学習実

態の把握とそれに基づく改善・向上の取

組を示す資料、教育の運用にあたる各種

委員会等の活動が分かる資料 

3 2 42 

カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者な

どの外部関係者を入れているかまたはその意

見を取り入れているか  

B 
教育課程編成委員会議事録、カリキュラ

ム検討会議議事録 

3 2 43 

カリキュラム設計及び開発の経験を有してい

る、もしくは訓練を受けたファシリテーターなど

が、カリキュラムの設計及び開発を担当してい

るか 

J 

校務・職務記述書、経歴書、学習実態の

把握とそれに基づく改善・向上の取組を

示す資料、教育の運用にあたる各種委員

会等の活動が分かる資料 

3 2 61 

学習教材は、学習内容の実際の有用性を考慮

した実践的かつ最新のものであり、社会的ニー

ズ、文化的ニーズ及び学習者の背景を考慮し

て選択されているか 

J 教科書選定・決定の議事録 

3 2 62 
少なくとも年 1 回、カリキュラム、学習教材及び

アセスメント教材の見直しを行っているか 
J 

カリキュラム検討会議議事録、学習実態

の把握とそれに基づく改善・向上の取組

を示す資料、教育の運用にあたる各種委

員会等の活動が分かる資料 

3 2 63 

学内で使用又は開発した学習リソース(資源)の

出典及び著作権について、適正に処理できて

いるか 

J 

講師マニュアル、講師の手引き、一般社

団法人授業目的公衆送信補償金等管理

協会（SARTRAS）届出 

3 2 64 

教員・講師及び学習者に対して、印刷教材・電

子教材の複写及び利用に関する規則について

情報提供しているか 

J 
講師マニュアル、講師の手引き、学生便

覧、就業規則 

3 2 81 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立っ

たカリュキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実施されているか 

A 
キャリア教育シラバス、実務家教員シラバ

ス 

3 2 82 

関連分野における実践的な職業教育（産学連

携によるインターンシップ、実技・実習等）が体

系的に位置づけられ、その内容、評価法などが

事前に決められているか 

B 

カリキュラムマップ・実務家教員シラバス・

企業との協定書、連携実務実習に係る実

施計画・ 実施協定書および実施に係る

責任体制が分かる資料 

3 2 83 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、演習・実習等を行

っているか 

B 

教育課程委員会議事録、カリキュラム検

討会議議事録、実習報告書、連携実務

実習に係る実施計画・ 実施協定書およ

び実施に係る責任体制が分かる資料 

3 2 84 
企業・施設等での職場実習（インターンシップ

含む）があるか 
B 

実習受諾書、講義概要、企業実習報告

書、連携実務実習に係る実施計画・ 実

施協定書および実施に係る責任体制が

分かる資料 

3 2 85 企業・地域・行政との連携を図っているか C 
実習受諾書、学校関係者評価報告書、

設置主体・学校法人の事業報告書、HP 

3 2 86 
他の高等教育機関との連携講座等を行ってい

るか 
C/Q 

シラバス、講義概要、教育連携協定書、

設置主体・学校法人の事業報告書、HP 

3 2 87 県内の人材を活用して、授業等を行っているか Q 実習受諾書、講義概要 

3 2 88 
県内の企業、業界団体、自治体等と連携した

授業等を行っているか 
Q 

非常勤講師契約書、講義概要、連携実

務実習に係る実施計画・ 実施協定書お

よび実施に係る責任体制が分かる資料 

3 2 89 
学生が県や各市・町の自然、歴史、文化等に

触れることのできる授業等を行っているか 
Q 

年間行事予定表、授業計画書、フィール

ドワーク調査書 

3 2 90 公共のマナーについて、教育・指導しているか Q 

交通安全講和依頼書、年間行事予定

表、学生便覧、オリエンテーションの手引

き 
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3 2 7 
［職業実践専門課程］修業年限は 2 年以上と

なっているか 
Q 学則 

3 2 8 

［職業実践専門課程］総授業時数は 1、700 時

間以上または総単位数が 62 単位以上となっ

ているか 

Q 学則 

3 2 9 

シラバス（作成されていればコマシラバス）には

到達目標が記載されているか（Can-Do を意識

した到達目標の明示） 

J シラバス、コマシラバス、講義概要 

3 2 10 
学習サービスの設計時に、予定しているモニタ

リング及び評価の手順を明確にしているか 
J 

シラバス、講義概要、評価手順書、学習

成果の把握に用いている資料・その運用

が分かる資料、学習成果の把握・評価に

あたる体制が分かる資料 

3 2 11 

実技・実習が講義と連動していたり、講師と学

習者の比率をカリキュラム設計時に考慮するな

ど、効果的学習に配慮されているか 

J カリキュラムマップ、シラバス、講義概要 

3 2 21 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施され

ているか（教育内容およびその評価方法、評価

項目、手段、スケジュールは適切か） 

A 

評価マニュアル、授業評価報告書、成績

評価基準に関する教員間の申し合わせ

やその運用事実が分かる資料 

3 2 22 
質保証を目的とした授業や学習の定期的な観

察を実施しているか 
B 

授業評価チェックシート、授業観察報告

書、学習実態の把握とそれに基づく改善・

向上の取組を示す資料、教育の運用にあ

たる各種委員会等の活動が分かる資料 

3 2 23 

学生によるアンケート等で、適切に授業評価を

実施しているか（学習の目的を満たしている

か、満足度を含めて定期的に確認しているか） 

B 

授業アンケート、卒業時アンケート、学習

実態の把握とそれに基づく改善・向上の

取組を示す資料、教育の運用にあたる各

種委員会等の活動が分かる資料 

3 2 24 
評価結果を教員にフィードバックするなど、その

結果を授業改善に役立てているか 
B 

フィードバック記録、シラバス、改善活動

の記録、授業アンケート、学習実態の把

握とそれに基づく改善・向上の取組を示

す資料、教育の運用にあたる各種委員会

等の活動が分かる資料 

3 2 25 

質保証を目的とした授業の評価にあたり、アセ

スメント結果（学修成果）のレビューを取り入れ

ているか（アセスメント結果を、当初の目標と比

較して評価しているか） 

J 

授業評価報告書、学習サービス評価報

告書、学習実態の把握とそれに基づく改

善・向上の取組を示す資料 

3 2 26 

カリキュラムを設計又は見直す際に、過去に提

供した類似の学習サービスに関する評価の結

果を考慮しているか 

J 

カリキュラム検討会議議事録、教育課程

編成委員会議事録、'学習実態の把握と

それに基づく改善・向上の取組を示す資

料、教育の運用にあたる各種委員会等の

活動が分かる資料 

3 2 41 

カリキュラム作成のために複数のメンバーによ

りカリキュラムの作成が行われているか（カリキ

ュラム作成委員会等） 

B 

カリキュラム作成委員会組織図、学習実

態の把握とそれに基づく改善・向上の取

組を示す資料、教育の運用にあたる各種

委員会等の活動が分かる資料 

3 2 42 

カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者な

どの外部関係者を入れているかまたはその意

見を取り入れているか  

B 
教育課程編成委員会議事録、カリキュラ

ム検討会議議事録 

3 2 43 

カリキュラム設計及び開発の経験を有してい

る、もしくは訓練を受けたファシリテーターなど

が、カリキュラムの設計及び開発を担当してい

るか 

J 

校務・職務記述書、経歴書、学習実態の

把握とそれに基づく改善・向上の取組を

示す資料、教育の運用にあたる各種委員

会等の活動が分かる資料 

3 2 61 

学習教材は、学習内容の実際の有用性を考慮

した実践的かつ最新のものであり、社会的ニー

ズ、文化的ニーズ及び学習者の背景を考慮し

て選択されているか 

J 教科書選定・決定の議事録 

3 2 62 
少なくとも年 1 回、カリキュラム、学習教材及び

アセスメント教材の見直しを行っているか 
J 

カリキュラム検討会議議事録、学習実態

の把握とそれに基づく改善・向上の取組

を示す資料、教育の運用にあたる各種委

員会等の活動が分かる資料 

3 2 63 

学内で使用又は開発した学習リソース(資源)の

出典及び著作権について、適正に処理できて

いるか 

J 

講師マニュアル、講師の手引き、一般社

団法人授業目的公衆送信補償金等管理

協会（SARTRAS）届出 

3 2 64 

教員・講師及び学習者に対して、印刷教材・電

子教材の複写及び利用に関する規則について

情報提供しているか 

J 
講師マニュアル、講師の手引き、学生便

覧、就業規則 

3 2 81 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立っ

たカリュキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実施されているか 

A 
キャリア教育シラバス、実務家教員シラバ

ス 

3 2 82 

関連分野における実践的な職業教育（産学連

携によるインターンシップ、実技・実習等）が体

系的に位置づけられ、その内容、評価法などが

事前に決められているか 

B 

カリキュラムマップ・実務家教員シラバス・

企業との協定書、連携実務実習に係る実

施計画・ 実施協定書および実施に係る

責任体制が分かる資料 

3 2 83 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、演習・実習等を行

っているか 

B 

教育課程委員会議事録、カリキュラム検

討会議議事録、実習報告書、連携実務

実習に係る実施計画・ 実施協定書およ

び実施に係る責任体制が分かる資料 

3 2 84 
企業・施設等での職場実習（インターンシップ

含む）があるか 
B 

実習受諾書、講義概要、企業実習報告

書、連携実務実習に係る実施計画・ 実

施協定書および実施に係る責任体制が

分かる資料 

3 2 85 企業・地域・行政との連携を図っているか C 
実習受諾書、学校関係者評価報告書、

設置主体・学校法人の事業報告書、HP 

3 2 86 
他の高等教育機関との連携講座等を行ってい

るか 
C/Q 

シラバス、講義概要、教育連携協定書、

設置主体・学校法人の事業報告書、HP 

3 2 87 県内の人材を活用して、授業等を行っているか Q 実習受諾書、講義概要 

3 2 88 
県内の企業、業界団体、自治体等と連携した

授業等を行っているか 
Q 

非常勤講師契約書、講義概要、連携実

務実習に係る実施計画・ 実施協定書お

よび実施に係る責任体制が分かる資料 

3 2 89 
学生が県や各市・町の自然、歴史、文化等に

触れることのできる授業等を行っているか 
Q 

年間行事予定表、授業計画書、フィール

ドワーク調査書 

3 2 90 公共のマナーについて、教育・指導しているか Q 

交通安全講和依頼書、年間行事予定

表、学生便覧、オリエンテーションの手引

き 
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3 2 91 

交通安全教育を行っているか（交通事故死者

数全国ワースト上位からの脱却を図るべく教育

を行っているか）※※地地域域のの特特性性をを活活かかししたた教教育育

のの例例 

Q 交通安全講和依頼書、年間行事予定表 

3 3 
中
項
目 

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
A 

成績評価に関する規程、授業科目履修

規程、学生便覧、進級基準・卒業基準 

3 3 2 

学生や保護者に対し、成績評価・単位認定の

基準、進級要件、卒業要件はきちんと提示され

ているか 

B 

成績評価に関する規程、授業科目履修

規程、学生便覧、進級基準・卒業基準。

保護者説明会資料 

3 3 3 
各規定に基づいて適切に成績評価・単位認

定、進級・卒業判定を行っているか 
B 

成績評価規程、シラバス、判定会議議事

録、科目ごとの成績表 

3 3 4 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、学生の学修成果

の評価を行っているか 

B 
成績評価規程、シラバス、判定会議議事

録、連携科目の成績表 

3 3 5 
作品及び技術等の発表における成果を把握し

ているか 
S 

シラバス、評価マニュアル、研究会発表資

料、研究会発表の成果記録 

3 3 6 

アセスメントの結果は、公平性、透明性及び守

秘義務の原則に鑑みて、確立された権限又は

正当な承諾を得た者のみ閲覧可能とされてい

るか（閲覧制限） 

J 
個人情報保護管理規程、講師マニュア

ル、アクセス権限規程 

3 4 
中
項
目 

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの

中での体系的な位置づけはあるか（発行する

修了証明書の種類及び内容） 

A 

目標資格・検定試験一覧、シラバス、講

師概要、成績証明書、卒業証明書、カリ

キュラムマップ 

3 4 2 資格・免許取得のための指導体制はあるか B 職務分掌、教員組織図 

3 4 3 
カリキュラムや授業計画（シラバス）は文書化ま

たはデータ化し、学生に配付しているか 
Q シラバス、講義概要 

3 5 
中
項
目 

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、

③ 課題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 1 

キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的

自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育

成しキャリア発達を促しているか 

B 企業との協定書等、シラバス 

3 5 2 

卒業後の専攻分野におけるキャリア形成への

適応性、効果を把握しているか。また、それを

踏まえ教育活動等の改善を図っているか 

C 
企業アンケート、改善活動の記録、カリキ

ュラム会議議事録 

3 5 3 

キャリア教育等の実施に向け、中央教育審議

会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教

育の在り方について」(答申)（平成 23 年 1 月

31 日）の内容を参照していますか 

Q 講師交流会資料、教員研修報告書 

3 5 4 
キャリア教育等の実施にあたり、教育内容・方

法を工夫しているか 
Q シラバス、コマシラバス、講義概要 

3 5 21 
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア

教育･職業教育の取組が行われているか。 
A 

シラバス、講義概要、連携授業計画書・

報告書 

3 2 41 
リメディアル（導入前教育・補習）教育を行って

いるか 
C 実施記録、教務会議議事録 

3 2 42 

学習参加の前提としているスキルや要件など

に不足がないかを確認するためのアンケートや

ヒアリングを行っているか 

J 授業アンケート、科目別アンケート 

 

 

 ４ 学修成果・教育成果 カテゴリー エビデンス例 

4 1 
中
項
目 

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 

コース全体を通して、及びコースの修了時

に、学習者の習熟状況をアセスメントしてい

るか 

A 
修了試験成績一覧、期末試験成績一

覧 

4 1 2 

学生の学修成果の評価に際して、育成する

人材像に沿った評価項目を定め、明確な基

準で実施されているか（測定する知識、スキ

ル及び能力、測定の基準、アセスメントの方

法は明確か） 

B 成績評価基準、成績評価方法 

4 1 3 

コースの開始前又は開始時に、学習する内

容に関して学習者が有するコンピテンスのレ

ベルについて、アセスメントを行っているか 

J 
入学試験結果、授業開始時レベルチェ

ック、入学後基礎学力試験 

4 1 4 

要請があった場合には、学習者又はスポン

サーに対して、a) 学習サービスの名称及び

目的や b) 指導時間数、c) 達成度などの情

報を含む修了証明書を提供しているか 

J 学生便覧、証明書等発行記録 

4 2 
中
項
目 

就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 

就職率の向上が図られているか（結果を分

析し、就職指導・支援の改善を図っている

か） 

A 
就職関連指導シラバス、就職実績報告

書 

4 2 2 
学生の就職に関する目標に対して教職員に

共有されているか 
A 事業計画書 会議資料 

4 2 3 
学生の就職活動に関する記録がなされてい

るか 
B 就職活動報告書 

4 2 4 
対外部に向けた就職実績を公表しているか

（パンフレット・ＨＰ等） 
B パンフレット、HP 

4 2 5 
学生の就職結果に関して検証・報告がされ

たか 
C 

就職実績報告書、 

教職員会議議事録 

4 3 
中
項
目 

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 

資格取得率の向上が図られているか 

（目標とする資格試験等への合格率は全国

平均と比較してどうか） 

A 
資格試験結果報告書、 

資格・検定試験取得率の履歴 

4 3 2 
資格・検定・コンペに関する目標を設定した

か 
A 目標資格・検定一覧 

4 3 3 
資格・検定・コンペに関する目標・計画が教

職員に共有されているか 
B 教職員全体会議資料 
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3 2 91 

交通安全教育を行っているか（交通事故死者

数全国ワースト上位からの脱却を図るべく教育

を行っているか）※※地地域域のの特特性性をを活活かかししたた教教育育

のの例例 

Q 交通安全講和依頼書、年間行事予定表 

3 3 
中
項
目 

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
A 

成績評価に関する規程、授業科目履修

規程、学生便覧、進級基準・卒業基準 

3 3 2 

学生や保護者に対し、成績評価・単位認定の

基準、進級要件、卒業要件はきちんと提示され

ているか 

B 

成績評価に関する規程、授業科目履修

規程、学生便覧、進級基準・卒業基準。

保護者説明会資料 

3 3 3 
各規定に基づいて適切に成績評価・単位認

定、進級・卒業判定を行っているか 
B 

成績評価規程、シラバス、判定会議議事

録、科目ごとの成績表 

3 3 4 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、学生の学修成果

の評価を行っているか 

B 
成績評価規程、シラバス、判定会議議事

録、連携科目の成績表 

3 3 5 
作品及び技術等の発表における成果を把握し

ているか 
S 

シラバス、評価マニュアル、研究会発表資

料、研究会発表の成果記録 

3 3 6 

アセスメントの結果は、公平性、透明性及び守

秘義務の原則に鑑みて、確立された権限又は

正当な承諾を得た者のみ閲覧可能とされてい

るか（閲覧制限） 

J 
個人情報保護管理規程、講師マニュア

ル、アクセス権限規程 

3 4 
中
項
目 

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの

中での体系的な位置づけはあるか（発行する

修了証明書の種類及び内容） 

A 

目標資格・検定試験一覧、シラバス、講

師概要、成績証明書、卒業証明書、カリ

キュラムマップ 

3 4 2 資格・免許取得のための指導体制はあるか B 職務分掌、教員組織図 

3 4 3 
カリキュラムや授業計画（シラバス）は文書化ま

たはデータ化し、学生に配付しているか 
Q シラバス、講義概要 

3 5 
中
項
目 

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、

③ 課題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 1 

キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的

自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育

成しキャリア発達を促しているか 

B 企業との協定書等、シラバス 

3 5 2 

卒業後の専攻分野におけるキャリア形成への

適応性、効果を把握しているか。また、それを

踏まえ教育活動等の改善を図っているか 

C 
企業アンケート、改善活動の記録、カリキ

ュラム会議議事録 

3 5 3 

キャリア教育等の実施に向け、中央教育審議

会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教

育の在り方について」(答申)（平成 23 年 1 月

31 日）の内容を参照していますか 

Q 講師交流会資料、教員研修報告書 

3 5 4 
キャリア教育等の実施にあたり、教育内容・方

法を工夫しているか 
Q シラバス、コマシラバス、講義概要 

3 5 21 
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア

教育･職業教育の取組が行われているか。 
A 

シラバス、講義概要、連携授業計画書・

報告書 

3 2 41 
リメディアル（導入前教育・補習）教育を行って

いるか 
C 実施記録、教務会議議事録 

3 2 42 

学習参加の前提としているスキルや要件など

に不足がないかを確認するためのアンケートや

ヒアリングを行っているか 

J 授業アンケート、科目別アンケート 

 

 

 ４ 学修成果・教育成果 カテゴリー エビデンス例 

4 1 
中
項
目 

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 

コース全体を通して、及びコースの修了時

に、学習者の習熟状況をアセスメントしてい

るか 

A 
修了試験成績一覧、期末試験成績一

覧 

4 1 2 

学生の学修成果の評価に際して、育成する

人材像に沿った評価項目を定め、明確な基

準で実施されているか（測定する知識、スキ

ル及び能力、測定の基準、アセスメントの方

法は明確か） 

B 成績評価基準、成績評価方法 

4 1 3 

コースの開始前又は開始時に、学習する内

容に関して学習者が有するコンピテンスのレ

ベルについて、アセスメントを行っているか 

J 
入学試験結果、授業開始時レベルチェ

ック、入学後基礎学力試験 

4 1 4 

要請があった場合には、学習者又はスポン

サーに対して、a) 学習サービスの名称及び

目的や b) 指導時間数、c) 達成度などの情

報を含む修了証明書を提供しているか 

J 学生便覧、証明書等発行記録 

4 2 
中
項
目 

就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 

就職率の向上が図られているか（結果を分

析し、就職指導・支援の改善を図っている

か） 

A 
就職関連指導シラバス、就職実績報告

書 

4 2 2 
学生の就職に関する目標に対して教職員に

共有されているか 
A 事業計画書 会議資料 

4 2 3 
学生の就職活動に関する記録がなされてい

るか 
B 就職活動報告書 

4 2 4 
対外部に向けた就職実績を公表しているか

（パンフレット・ＨＰ等） 
B パンフレット、HP 

4 2 5 
学生の就職結果に関して検証・報告がされ

たか 
C 

就職実績報告書、 

教職員会議議事録 

4 3 
中
項
目 

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 

資格取得率の向上が図られているか 

（目標とする資格試験等への合格率は全国

平均と比較してどうか） 

A 
資格試験結果報告書、 

資格・検定試験取得率の履歴 

4 3 2 
資格・検定・コンペに関する目標を設定した

か 
A 目標資格・検定一覧 

4 3 3 
資格・検定・コンペに関する目標・計画が教

職員に共有されているか 
B 教職員全体会議資料 
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4 3 4 
資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告

がされたか 
B 検定試験結果報告書 

4 3 5 
資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格

率）を公表しているか 
B パンフレット、HP 

4 3 6 
資格等の取得率向上のための対策を講じて

いるか 
Q 

教務会議議事録、検定対策企画書・実

施記録 

4 4 
中
項
目 

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を

把握しているか（卒業生の就職後の動向を

出来るだけ把握し、卒業後にも就職その他

の支援を行っているか） 

A 
卒業生調査・企業アンケート、企業等

訪問記録、就職担当者訪問記録等 

4 4 2 
卒業生の動向について、年度毎に調査・集

計し、動向等を把握しているか 
C/Q 

企業等訪問記録、卒業生就業先訪問

記録 

4 4 3 
卒業年度だけでなく、卒業後一定期間後の

勤務先等就業状況を調査・把握しているか 
C/Q 

就職内定状況一覧、卒業生就業状況

一覧、企業在籍調査結果 

 

 

 ５ 学生支援 カテゴリー エビデンス例 

5 1 
中
項
目 

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか A 

改善活動の記録、学生カルテ、学生指

導履歴、個別相談表、修学支援の一環

としての奨学金に関する HP 

5 2 
中
項
目 

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 

進路・就職に関する支援体制は整備されて

いるか（またそれはきちんと学生や保護者に

周知されているか） 

A 学生便覧 

5 2 2 

キャリアサポート関連の有資格者（キャリアカ

ウンセラー・キャリアコンサルタント・産業カウ

ンセラー等）がいるか 

C 
キャリアコンサルタント・キャリアサポー

ター一覧 

5 2 3 
就職担当部門と担任教員との連携は図られ

ているか 
C/Q 就職会議の記録 

5 2 4 
関連業界への就職率の向上は図られている

か 
C/Q 

就職活動報告書、就職先一覧、学習サ

ービス評価報告書 

5 2 5 
就職等に関する支援部署・相談部署（就職

担当部門）はあるか 
Q 組織図、校務分掌表 

5 2 6 

より高度な学習･研究ができるよう大学等と

の併修または接続が可能な体制等を取って

いるか 

Q 
カリキュラムマップ、講義概要、提携協

定書 

5 2 7 

早期から、県内または関連業界へ就職する

ことの意義・メリット等について説明している

か 

Q 就職セミナー資料 

5 2 8 県内への就職率の向上は図られているか Q 
就職活動報告書、就職先一覧、学習サ

ービス評価報告書 

5 2 9 
企業等からの求人票をまとめ、求人情報を

学生に公開しているか 
Q 求人票一覧表、就職セミナー資料 

5 2 10 

就職説明会・就職相談会等を開催していま

すか、または人材関連企業等が主催する説

明会等への参加を奨励しているか 

Q 就職セミナー資料、年間行事予定表 

5 2 11 
履歴書の書き方、面接の受け方などの講座

を設けているか、または指導しているか 
Q 

就職セミナー資料、年間行事予定表、

就職対策企画書 

5 3 
中
項
目 

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 
学生相談に関する体制は整備されているか 

（相談窓口が設置されているか） 
A 学生便覧 

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか B 学生面談記録、個別面談シート 

5 3 3 
入学時または定期的に、担任等が学生に対

し個別面談・ヒアリングを行っているか 
Q 

学生カルテ、学生指導履歴、個別相談

表 

5 3 4 
いじめや孤立を早期に発見する体制がある

か 
Q 

学級日誌、クラス運営報告書、学生カ

ルテ、教務日誌 

5 3 5 
いじめ等を発見した場合、それを解決するた

めの体制・仕組みがあるか 
Q 職務記述書、組織図 

5 3 21 留学生に対する相談体制を整備しているか S 留学生活の手引き、組織図 

5 4 
中
項
目 

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。
生活環境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 
奨学金制度など、学生の経済的側面に対す

る支援体制は整備されているか 
A 募集要項、奨学金説明会資料 

5 4 2 
公的支援制度の利用について、学生・保護

者に案内、情報提供しているか 
C/Q 公的奨学金制度説明書、案内の記録 

5 4 3 
学費の減免、特待生制度、学校独自の奨学

金制度等はあるか 
Q 募集要項 

5 4 4 
給付型奨学金や授業料等減免など、学校独

自に学生への経済的支援を行っているか 
Q 募集要項 

5 4 21 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか

（学生の健康診断を実施しているか、また健

康相談窓口は整備されているか） 

A 健康診断案内、年間行事予定表 

5 4 22 
有所見者の再健診について適切に対応して

いるか 
Q 再健診の案内、記録 

5 4 41 
課外活動に対する支援体制は整備されてい

るか 
A 

課外活動（地域活動・部活動等）の記

録、部活動の実績の記録 

5 4 42 

学生の生活環境への支援は行われている

か（学生のアパート探しなど、住環境への支

援体制はあるか） 

A 募集要項、説明会記録、HP 

5 4 43 

遠隔地からの学生のための寮を整備してい

るか、またはアパート・マンションの紹介等を

しているか 

S/Q 
学生寮の位置、収容数等の資料、紹介

業者パンフレット 

5 4 44 
子育てや女性の就業支援のための体制・教

育を整えているか 
Q 募集要項、HP 

5 4 45 

学習に関する要望、学習に関する要望を取

り巻く状況及び通学の障害となる要因（距離

や費用等）を理解し、解決に向けた提案を行

っているか 

J 
個別相談記録、オープンキャンパスア

ンケート 
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4 3 4 
資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告

がされたか 
B 検定試験結果報告書 

4 3 5 
資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格

率）を公表しているか 
B パンフレット、HP 

4 3 6 
資格等の取得率向上のための対策を講じて

いるか 
Q 

教務会議議事録、検定対策企画書・実

施記録 

4 4 
中
項
目 

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を

把握しているか（卒業生の就職後の動向を

出来るだけ把握し、卒業後にも就職その他

の支援を行っているか） 

A 
卒業生調査・企業アンケート、企業等

訪問記録、就職担当者訪問記録等 

4 4 2 
卒業生の動向について、年度毎に調査・集

計し、動向等を把握しているか 
C/Q 

企業等訪問記録、卒業生就業先訪問

記録 

4 4 3 
卒業年度だけでなく、卒業後一定期間後の

勤務先等就業状況を調査・把握しているか 
C/Q 

就職内定状況一覧、卒業生就業状況

一覧、企業在籍調査結果 

 

 

 ５ 学生支援 カテゴリー エビデンス例 

5 1 
中
項
目 

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか A 

改善活動の記録、学生カルテ、学生指

導履歴、個別相談表、修学支援の一環

としての奨学金に関する HP 

5 2 
中
項
目 

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 

進路・就職に関する支援体制は整備されて

いるか（またそれはきちんと学生や保護者に

周知されているか） 

A 学生便覧 

5 2 2 

キャリアサポート関連の有資格者（キャリアカ

ウンセラー・キャリアコンサルタント・産業カウ

ンセラー等）がいるか 

C 
キャリアコンサルタント・キャリアサポー

ター一覧 

5 2 3 
就職担当部門と担任教員との連携は図られ

ているか 
C/Q 就職会議の記録 

5 2 4 
関連業界への就職率の向上は図られている

か 
C/Q 

就職活動報告書、就職先一覧、学習サ

ービス評価報告書 

5 2 5 
就職等に関する支援部署・相談部署（就職

担当部門）はあるか 
Q 組織図、校務分掌表 

5 2 6 

より高度な学習･研究ができるよう大学等と

の併修または接続が可能な体制等を取って

いるか 

Q 
カリキュラムマップ、講義概要、提携協

定書 

5 2 7 

早期から、県内または関連業界へ就職する

ことの意義・メリット等について説明している

か 

Q 就職セミナー資料 

5 2 8 県内への就職率の向上は図られているか Q 
就職活動報告書、就職先一覧、学習サ

ービス評価報告書 

5 2 9 
企業等からの求人票をまとめ、求人情報を

学生に公開しているか 
Q 求人票一覧表、就職セミナー資料 

5 2 10 

就職説明会・就職相談会等を開催していま

すか、または人材関連企業等が主催する説

明会等への参加を奨励しているか 

Q 就職セミナー資料、年間行事予定表 

5 2 11 
履歴書の書き方、面接の受け方などの講座

を設けているか、または指導しているか 
Q 

就職セミナー資料、年間行事予定表、

就職対策企画書 

5 3 
中
項
目 

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 
学生相談に関する体制は整備されているか 

（相談窓口が設置されているか） 
A 学生便覧 

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか B 学生面談記録、個別面談シート 

5 3 3 
入学時または定期的に、担任等が学生に対

し個別面談・ヒアリングを行っているか 
Q 

学生カルテ、学生指導履歴、個別相談

表 

5 3 4 
いじめや孤立を早期に発見する体制がある

か 
Q 

学級日誌、クラス運営報告書、学生カ

ルテ、教務日誌 

5 3 5 
いじめ等を発見した場合、それを解決するた

めの体制・仕組みがあるか 
Q 職務記述書、組織図 

5 3 21 留学生に対する相談体制を整備しているか S 留学生活の手引き、組織図 

5 4 
中
項
目 

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。
生活環境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 
奨学金制度など、学生の経済的側面に対す

る支援体制は整備されているか 
A 募集要項、奨学金説明会資料 

5 4 2 
公的支援制度の利用について、学生・保護

者に案内、情報提供しているか 
C/Q 公的奨学金制度説明書、案内の記録 

5 4 3 
学費の減免、特待生制度、学校独自の奨学

金制度等はあるか 
Q 募集要項 

5 4 4 
給付型奨学金や授業料等減免など、学校独

自に学生への経済的支援を行っているか 
Q 募集要項 

5 4 21 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか

（学生の健康診断を実施しているか、また健

康相談窓口は整備されているか） 

A 健康診断案内、年間行事予定表 

5 4 22 
有所見者の再健診について適切に対応して

いるか 
Q 再健診の案内、記録 

5 4 41 
課外活動に対する支援体制は整備されてい

るか 
A 

課外活動（地域活動・部活動等）の記

録、部活動の実績の記録 

5 4 42 

学生の生活環境への支援は行われている

か（学生のアパート探しなど、住環境への支

援体制はあるか） 

A 募集要項、説明会記録、HP 

5 4 43 

遠隔地からの学生のための寮を整備してい

るか、またはアパート・マンションの紹介等を

しているか 

S/Q 
学生寮の位置、収容数等の資料、紹介

業者パンフレット 

5 4 44 
子育てや女性の就業支援のための体制・教

育を整えているか 
Q 募集要項、HP 

5 4 45 

学習に関する要望、学習に関する要望を取

り巻く状況及び通学の障害となる要因（距離

や費用等）を理解し、解決に向けた提案を行

っているか 

J 
個別相談記録、オープンキャンパスア

ンケート 
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5 5 
中
項
目 

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 5 1 

退学率の低減が図られているか（受講登

録、出欠状況及び学習者の減少に関する分

析が行われているか） 

A 
退学防止の取り組み記録、退学状況

の分析と対策記録 

5 5 2 退学率の目標を設定しているか A 事業計画書 

5 5 3 
退学率の低減に関する目標・計画が教職員

に共有されているか 
B 事業計画書、会議資料 

5 5 4 退学者数を公表しているか B HP 

5 5 5 
中途退学者数、中途退学の原因・傾向等を

把握しているか 
C/Q 

学生指導報告書、学習サービス評価

報告書、個別相談記録 

5 5 6 中途退学防止のための対策を講じているか Q 
学生指導履歴、カウンセリング記録、個

別相談記録 

5 6 
中
項
目 

保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 
保護者と適切に連携しているか（保護者のニ

ーズを把握しているか） 
A 保護者面談記録、保護者会報告書 

5 6 2 
保護者との計画的な相談会・面談を行って

いるか 
B 保護者面談案内、保護者会報告書 

5 6 3 
緊急時の保護者等との連絡体制を確保して

いるか 
C/Q 学生調査書、学生カルテ 

5 6 4 
成績・素行不良の場合には、保護者等に連

絡を取り、あるいは面談しているか 
Q 

保護者面談記録、学生指導報告書、

個別相談記録 

5 6 5 

保護者会の開催等、保護者等とのコミュニケ

ーションを図るとともに、学校の教育活動情

報を伝えているか 

Q 保護者会報告書、学園新聞 

5 7 
中
項
目 

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備し
ているか） 

5 7 1 

卒業生への支援体制を整備しているか（再

就職、キャリアアップ等について、相談に乗

っているか） 

B 
同窓会会則、就職あっせん記録、相談

窓口 

5 7 2 
学校情報を卒業生に知らせているか（ＨＰ・

学校便り等） 
C HP、同窓会 HP 

5 7 3 学校は同窓会との連携を図っているか C/Q 同窓会会則 

5 7 21 
卒業生への卒後教育等の支援体制はある

か（卒業生への講習・研修を行っているか） 
B パンフレット、HP 

5 7 22 
卒業生への資格、検定等不合格者に対する

対策を講じているか 
C/Q 国家試験対策計画、実施記録 

5 7 23 
産学連携による卒後の再教育プログラムの

開発・実施に取組んでいるか 
S 研修会案内（OB 向け）、HP 

5 7 41 
社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が

整備されているか 
A パンフレット、HP 

5 7 42 

大学等卒業者の入学に際し、入学前の履修

に関しての取扱いを学則・細則に規定し、適

切に認定しているか 

C/Q 学則・細則 

5 7 43 
教育訓練給付金対象の講座指定を受け、社

会人入学生の学費軽減に努めているか 
Q 募集要項、HP 

 

 

 ６ 教育環境 カテゴリー エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A 
学校設置認可申請書、教室配置図、時間

割、専修学校報告書 

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A 資産目録、図書台帳 

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A 

各種設備・教育備品の一覧表及び点検

票、管理体制の組織図 

6 1 4 
図書室・図書コーナーがあり、図書館サービス

は十分に機能しているか 
C 施設案内図、図書台帳 

6 1 5 

学習環境として外部組織が管理する施設・設

備を用いる際には、必要となる最小限の要件を

特定し、提示しているか 

J 外部施設確認チェック表 

6 1 6 

図書室・図書コーナー等、ホットライン、カウン

セリングサービス、コンピュータの利用、メンタリ

ングなどの学習サポートについて案内している

か 

J 学生便覧 

6 1 21 
分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示され

ているか 
B 掲示物、学生便覧 

6 1 22 
学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管

理・チェックがされているか 
B 

教室清掃チェックシート、環境整備チェック

シート 

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A 

施設・設備の点検、補修計画書、点検・修

繕の記録、電気設備点検記録報告書、電

気設備定期点検報告書、建築物環境衛

生管理報告書 

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制

を整備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A 学外実習時の実施要綱･マニュアル 

6 2 2 

実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取

扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備さ

れているか。 

B 倫理規程、学生便覧 

6 2 3 
校外実習等についての成績評価基準を明確に

決めているか 
C/Q 校外実習マニュアル、評価マニュアル 

6 2 4 
校外実習等は、教育課程の中に組込まれてい

るか 
Q カリキュラムマップ、シラバス、講義概要 
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5 5 
中
項
目 

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 5 1 

退学率の低減が図られているか（受講登

録、出欠状況及び学習者の減少に関する分

析が行われているか） 

A 
退学防止の取り組み記録、退学状況

の分析と対策記録 

5 5 2 退学率の目標を設定しているか A 事業計画書 

5 5 3 
退学率の低減に関する目標・計画が教職員

に共有されているか 
B 事業計画書、会議資料 

5 5 4 退学者数を公表しているか B HP 

5 5 5 
中途退学者数、中途退学の原因・傾向等を

把握しているか 
C/Q 

学生指導報告書、学習サービス評価

報告書、個別相談記録 

5 5 6 中途退学防止のための対策を講じているか Q 
学生指導履歴、カウンセリング記録、個

別相談記録 

5 6 
中
項
目 

保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 
保護者と適切に連携しているか（保護者のニ

ーズを把握しているか） 
A 保護者面談記録、保護者会報告書 

5 6 2 
保護者との計画的な相談会・面談を行って

いるか 
B 保護者面談案内、保護者会報告書 

5 6 3 
緊急時の保護者等との連絡体制を確保して

いるか 
C/Q 学生調査書、学生カルテ 

5 6 4 
成績・素行不良の場合には、保護者等に連

絡を取り、あるいは面談しているか 
Q 

保護者面談記録、学生指導報告書、

個別相談記録 

5 6 5 

保護者会の開催等、保護者等とのコミュニケ

ーションを図るとともに、学校の教育活動情

報を伝えているか 

Q 保護者会報告書、学園新聞 

5 7 
中
項
目 

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備し
ているか） 

5 7 1 

卒業生への支援体制を整備しているか（再

就職、キャリアアップ等について、相談に乗

っているか） 

B 
同窓会会則、就職あっせん記録、相談

窓口 

5 7 2 
学校情報を卒業生に知らせているか（ＨＰ・

学校便り等） 
C HP、同窓会 HP 

5 7 3 学校は同窓会との連携を図っているか C/Q 同窓会会則 

5 7 21 
卒業生への卒後教育等の支援体制はある

か（卒業生への講習・研修を行っているか） 
B パンフレット、HP 

5 7 22 
卒業生への資格、検定等不合格者に対する

対策を講じているか 
C/Q 国家試験対策計画、実施記録 

5 7 23 
産学連携による卒後の再教育プログラムの

開発・実施に取組んでいるか 
S 研修会案内（OB 向け）、HP 

5 7 41 
社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が

整備されているか 
A パンフレット、HP 

5 7 42 

大学等卒業者の入学に際し、入学前の履修

に関しての取扱いを学則・細則に規定し、適

切に認定しているか 

C/Q 学則・細則 

5 7 43 
教育訓練給付金対象の講座指定を受け、社

会人入学生の学費軽減に努めているか 
Q 募集要項、HP 

 

 

 ６ 教育環境 カテゴリー エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A 
学校設置認可申請書、教室配置図、時間

割、専修学校報告書 

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A 資産目録、図書台帳 

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A 

各種設備・教育備品の一覧表及び点検

票、管理体制の組織図 

6 1 4 
図書室・図書コーナーがあり、図書館サービス

は十分に機能しているか 
C 施設案内図、図書台帳 

6 1 5 

学習環境として外部組織が管理する施設・設

備を用いる際には、必要となる最小限の要件を

特定し、提示しているか 

J 外部施設確認チェック表 

6 1 6 

図書室・図書コーナー等、ホットライン、カウン

セリングサービス、コンピュータの利用、メンタリ

ングなどの学習サポートについて案内している

か 

J 学生便覧 

6 1 21 
分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示され

ているか 
B 掲示物、学生便覧 

6 1 22 
学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管

理・チェックがされているか 
B 

教室清掃チェックシート、環境整備チェック

シート 

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A 

施設・設備の点検、補修計画書、点検・修

繕の記録、電気設備点検記録報告書、電

気設備定期点検報告書、建築物環境衛

生管理報告書 

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制

を整備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A 学外実習時の実施要綱･マニュアル 

6 2 2 

実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取

扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備さ

れているか。 

B 倫理規程、学生便覧 

6 2 3 
校外実習等についての成績評価基準を明確に

決めているか 
C/Q 校外実習マニュアル、評価マニュアル 

6 2 4 
校外実習等は、教育課程の中に組込まれてい

るか 
Q カリキュラムマップ、シラバス、講義概要 

5 7 42 

大学等卒業者の入学に際し、入学前の履修

に関しての取扱いを学則・細則に規定し、適

切に認定しているか 

C/Q 学則・細則 

5 7 43 
教育訓練給付金対象の講座指定を受け、社

会人入学生の学費軽減に努めているか 
Q 募集要項、HP 

 

 

 ６ 教育環境 カテゴリー エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A 
学校設置認可申請書、教室配置図、時間

割、専修学校報告書 

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A 資産目録、図書台帳 

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A 

各種設備・教育備品の一覧表及び点検

票、管理体制の組織図 

6 1 4 
図書室・図書コーナーがあり、図書館サービス

は十分に機能しているか 
C 施設案内図、図書台帳 

6 1 5 

学習環境として外部組織が管理する施設・設

備を用いる際には、必要となる最小限の要件を

特定し、提示しているか 

J 外部施設確認チェック表 

6 1 6 

図書室・図書コーナー等、ホットライン、カウン

セリングサービス、コンピュータの利用、メンタリ

ングなどの学習サポートについて案内している

か 

J 学生便覧 

6 1 21 
分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示され

ているか 
B 掲示物、学生便覧 

6 1 22 
学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管

理・チェックがされているか 
B 

教室清掃チェックシート、環境整備チェック

シート 

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A 

施設・設備の点検、補修計画書、点検・修

繕の記録、電気設備点検記録報告書、電

気設備定期点検報告書、建築物環境衛

生管理報告書 

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制

を整備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A 学外実習時の実施要綱･マニュアル 

6 2 2 

実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取

扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備さ

れているか。 

B 倫理規程、学生便覧 

6 2 3 
校外実習等についての成績評価基準を明確に

決めているか 
C/Q 校外実習マニュアル、評価マニュアル 

6 2 4 
校外実習等は、教育課程の中に組込まれてい

るか 
Q カリキュラムマップ、シラバス、講義概要 
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6 2 5 
校外実習等に関する実施要領・マニュアル等を

作成し、学生・保護者等に周知しているか 
Q 校外実習マニュアル、臨床実習実施要領 

6 3" 
中
項
目 

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 

6 3 1 
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用

しているか 
A 

危機管理マニュアル、気象警報による休

講等の取扱いガイドライン 

6 3 2 
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システ

ム等）が整備・点検されているか 
A 

消防用設備点検報告書、警備業務請負

契約書 

6 3 3 

防災計画や消防計画を所轄の消防署に届出

ているか、また必要に応じそれらの計画を変更

しているか 

Q 防災計画、消防計画 

6 3 4 施設・設備の耐震化を図っているか Q 
施設改修計画、改修工事記録、耐震性検

査記録 

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか A 
防災訓練実施要項、防災訓練実施報告

書 

6 3 22 
学校独自で教職員・学生に対し防災研修・教育

を行っているか 
Q 消防訓練実施要綱、年間行事予定表 

6 3 23 

県シェイクアウト（県民いっせい地震防災行動

訓練）や各市・町が行う防災 

訓練等に参加しているか 

Q 避難訓練企画書、防災訓練開催チラシ 

6 3 41 学校における安全管理の整備を行っているか B 
設備管理者の一覧表、各種設備の定期

点検票、危機管理マニュアル 

 

 

 ７ 学生の受入れ募集 カテゴリー エビデンス例 

7 1 
中
項
目 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行ってい
るか。社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか A 

募集活動体制組織図、営業日報、パン

フレット、OC 用説明資料、募集要項、

学校案内、HP 

7 1 2 

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシ

ー）を策定し、学校構成員（教職員および学

生等）に周知し、社会に公表しているか 

A 
アドミッションポリシー、募集要項、パン

フレット、公式 Webサイト 

7 1 3 
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資

格・免許等をわかりやすく紹介しているか 
A パンフレット、HP 

7 1 4 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適

切に学生募集を行っているか 
A 

募集活動体制組織図、営業日報、学

生募集要項、学校案内（パンフレット） 

7 1 5 
高等学校等直結する教育機関に対し、教育

活動等の情報提供を行っているか 
S/Q 年間計画表、広報計画 

7 1 6 
学校運営責任者の情報や、教員・講師の適

格性・経験などの情報を提供しているか 
J パンフレット、HP 

7 1 21 
入学に関する問い合わせ等に適切に対応で

きる体制ができているか 
A 校務分掌、HP 

7 1 22 
学校説明会等による情報提供（育成人材

像、評価手段及びその基準、目指す資格・
A 

オープンキャンパス配布資料、説明用

資料、HP 

検定・コンペ、学費・教材費等の情報）を行っ

ているか 

7 1 23 
入学予定者に対し学習指導・支援等は行わ

れているか 
B 入学前教育について（資料） 

7 1 24 

体験入学・オープンキャンパス等を実施し、

多くの人に教育内容・施設設備等の紹介を

しているか 

Q 体験入学案内書、パンフレット、HP 

7 1 25 

学習者の満足度に関するフィードバックを入

手する手順、並びに彼らの要求、提案及び

苦情に対応する手順など、学校生活での支

援体制について入学前に伝えているか 

J オープンキャンパス配布資料、HP 

7 1 26 

教授資格、教歴及び背景など、授業や実習

を担当する教員・講師のプロフィールについ

て、オープンキャンパスなどで紹介している

か 

J 
パンフレット、HP、オープンキャンパス

配布資料 

7 1 27 
学力の不足や障がいに関する特別なニーズ

を特定しているか 
J 

個別相談記録、オープンキャンパスア

ンケート 

7 1 41 

教育の履行、人的・物的資源の提供、個人

情報の取り扱い、安全管理など、オリエンテ

ーションなどで学校側の義務と責任を学生と

保護者に案内しているか 

C/J 学生便覧、オリエンテーション資料 

7 2 
中
項
目 

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 

学校案内等には選抜方法が明示されている

か（入学に必要な学力、スキル、資格、職業

経験などの、前提となる要件が明示されてい

るか） 

A 募集要項、学校案内 

7 2 2 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適

切に入学者選抜を行っているか 
A 

入試基準、選考方法 

選考における実施体制、選考結果資料 

7 2 3 
入学選考に関する実績を把握し、授業改善

等に活用しているか 
S 入学者等のデータ表、推移表 

7 2 4 
社会人の「学び直し」に対応し、社会人を積

極的に受入れているか 
Q 募集要項、パンフレット、HP 

7 2 5 
履歴書（学歴、所有資格など）を適切に入手

し、適切な管理を行っているか 
J 履歴書、入学願書一式、文書管理簿 

7 3 
中
項
目 

学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか A 募集要項 

7 3 2 
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の

購入費等が明示されているか 
A パンフレット、募集要項 

7 3 3 
経費内容に対応し、学納金を算定している

か 
S 学納金の算定資料 

7 3 4 

入学辞退者への授業料返還について、文部

科学省通知（18 文科高第 536 号）に基づい

て適切に対応しているか 

S/Q 募集要項 

7 3 5 

教育訓練給付制度（一般教育訓練給付・専

門実践教育訓練給付）を利用できるよう取組

んでいるか 

Q 募集要項、パンフレット、HP 
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6 2 5 
校外実習等に関する実施要領・マニュアル等を

作成し、学生・保護者等に周知しているか 
Q 校外実習マニュアル、臨床実習実施要領 

6 3" 
中
項
目 

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 

6 3 1 
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用

しているか 
A 

危機管理マニュアル、気象警報による休

講等の取扱いガイドライン 

6 3 2 
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システ

ム等）が整備・点検されているか 
A 

消防用設備点検報告書、警備業務請負

契約書 

6 3 3 

防災計画や消防計画を所轄の消防署に届出

ているか、また必要に応じそれらの計画を変更

しているか 

Q 防災計画、消防計画 

6 3 4 施設・設備の耐震化を図っているか Q 
施設改修計画、改修工事記録、耐震性検

査記録 

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか A 
防災訓練実施要項、防災訓練実施報告

書 

6 3 22 
学校独自で教職員・学生に対し防災研修・教育

を行っているか 
Q 消防訓練実施要綱、年間行事予定表 

6 3 23 

県シェイクアウト（県民いっせい地震防災行動

訓練）や各市・町が行う防災 

訓練等に参加しているか 

Q 避難訓練企画書、防災訓練開催チラシ 

6 3 41 学校における安全管理の整備を行っているか B 
設備管理者の一覧表、各種設備の定期

点検票、危機管理マニュアル 

 

 

 ７ 学生の受入れ募集 カテゴリー エビデンス例 

7 1 
中
項
目 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行ってい
るか。社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか A 

募集活動体制組織図、営業日報、パン

フレット、OC 用説明資料、募集要項、

学校案内、HP 

7 1 2 

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシ

ー）を策定し、学校構成員（教職員および学

生等）に周知し、社会に公表しているか 

A 
アドミッションポリシー、募集要項、パン

フレット、公式 Webサイト 

7 1 3 
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資

格・免許等をわかりやすく紹介しているか 
A パンフレット、HP 

7 1 4 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適

切に学生募集を行っているか 
A 

募集活動体制組織図、営業日報、学

生募集要項、学校案内（パンフレット） 

7 1 5 
高等学校等直結する教育機関に対し、教育

活動等の情報提供を行っているか 
S/Q 年間計画表、広報計画 

7 1 6 
学校運営責任者の情報や、教員・講師の適

格性・経験などの情報を提供しているか 
J パンフレット、HP 

7 1 21 
入学に関する問い合わせ等に適切に対応で

きる体制ができているか 
A 校務分掌、HP 

7 1 22 
学校説明会等による情報提供（育成人材

像、評価手段及びその基準、目指す資格・
A 

オープンキャンパス配布資料、説明用

資料、HP 

検定・コンペ、学費・教材費等の情報）を行っ

ているか 

7 1 23 
入学予定者に対し学習指導・支援等は行わ

れているか 
B 入学前教育について（資料） 

7 1 24 

体験入学・オープンキャンパス等を実施し、

多くの人に教育内容・施設設備等の紹介を

しているか 

Q 体験入学案内書、パンフレット、HP 

7 1 25 

学習者の満足度に関するフィードバックを入

手する手順、並びに彼らの要求、提案及び

苦情に対応する手順など、学校生活での支

援体制について入学前に伝えているか 

J オープンキャンパス配布資料、HP 

7 1 26 

教授資格、教歴及び背景など、授業や実習

を担当する教員・講師のプロフィールについ

て、オープンキャンパスなどで紹介している

か 

J 
パンフレット、HP、オープンキャンパス

配布資料 

7 1 27 
学力の不足や障がいに関する特別なニーズ

を特定しているか 
J 

個別相談記録、オープンキャンパスア

ンケート 

7 1 41 

教育の履行、人的・物的資源の提供、個人

情報の取り扱い、安全管理など、オリエンテ

ーションなどで学校側の義務と責任を学生と

保護者に案内しているか 

C/J 学生便覧、オリエンテーション資料 

7 2 
中
項
目 

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 

学校案内等には選抜方法が明示されている

か（入学に必要な学力、スキル、資格、職業

経験などの、前提となる要件が明示されてい

るか） 

A 募集要項、学校案内 

7 2 2 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適

切に入学者選抜を行っているか 
A 

入試基準、選考方法 

選考における実施体制、選考結果資料 

7 2 3 
入学選考に関する実績を把握し、授業改善

等に活用しているか 
S 入学者等のデータ表、推移表 

7 2 4 
社会人の「学び直し」に対応し、社会人を積

極的に受入れているか 
Q 募集要項、パンフレット、HP 

7 2 5 
履歴書（学歴、所有資格など）を適切に入手

し、適切な管理を行っているか 
J 履歴書、入学願書一式、文書管理簿 

7 3 
中
項
目 

学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか A 募集要項 

7 3 2 
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の

購入費等が明示されているか 
A パンフレット、募集要項 

7 3 3 
経費内容に対応し、学納金を算定している

か 
S 学納金の算定資料 

7 3 4 

入学辞退者への授業料返還について、文部

科学省通知（18 文科高第 536 号）に基づい

て適切に対応しているか 

S/Q 募集要項 

7 3 5 

教育訓練給付制度（一般教育訓練給付・専

門実践教育訓練給付）を利用できるよう取組

んでいるか 

Q 募集要項、パンフレット、HP 
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7 3 6 
学習者又はスポンサーから要請があった場

合には、支払の証明を提供しているか 
J 学生便覧、証明書発行台帳 

 

 

 ８ 教育の内部質保証システム カテゴリー エビデンス例 

8 1 
中
項
目 

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なってい

るか） 

8 1 1 
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な

運営がなされているか 
A 

法令遵守の研修報告書、教務日誌、専

修学校設置基準チェック表 

8 1 2 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス

体制が整備されているか 
A 組織図、校務分掌表、内部規定類 

8 1 3 
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸

規程を整備し適切に運用しているか 
B 

ハラスメント防止規程、危機管理規程、

ルールブック 

8 1 4 
所轄官庁に対し、申請・届出等を遅滞なく行

っているか 
Q 申請・届出書類一覧、校務分掌表 

8 1 21 

セクシュアルハラスメント、アカデミックハラス

メント等の防止について、規定を文書化し、

対策を立て実行しているか 

C/Q ハラスメント防止規程、就業規則 

8 2 
中
項
目 

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 
学校が保有する個人情報保護に関する対策

を実施しているか 
A 

個人情報保護規程、セキュリティポリシ

ー等 

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか A 
個人情報保護規程、個人情報取扱規

程 

8 2 3 
個人情報の取扱いについて、教職員に対し

周知し、意識づけができているか 
B 教員研修資料、講師交流会資料 

8 2 21 
リムーバブルメディア、ウェブサイト等からの

情報漏洩防止策を講じているか 
Q 情報セキュリティ規程 

8 3 
中
項
目 

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 

学校教育、学校運営について、自己点検・評

価を実施し、さらに課題解決に取り組んでい

るか 

A 
自己点検･評価報告書、改善計画書、

改善報告書 

8 3 2 
自己点検・評価報告書にまとめているか 

（自己点検・評価報告書があるか） 
A 自己点検・評価報告書 

8 3 3 自己点検・評価の組織があるか B 
自己点検・評価委員会、組織図、校務

分掌表 

8 3 4 
実施のための組織体制を整備し、定期的に

取組んでいるか 
Q 組織図、校務分掌表、内部規定類 

8 3 5 
学校評価の目的（何のために学校評価をす

るか）が、全ての教職員に浸透していたか 
Q 教職員会議議事録、講師交流会資料 

8 3 6 
学校評価を積極的に実施できたか（受動的

になったり、義務感でやっていなかったか） 
Q 

学校関係者評価報告書、学校関係者

評価委員会議事録 

8 3 7 
評価に向けての体制を構築し、担当責任者・

担当者を明確に決めたか 
Q 組織図、校務分掌表、内部規定類 

8 3 8 

評価の範囲、目標、根拠、基準、方法及びス

ケジュールを含む、モニタリング及び評価の

手段などを考慮し、モニタリング及び評価の

プロセスを設計しているか 

J 
評価項目一覧表、 

授業評価マニュアル 

8 3 9 

適切な評価体制を有し、学校評価（学習サ

ービスの評価）が実施されているか（適格者

によるモニタリング及び評価を実施できてい

るか） 

J 組織図、校務分掌表、内部規定類 

8 3 21 

学校関係者評価の実施体制を整備し、学校

関係者評価を実施し、改善の取組みを行っ

ているか 

B 
学校関係者評価委員会議事録、委員

会名簿 

8 3 22 
学校関係者評価を適正に実施運用するため

のルールが明文化されているか 
Q 学校関係者評価委員会規程 

8 3 23 
学校関係者評価を実施するための組織体制

を整備しているか 
Q 学校関係者評価委員会規程 

8 3 24 

学校関係者評価を実施するために、設置課

程・学科の関連業界等から委員を選出して

いるか 

Q 学校関係者評価委員名簿 

8 3 25 
学校関係者評価結果を報告書にまとめてい

るか 
Q 学校関係者評価報告書 

8 3 26 
学校評価の準備から実施、また公表に至る

まで、教職員が協力して行えたか 
Q 

学校関係者評価報告書、学校関係者

評価委員会議事録 

8 3 27 
評価結果を踏まえ、改善に向けての仕組み・

流れを構築し、それをみんなで共有できたか 
Q 

是正マニュアル、学校関係者評価委員

会議事録 

8 4 
中
項
目 

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・
改善のためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 
自己点検・評価の必要性を全教職員に伝え

る機会を設けたか 
A 教職員会議議事録 

8 4 2 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学

校の教育活動の改善に活用されているか 
A 

卒業生就業・離職状況調査報告書、是

正報告書 

8 4 3 
自己点検・評価の結果に基づき改善計画を

策定したか 
B 改善計画書、是正計画書 

8 4 4 

自己点検・評価の結果に基づき期限を定め

て改善計画に基づいた結果の検証がされた

か 

B 改善報告書、是正報告書 

8 4 5 
学校関係者評価の結果に基づき改善計画

を策定したか 
B 改善計画書、是正計画書 

8 4 6 

学校関係者評価の結果に基づき期限を定め

て改善計画に基づいた結果の検証がされた

か 

B 改善報告書、是正報告書 

8 4 21 

教育方針や目標を含むマネジメントシステム

の継続的な適合性、妥当性、有効性を確保

するためにマネジメントレビューを実施してい

るか（モニタリング及び評価の結果を考慮し

て、学習サービスの改善・変更を実施してい

るか） 

J 
マネジメントレビュー報告書、経営会議

議事録 

8 4 41 

学生や保護者、その他利害関係者からの苦

情・要請等への対応など、不適合を特定し、

対処する手順（予防処置及び是正処置）を

確立しているか 

J 予防処置報告書、是正処置報告書 
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7 3 6 
学習者又はスポンサーから要請があった場

合には、支払の証明を提供しているか 
J 学生便覧、証明書発行台帳 

 

 

 ８ 教育の内部質保証システム カテゴリー エビデンス例 

8 1 
中
項
目 

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なってい

るか） 

8 1 1 
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な

運営がなされているか 
A 

法令遵守の研修報告書、教務日誌、専

修学校設置基準チェック表 

8 1 2 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス

体制が整備されているか 
A 組織図、校務分掌表、内部規定類 

8 1 3 
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸

規程を整備し適切に運用しているか 
B 

ハラスメント防止規程、危機管理規程、

ルールブック 

8 1 4 
所轄官庁に対し、申請・届出等を遅滞なく行

っているか 
Q 申請・届出書類一覧、校務分掌表 

8 1 21 

セクシュアルハラスメント、アカデミックハラス

メント等の防止について、規定を文書化し、

対策を立て実行しているか 

C/Q ハラスメント防止規程、就業規則 

8 2 
中
項
目 

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 
学校が保有する個人情報保護に関する対策

を実施しているか 
A 

個人情報保護規程、セキュリティポリシ

ー等 

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか A 
個人情報保護規程、個人情報取扱規

程 

8 2 3 
個人情報の取扱いについて、教職員に対し

周知し、意識づけができているか 
B 教員研修資料、講師交流会資料 

8 2 21 
リムーバブルメディア、ウェブサイト等からの

情報漏洩防止策を講じているか 
Q 情報セキュリティ規程 

8 3 
中
項
目 

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 

学校教育、学校運営について、自己点検・評

価を実施し、さらに課題解決に取り組んでい

るか 

A 
自己点検･評価報告書、改善計画書、

改善報告書 

8 3 2 
自己点検・評価報告書にまとめているか 

（自己点検・評価報告書があるか） 
A 自己点検・評価報告書 

8 3 3 自己点検・評価の組織があるか B 
自己点検・評価委員会、組織図、校務

分掌表 

8 3 4 
実施のための組織体制を整備し、定期的に

取組んでいるか 
Q 組織図、校務分掌表、内部規定類 

8 3 5 
学校評価の目的（何のために学校評価をす

るか）が、全ての教職員に浸透していたか 
Q 教職員会議議事録、講師交流会資料 

8 3 6 
学校評価を積極的に実施できたか（受動的

になったり、義務感でやっていなかったか） 
Q 

学校関係者評価報告書、学校関係者

評価委員会議事録 

8 3 7 
評価に向けての体制を構築し、担当責任者・

担当者を明確に決めたか 
Q 組織図、校務分掌表、内部規定類 

8 3 8 

評価の範囲、目標、根拠、基準、方法及びス

ケジュールを含む、モニタリング及び評価の

手段などを考慮し、モニタリング及び評価の

プロセスを設計しているか 

J 
評価項目一覧表、 

授業評価マニュアル 

8 3 9 

適切な評価体制を有し、学校評価（学習サ

ービスの評価）が実施されているか（適格者

によるモニタリング及び評価を実施できてい

るか） 

J 組織図、校務分掌表、内部規定類 

8 3 21 

学校関係者評価の実施体制を整備し、学校

関係者評価を実施し、改善の取組みを行っ

ているか 

B 
学校関係者評価委員会議事録、委員

会名簿 

8 3 22 
学校関係者評価を適正に実施運用するため

のルールが明文化されているか 
Q 学校関係者評価委員会規程 

8 3 23 
学校関係者評価を実施するための組織体制

を整備しているか 
Q 学校関係者評価委員会規程 

8 3 24 

学校関係者評価を実施するために、設置課

程・学科の関連業界等から委員を選出して

いるか 

Q 学校関係者評価委員名簿 

8 3 25 
学校関係者評価結果を報告書にまとめてい

るか 
Q 学校関係者評価報告書 

8 3 26 
学校評価の準備から実施、また公表に至る

まで、教職員が協力して行えたか 
Q 

学校関係者評価報告書、学校関係者

評価委員会議事録 

8 3 27 
評価結果を踏まえ、改善に向けての仕組み・

流れを構築し、それをみんなで共有できたか 
Q 

是正マニュアル、学校関係者評価委員

会議事録 

8 4 
中
項
目 

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・
改善のためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 
自己点検・評価の必要性を全教職員に伝え

る機会を設けたか 
A 教職員会議議事録 

8 4 2 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学

校の教育活動の改善に活用されているか 
A 

卒業生就業・離職状況調査報告書、是

正報告書 

8 4 3 
自己点検・評価の結果に基づき改善計画を

策定したか 
B 改善計画書、是正計画書 

8 4 4 

自己点検・評価の結果に基づき期限を定め

て改善計画に基づいた結果の検証がされた

か 

B 改善報告書、是正報告書 

8 4 5 
学校関係者評価の結果に基づき改善計画

を策定したか 
B 改善計画書、是正計画書 

8 4 6 

学校関係者評価の結果に基づき期限を定め

て改善計画に基づいた結果の検証がされた

か 

B 改善報告書、是正報告書 

8 4 21 

教育方針や目標を含むマネジメントシステム

の継続的な適合性、妥当性、有効性を確保

するためにマネジメントレビューを実施してい

るか（モニタリング及び評価の結果を考慮し

て、学習サービスの改善・変更を実施してい

るか） 

J 
マネジメントレビュー報告書、経営会議

議事録 

8 4 41 

学生や保護者、その他利害関係者からの苦

情・要請等への対応など、不適合を特定し、

対処する手順（予防処置及び是正処置）を

確立しているか 

J 予防処置報告書、是正処置報告書 
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8 4 42 

学生及び保護者等が不満を抱いている場合

や、学校側と意見の相違がある場合の相談

受付方法を案内しているか 

J 学生便覧、HP（問合せ先情報） 

8 4 43 

業界や地域社会等からの意見の収集・分

析・応答の仕組ができているか（苦情及び要

請への対応を含む） 

J 
HP（問合せ先情報）、学習サービスマ

ニュアル 

8 5 
中
項
目 

教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 
教育活動に関する情報公開が適切になされ

ているか 
A 職業実践専門課程様式４、HP 

8 3 2 
学校概要、教育内容、教職員の情報等を積

極的に公開しているか 
Q HP 

8 3 3 

［職業実践専門課程］認定学科の基本情報

は、学校のホームページで公開するととも

に、最新の情報に更新しているか 

Q 職業実践専門課程様式４、HP 

8 5 21 自己評価結果を公開してい るか A 
公表した冊子、自己点検・評価報告

書、HP 

8 5 22 学校関係者評価結果を公表しているか B 
公表した冊子、学校関係者評価報告

書、HP 

 

 

 ９ 財務  カテゴリー エビデンス例 

9 1 
中
項
目 

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 
教育活動を安定して遂行するために必要か

つ十分な財政的基盤を確立しているか 
A 

財産目録、貸借対照表、資金収支計

算書、消費収支計算書、事業報告書 

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか A 全体予算書、中期計画書 

9 1 3 
学校及び法人運営にかかる主要な財務数

値に関する財務分析を行っているか 
S 財務分析結果 

9 2 
中
項
目 

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理

を行っているか） 

9 2 1 
予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなっ

ているか 
A 

予算書、理事会議事録、評議委員会

議事録 

9 2 2 
予算及び計画に基づき適正に執行管理を行

っているか 
B 

収支計画書、予算執行表、月次予算チ

ェック表 

9 2 3 
出願者数、入学者数及び定員充足率の推

移を把握しているか 
Q 

学籍管理記録、理事会報告資料、広

報資料（出願者数一覧等） 

9 2 4 収入と支出のバランスが取れているか Q 財務諸表、月次決算資料 

9 2 5 
設備投資が過大になっていたり、負債が返

還可能な範囲を超えていたりしていないか 
Q 中期決算報告資料、貸借対照表 

9 3 
中
項
目 

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 3 1 

私立学校法及び寄付行為に基づき適切に

監査を実施し、理事会、評議員会に報告して

いるか 

A 会計監査報告書 

9 3 2 
会計監査（内部・外部）体制のルールが明確

化されているか 
C/Q 会計監査規程 

9 3 3 
会計監査（月次決算書等）の結果報告が文

書等にて明確化されているか 
C/Q 会計監査報告書 

9 4 
中
項
目 

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 
財務情報公開の体制を整備し、適切に公開

しているか 
A 財務諸表、HP、財務書類等閲覧規程 

9 4 2 
財務情報の公開について、ホームページに

公開するなど積極的に取組んでいるか 
B HP 

 

 

 １０ 社会貢献・地域貢献 カテゴリー エビデンス例 

10 1 
中
項
目 

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･

地域貢献を行っているか 
A 年間行事予定表、利用案内、利用の記録 

10 1 2 

地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業

訓練等を含む ) の受託等を積極的に実施し

ているか 

A 
公共職業訓練等受託契約書、年間計画

表 

10 1 3 

地域、関連業界、同窓会等が研修会・研究会

等を開催する際、学校施設・設備等を開放して

いるか 

Q 
学校施設・設備管理規程、教室貸出マニ

ュアル 

10 1 4 

県専各連合会の若年者職業意識涵養事業

（県の委託事業）に積極的に参加し 

ているか 

Q 
イベント配布資料、校務分掌表、年間計

画表 

10 1 5 

高校生・中学生に対し、キャリア教育・職業教

育や進路に関する指導・助言を行い、職業意

識の涵養・高揚に努めていますか（前出の県専

各連合会主催事業以外のもの）いるか 

Q 
イベント配布資料、校務分掌表、年間計

画表 

10 2 
中
項
目 

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
A ボランティア活動支援体制に関する資料 

10 2 2 
目標・計画に基づく社会的活動（地域活動・地

域貢献・ボランティア活動等）を実施しているか 
C 年間行事予定表 

10 2 3 
教職員は率先して近隣道路の清掃を行うな

ど、学生の模範となる行動をしているか 
Q ボランティア活動報告書 

10 2 4 
学生が地域や地域住民の開催する行事・イベ

ント等へ参加することを奨励しているか 
Q 

各種案内及び依頼文、行事・イベント案

内、校務分掌表 

10 2 5 
地域の企業、業界団体、自治体等と連携した

事業等（分野により研究･開発）を行っているか 
Q 各種案内及び依頼文、校務分掌表 
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8 4 42 

学生及び保護者等が不満を抱いている場合

や、学校側と意見の相違がある場合の相談

受付方法を案内しているか 

J 学生便覧、HP（問合せ先情報） 

8 4 43 

業界や地域社会等からの意見の収集・分

析・応答の仕組ができているか（苦情及び要

請への対応を含む） 

J 
HP（問合せ先情報）、学習サービスマ

ニュアル 

8 5 
中
項
目 

教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 
教育活動に関する情報公開が適切になされ

ているか 
A 職業実践専門課程様式４、HP 

8 3 2 
学校概要、教育内容、教職員の情報等を積

極的に公開しているか 
Q HP 

8 3 3 

［職業実践専門課程］認定学科の基本情報

は、学校のホームページで公開するととも

に、最新の情報に更新しているか 

Q 職業実践専門課程様式４、HP 

8 5 21 自己評価結果を公開してい るか A 
公表した冊子、自己点検・評価報告

書、HP 

8 5 22 学校関係者評価結果を公表しているか B 
公表した冊子、学校関係者評価報告

書、HP 

 

 

 ９ 財務  カテゴリー エビデンス例 

9 1 
中
項
目 

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 
教育活動を安定して遂行するために必要か

つ十分な財政的基盤を確立しているか 
A 

財産目録、貸借対照表、資金収支計

算書、消費収支計算書、事業報告書 

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか A 全体予算書、中期計画書 

9 1 3 
学校及び法人運営にかかる主要な財務数

値に関する財務分析を行っているか 
S 財務分析結果 

9 2 
中
項
目 

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理

を行っているか） 

9 2 1 
予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなっ

ているか 
A 

予算書、理事会議事録、評議委員会

議事録 

9 2 2 
予算及び計画に基づき適正に執行管理を行

っているか 
B 

収支計画書、予算執行表、月次予算チ

ェック表 

9 2 3 
出願者数、入学者数及び定員充足率の推

移を把握しているか 
Q 

学籍管理記録、理事会報告資料、広

報資料（出願者数一覧等） 

9 2 4 収入と支出のバランスが取れているか Q 財務諸表、月次決算資料 

9 2 5 
設備投資が過大になっていたり、負債が返

還可能な範囲を超えていたりしていないか 
Q 中期決算報告資料、貸借対照表 

9 3 
中
項
目 

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 3 1 

私立学校法及び寄付行為に基づき適切に

監査を実施し、理事会、評議員会に報告して

いるか 

A 会計監査報告書 

9 3 2 
会計監査（内部・外部）体制のルールが明確

化されているか 
C/Q 会計監査規程 

9 3 3 
会計監査（月次決算書等）の結果報告が文

書等にて明確化されているか 
C/Q 会計監査報告書 

9 4 
中
項
目 

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 
財務情報公開の体制を整備し、適切に公開

しているか 
A 財務諸表、HP、財務書類等閲覧規程 

9 4 2 
財務情報の公開について、ホームページに

公開するなど積極的に取組んでいるか 
B HP 

 

 

 １０ 社会貢献・地域貢献 カテゴリー エビデンス例 

10 1 
中
項
目 

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･

地域貢献を行っているか 
A 年間行事予定表、利用案内、利用の記録 

10 1 2 

地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業

訓練等を含む ) の受託等を積極的に実施し

ているか 

A 
公共職業訓練等受託契約書、年間計画

表 

10 1 3 

地域、関連業界、同窓会等が研修会・研究会

等を開催する際、学校施設・設備等を開放して

いるか 

Q 
学校施設・設備管理規程、教室貸出マニ

ュアル 

10 1 4 

県専各連合会の若年者職業意識涵養事業

（県の委託事業）に積極的に参加し 

ているか 

Q 
イベント配布資料、校務分掌表、年間計

画表 

10 1 5 

高校生・中学生に対し、キャリア教育・職業教

育や進路に関する指導・助言を行い、職業意

識の涵養・高揚に努めていますか（前出の県専

各連合会主催事業以外のもの）いるか 

Q 
イベント配布資料、校務分掌表、年間計

画表 

10 2 
中
項
目 

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
A ボランティア活動支援体制に関する資料 

10 2 2 
目標・計画に基づく社会的活動（地域活動・地

域貢献・ボランティア活動等）を実施しているか 
C 年間行事予定表 

10 2 3 
教職員は率先して近隣道路の清掃を行うな

ど、学生の模範となる行動をしているか 
Q ボランティア活動報告書 

10 2 4 
学生が地域や地域住民の開催する行事・イベ

ント等へ参加することを奨励しているか 
Q 

各種案内及び依頼文、行事・イベント案

内、校務分掌表 

10 2 5 
地域の企業、業界団体、自治体等と連携した

事業等（分野により研究･開発）を行っているか 
Q 各種案内及び依頼文、校務分掌表 
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 １１ 国際交流（必要に応じて） カテゴリー エビデンス例 

11 1 
中
項
目 

留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導

等を適切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
A 事業計画書、校務分掌表 

11 1 2 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
A 

入管提出書類一式、学籍、管理体制組

織図 

11 1 3 
留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
A 留学生活の手引き、組織図 

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
A 

留学生活の手引き、成績証明書（外国語

併記様式）、HP、JLPT 取得率、資格試験

取得率、就職率、進学率 

11 1 5 国際交流に取組んでいるか C/S 海外のとの教育交流に関する協定等 

11 1 6 
海外留学プログラムに対する支援を適切に行

っているか 
C 

説明会資料、連携に関する資料、海外の

との教育交流に関する協定等、エージェ

ント契約書 

 

  

５５．．本本体体（（自自己己点点検検・・評評価価モモデデルル）） 
 

自己点検・評価モデルの本体として、利便性を考慮し、下記の 6 種類のモデルを示す。自校の

状況、ならびに今後の計画を考慮し、目的に適った自己点検・評価表様式を利用することをお勧

めする。 

 

５－１．基本的事項（カテゴリーA のみ）：全ての専修学校に必要な項目のみからなる自己点検・

評価表様式 

５－２．職業実践専門課程認定校用（カテゴリーA＋カテゴリーB）：職業実践専門課程の認定を

受けている学校向けの自己点検・評価表様式 

５－３－１．更なる質の向上を目指す学校用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーC）：第三

者評価の導入に向けて、更なる質の向上を目指す学校向けの自己点検・評価表様

式 

５－３－２．私立専門等評価機構対応用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーS）：特定非営

利活動法人 私立専門学校等評価研究機構が実施している第三者評価の受審を

目指す学校向けの自己点検・評価表様式 

５－３－３．QAPHE 対応用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーQ）：一般社団法人 専門職

高等教育質保証機構が実施している第三者評価の受審を目指す学校向けの自己

点検・評価表様式 

５－３－４．JAMOTEC 対応用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーJ）：JAMOTE 認証サービ

ス株式会社が実施している第三者評価の受審を目指す学校向けの自己点検・評価

表様式 

 

自己点検・評価表様式を次ページ以降に掲載する。 

ただし、上記のうち５－３－１．～５－３－４．については、「５－３．更なる質の向上を目指す学校

用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーC 等）」として、カテゴリーC・カテゴリーS・カテゴリーQ・

カテゴリーJ の小項目をまとめて掲載している。使用する際には、不要な部分を削除し、該当する

カテゴリーの項目のみで自己点検・評価を実施していただきたい。 
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 １１ 国際交流（必要に応じて） カテゴリー エビデンス例 

11 1 
中
項
目 

留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導

等を適切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
A 事業計画書、校務分掌表 

11 1 2 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
A 

入管提出書類一式、学籍、管理体制組

織図 

11 1 3 
留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
A 留学生活の手引き、組織図 

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
A 

留学生活の手引き、成績証明書（外国語

併記様式）、HP、JLPT 取得率、資格試験

取得率、就職率、進学率 

11 1 5 国際交流に取組んでいるか C/S 海外のとの教育交流に関する協定等 

11 1 6 
海外留学プログラムに対する支援を適切に行

っているか 
C 

説明会資料、連携に関する資料、海外の

との教育交流に関する協定等、エージェ

ント契約書 

 

  

５５．．本本体体（（自自己己点点検検・・評評価価モモデデルル）） 
 

自己点検・評価モデルの本体として、利便性を考慮し、下記の 6 種類のモデルを示す。自校の

状況、ならびに今後の計画を考慮し、目的に適った自己点検・評価表様式を利用することをお勧

めする。 

 

５－１．基本的事項（カテゴリーA のみ）：全ての専修学校に必要な項目のみからなる自己点検・

評価表様式 

５－２．職業実践専門課程認定校用（カテゴリーA＋カテゴリーB）：職業実践専門課程の認定を

受けている学校向けの自己点検・評価表様式 

５－３－１．更なる質の向上を目指す学校用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーC）：第三

者評価の導入に向けて、更なる質の向上を目指す学校向けの自己点検・評価表様

式 

５－３－２．私立専門等評価機構対応用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーS）：特定非営

利活動法人 私立専門学校等評価研究機構が実施している第三者評価の受審を

目指す学校向けの自己点検・評価表様式 

５－３－３．QAPHE 対応用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーQ）：一般社団法人 専門職

高等教育質保証機構が実施している第三者評価の受審を目指す学校向けの自己

点検・評価表様式 

５－３－４．JAMOTEC 対応用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーJ）：JAMOTE 認証サービ

ス株式会社が実施している第三者評価の受審を目指す学校向けの自己点検・評価

表様式 

 

自己点検・評価表様式を次ページ以降に掲載する。 

ただし、上記のうち５－３－１．～５－３－４．については、「５－３．更なる質の向上を目指す学校

用（カテゴリーA＋カテゴリーB＋カテゴリーC 等）」として、カテゴリーC・カテゴリーS・カテゴリーQ・

カテゴリーJ の小項目をまとめて掲載している。使用する際には、不要な部分を削除し、該当する

カテゴリーの項目のみで自己点検・評価を実施していただきたい。 
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５５－－１１．．基基本本的的事事項項（（カカテテゴゴリリーーAA ののみみ））  

自己点検・評価表（2021 モデル Ver. 1.0_A） 

          

実施日：令和   年   月   日  

学校名：                  

１．学校の教育目標 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 
 

 １ 教育理念・目標 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

1 1 
中
項
目 

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。職業教

育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 
学校の理念・目的・育成人材像は定められてい

るか（専門分野の特性が明確になっているか） 
A ４ ３ ２ １   

1 1 2 
学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、

周知しているか 
A ４ ３ ２ １   

1 2 
中
項
目 

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に

対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか（コース修了後に、学習者がそのコン

ピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明

確にされているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 2 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構

想を抱いているか（学校の将来構想を描くため

に、業界の動向やニーズを調査しているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 3 
学校における職業教育の特色は明確になって

いるか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

③ 特記事項 

 

 ２ 学校運営 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

2 1 
中
項
目 

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 
教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 
A ４ ３ ２ １   

2 2 
中
項
目 

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有して

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか A ４ ３ ２ １   

2 3 
中
項
目 

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的な

ものになっているか） 
            

2 3 1 

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の

運営規程等が整備され、それらに従って理事

会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が開

催されているか 

A ４ ３ ２ １   

2 3 2 
運営組織や意思決定機能は、規則等において

明確化されているか、有効に機能しているか 
A ４ ３ ２ １   

2 3 3 組織機能図があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 21 出退勤管理簿があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 22 教職員の健康診断がされているか A ４ ３ ２ １   

2 3 41 
施設設備の保守・管理が定期的に行われてい

るか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 
中
項
目 

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 2 

現に教員数が充足していない場合、採用活動

を行っているか、 

または、教員資格等取得に向けた教育・指導を

行っているか 

A ４ ３ ２ １   

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか A ４ ３ ２ １   

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 21 
職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
A ４ ３ ２ １   
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５５－－１１．．基基本本的的事事項項（（カカテテゴゴリリーーAA ののみみ））  

自己点検・評価表（2021 モデル Ver. 1.0_A） 

          

実施日：令和   年   月   日  

学校名：                  

１．学校の教育目標 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 
 

 １ 教育理念・目標 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

1 1 
中
項
目 

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。職業教

育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 
学校の理念・目的・育成人材像は定められてい

るか（専門分野の特性が明確になっているか） 
A ４ ３ ２ １   

1 1 2 
学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、

周知しているか 
A ４ ３ ２ １   

1 2 
中
項
目 

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に

対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか（コース修了後に、学習者がそのコン

ピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明

確にされているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 2 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構

想を抱いているか（学校の将来構想を描くため

に、業界の動向やニーズを調査しているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 3 
学校における職業教育の特色は明確になって

いるか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

③ 特記事項 

 

 ２ 学校運営 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

2 1 
中
項
目 

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 
教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 
A ４ ３ ２ １   

2 2 
中
項
目 

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有して

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか A ４ ３ ２ １   

2 3 
中
項
目 

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的な

ものになっているか） 
            

2 3 1 

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の

運営規程等が整備され、それらに従って理事

会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が開

催されているか 

A ４ ３ ２ １   

2 3 2 
運営組織や意思決定機能は、規則等において

明確化されているか、有効に機能しているか 
A ４ ３ ２ １   

2 3 3 組織機能図があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 21 出退勤管理簿があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 22 教職員の健康診断がされているか A ４ ３ ２ １   

2 3 41 
施設設備の保守・管理が定期的に行われてい

るか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 
中
項
目 

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 2 

現に教員数が充足していない場合、採用活動

を行っているか、 

または、教員資格等取得に向けた教育・指導を

行っているか 

A ４ ３ ２ １   

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか A ４ ３ ２ １   

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 21 
職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
A ４ ３ ２ １   
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2 4 22 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資

質向上のための取組みが行われているか（研

修等の効果を評価し、文書により記録している

か） 

A ４ ３ ２ １   

2 5 
中
項
目 

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 6 
中
項
目 

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 

情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 

（情報システム化に取組み、業務の効率化を図

っているか） 

A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 
 
  

 ３ 教育活動 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

3 1 
中
項
目 

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか） 

3 1 1 

教育目的および育成人材像に基づき教育課程

の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明

示し、また学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表されているか。また定期

的に検証を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 2 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた教育機関としての修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ

ているか 

A ４ ３ ２ １   

3 2 
中
項
目 

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がなされ
ているか） 

3 2 1 
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュ

ラムは体系的に編成されているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 2 
講義および実習に関するシラバスは作成され

ているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 21 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施され

ているか（教育内容およびその評価方法、評価

項目、手段、スケジュールは適切か） 

A ４ ３ ２ １   

3 2 81 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立っ

たカリュキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実施されているか 

A ４ ３ ２ １   

3 3 
中
項
目 

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
A ４ ３ ２ １   

3 4 
中
項
目 

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの

中での体系的な位置づけはあるか（発行する

修了証明書の種類及び内容） 

A ４ ３ ２ １   

3 5 
中
項
目 

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、 

③ 課題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 21 
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア

教育･職業教育の取組が行われているか。 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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2 4 22 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資

質向上のための取組みが行われているか（研

修等の効果を評価し、文書により記録している

か） 

A ４ ３ ２ １   

2 5 
中
項
目 

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 6 
中
項
目 

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 

情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 

（情報システム化に取組み、業務の効率化を図

っているか） 

A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 
 
  

 ３ 教育活動 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

3 1 
中
項
目 

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか） 

3 1 1 

教育目的および育成人材像に基づき教育課程

の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明

示し、また学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表されているか。また定期

的に検証を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 2 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた教育機関としての修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ

ているか 

A ４ ３ ２ １   

3 2 
中
項
目 

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がなされ
ているか） 

3 2 1 
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュ

ラムは体系的に編成されているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 2 
講義および実習に関するシラバスは作成され

ているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 21 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施され

ているか（教育内容およびその評価方法、評価

項目、手段、スケジュールは適切か） 

A ４ ３ ２ １   

3 2 81 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立っ

たカリュキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実施されているか 

A ４ ３ ２ １   

3 3 
中
項
目 

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
A ４ ３ ２ １   

3 4 
中
項
目 

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの

中での体系的な位置づけはあるか（発行する

修了証明書の種類及び内容） 

A ４ ３ ２ １   

3 5 
中
項
目 

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、 

③ 課題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 21 
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア

教育･職業教育の取組が行われているか。 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ４ 学修成果・教育成果 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

4 1 
中
項
目 

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 
コース全体を通して、及びコースの修了時に、

学習者の習熟状況をアセスメントしているか 
A ４ ３ ２ １   

4 2 
中
項
目 

就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 
就職率の向上が図られているか（結果を分析

し、就職指導・支援の改善を図っているか） 
A ４ ３ ２ １   

4 2 2 
学生の就職に関する目標に対して教職員に共

有されているか 
A ４ ３ ２ １   

4 3 
中
項
目 

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 

資格取得率の向上が図られているか 

（目標とする資格試験等への合格率は全国平

均と比較してどうか） 

A ４ ３ ２ １   

4 3 2 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか A ４ ３ ２ １   

4 4 
中
項
目 

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか（卒業生の就職後の動向を出来

るだけ把握し、卒業後にも就職その他の支援を

行っているか） 

A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

  

 ５ 学生支援 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

5 1 
中
項
目 

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生生活を

送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか A ４ ３ ２ １   

5 2 
中
項
目 

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 

進路・就職に関する支援体制は整備されてい

るか（またそれはきちんと学生や保護者に周知

されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 3 
中
項
目 

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 
学生相談に関する体制は整備されているか 

（相談窓口が設置されているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 4 
中
項
目 

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生活環

境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 
奨学金制度など、学生の経済的側面に対する

支援体制は整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

5 4 21 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学

生の健康診断を実施しているか、また健康相

談窓口は整備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 4 41 
課外活動に対する支援体制は整備されている

か 
A ４ ３ ２ １   

5 4 42 

学生の生活環境への支援は行われているか

（学生のアパート探しなど、住環境への支援体

制はあるか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 
中
項
目 

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 5 1 

退学率の低減が図られているか（受講登録、

出欠状況及び学習者の減少に関する分析が

行われているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 2 退学率の目標を設定しているか A ４ ３ ２ １   

5 6 
中
項
目 

保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 
保護者と適切に連携しているか（保護者のニー

ズを把握しているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 7 
中
項
目 

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している

か） 

5 7 41 
社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整

備されているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

③ 特記事項 
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 ４ 学修成果・教育成果 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

4 1 
中
項
目 

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 
コース全体を通して、及びコースの修了時に、

学習者の習熟状況をアセスメントしているか 
A ４ ３ ２ １   

4 2 
中
項
目 

就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 
就職率の向上が図られているか（結果を分析

し、就職指導・支援の改善を図っているか） 
A ４ ３ ２ １   

4 2 2 
学生の就職に関する目標に対して教職員に共

有されているか 
A ４ ３ ２ １   

4 3 
中
項
目 

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 

資格取得率の向上が図られているか 

（目標とする資格試験等への合格率は全国平

均と比較してどうか） 

A ４ ３ ２ １   

4 3 2 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか A ４ ３ ２ １   

4 4 
中
項
目 

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか（卒業生の就職後の動向を出来

るだけ把握し、卒業後にも就職その他の支援を

行っているか） 

A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

  

 ５ 学生支援 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

5 1 
中
項
目 

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生生活を

送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか A ４ ３ ２ １   

5 2 
中
項
目 

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 

進路・就職に関する支援体制は整備されてい

るか（またそれはきちんと学生や保護者に周知

されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 3 
中
項
目 

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 
学生相談に関する体制は整備されているか 

（相談窓口が設置されているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 4 
中
項
目 

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生活環

境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 
奨学金制度など、学生の経済的側面に対する

支援体制は整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

5 4 21 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学

生の健康診断を実施しているか、また健康相

談窓口は整備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 4 41 
課外活動に対する支援体制は整備されている

か 
A ４ ３ ２ １   

5 4 42 

学生の生活環境への支援は行われているか

（学生のアパート探しなど、住環境への支援体

制はあるか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 
中
項
目 

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 5 1 

退学率の低減が図られているか（受講登録、

出欠状況及び学習者の減少に関する分析が

行われているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 2 退学率の目標を設定しているか A ４ ３ ２ １   

5 6 
中
項
目 

保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 
保護者と適切に連携しているか（保護者のニー

ズを把握しているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 7 
中
項
目 

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している

か） 

5 7 41 
社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整

備されているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

③ 特記事項 
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 ６ 教育環境 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A ４ ３ ２ １   

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整

備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A ４ ３ ２ １   

6 3" 
中
項
目 

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 

6 3 1 
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 2 
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システ

ム等）が整備・点検されているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

  

 ７ 学生の受入れ募集 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

7 1 
中
項
目 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか A ４ ３ ２ １   

7 1 2 

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

を策定し、学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表しているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 3 
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・

免許等をわかりやすく紹介しているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 4 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に学生募集を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 21 
入学に関する問い合わせ等に適切に対応でき

る体制ができているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 22 

学校説明会等による情報提供（育成人材像、

評価手段及びその基準、目指す資格・検定・コ

ンペ、学費・教材費等の情報）を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

7 2 
中
項
目 

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 

学校案内等には選抜方法が明示されているか

（入学に必要な学力、スキル、資格、職業経験

などの、前提となる要件が明示されているか） 

A ４ ３ ２ １   

7 2 2 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に入学者選抜を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 3 
中
項
目 

学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか A ４ ３ ２ １   

7 3 2 
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購

入費等が明示されているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ６ 教育環境 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A ４ ３ ２ １   

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整

備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A ４ ３ ２ １   

6 3" 
中
項
目 

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 

6 3 1 
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 2 
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システ

ム等）が整備・点検されているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

  

 ７ 学生の受入れ募集 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

7 1 
中
項
目 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか A ４ ３ ２ １   

7 1 2 

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

を策定し、学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表しているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 3 
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・

免許等をわかりやすく紹介しているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 4 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に学生募集を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 21 
入学に関する問い合わせ等に適切に対応でき

る体制ができているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 22 

学校説明会等による情報提供（育成人材像、

評価手段及びその基準、目指す資格・検定・コ

ンペ、学費・教材費等の情報）を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

7 2 
中
項
目 

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 

学校案内等には選抜方法が明示されているか

（入学に必要な学力、スキル、資格、職業経験

などの、前提となる要件が明示されているか） 

A ４ ３ ２ １   

7 2 2 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に入学者選抜を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 3 
中
項
目 
学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか A ４ ３ ２ １   

7 3 2 
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購

入費等が明示されているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ８ 教育の内部質保証システム カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

8 1 
中
項
目 

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なっているか） 

8 1 1 
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運

営がなされているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 2 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体

制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 2 
中
項
目 

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 
学校が保有する個人情報保護に関する対策を

実施しているか 
A ４ ３ ２ １   

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか A ４ ３ ２ １   

8 3 
中
項
目 

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 
学校教育、学校運営について、自己点検・評価

を実施し、さらに課題解決に取り組んでいるか 
A ４ ３ ２ １   

8 3 2 
自己点検・評価報告書にまとめているか 

（自己点検・評価報告書があるか） 
A ４ ３ ２ １   

8 4 
中
項
目 

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・改善の

ためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 
自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える

機会を設けたか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 2 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校

の教育活動の改善に活用されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 5 
中
項
目 
教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 
教育活動に関する情報公開が適切になされて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

8 5 21 自己評価結果を公開してい るか A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 
 
 
 

 ９ 財務  カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

9 1 
中
項
目 

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 
教育活動を安定して遂行するために必要かつ

十分な財政的基盤を確立しているか 
A ４ ３ ２ １   

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか A ４ ３ ２ １   

9 2 
中
項
目 

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を行っ

ているか） 

9 2 1 
予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなって

いるか 
A ４ ３ ２ １   

9 3 
中
項
目 

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 3 1 

私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監

査を実施し、理事会、評議員会に報告している

か 

A ４ ３ ２ １   

9 4 
中
項
目 

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 
財務情報公開の体制を整備し、適切に公開し

ているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 
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 ８ 教育の内部質保証システム カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

8 1 
中
項
目 

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なっているか） 

8 1 1 
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運

営がなされているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 2 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体

制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 2 
中
項
目 

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 
学校が保有する個人情報保護に関する対策を

実施しているか 
A ４ ３ ２ １   

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか A ４ ３ ２ １   

8 3 
中
項
目 

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 
学校教育、学校運営について、自己点検・評価

を実施し、さらに課題解決に取り組んでいるか 
A ４ ３ ２ １   

8 3 2 
自己点検・評価報告書にまとめているか 

（自己点検・評価報告書があるか） 
A ４ ３ ２ １   

8 4 
中
項
目 

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・改善の

ためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 
自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える

機会を設けたか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 2 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校

の教育活動の改善に活用されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 5 
中
項
目 

教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 
教育活動に関する情報公開が適切になされて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

8 5 21 自己評価結果を公開してい るか A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 
 
 
 

 ９ 財務  カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

9 1 
中
項
目 

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 
教育活動を安定して遂行するために必要かつ

十分な財政的基盤を確立しているか 
A ４ ３ ２ １   

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか A ４ ３ ２ １   

9 2 
中
項
目 

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を行っ

ているか） 

9 2 1 
予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなって

いるか 
A ４ ３ ２ １   

9 3 
中
項
目 

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 3 1 

私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監

査を実施し、理事会、評議員会に報告している

か 

A ４ ３ ２ １   

9 4 
中
項
目 

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 
財務情報公開の体制を整備し、適切に公開し

ているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 
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 １０ 社会貢献・地域貢献 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

10 1 
中
項
目 

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･

地域貢献を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

10 1 2 

地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業

訓練等を含む ) の受託等を積極的に実施し

ているか 

A ４ ３ ２ １   

10 2 
中
項
目 

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 １１ 国際交流（必要に応じて） カテゴリー 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

11 1 
中
項
目 
留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導等を適

切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 2 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 3 
留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

   

５５－－２２．．職職業業実実践践専専門門課課程程認認定定校校用用（（カカテテゴゴリリーーAA＋＋カカテテゴゴリリーーBB））  

自己点検・評価表（2021 モデル Ver. 1.0_B） 

          

実施日：令和   年   月   日  

学校名：                  

１．学校の教育目標 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

 

 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 
 

 １ 教育理念・目標 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

1 1 
中
項
目 

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。職業教

育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 
学校の理念・目的・育成人材像は定められてい

るか（専門分野の特性が明確になっているか） 
A ４ ３ ２ １   

1 1 2 
学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、

周知しているか 
A ４ ３ ２ １   

1 1 3 
教職員に対して教育理念等を明文化し、周知

徹底を図っているか 
B ４ ３ ２ １   

1 1 4 
学外の方に対して教育理念等を明文化し、公

表しているか 
B ４ ３ ２ １   

1 2 
中
項
目 

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に

対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか（コース修了後に、学習者がそのコン

ピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明

確にされているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 2 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構

想を抱いているか 

（学校の将来構想を描くために、業界の動向や

ニーズを調査しているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 3 
学校における職業教育の特色は明確になって

いるか 
A ４ ３ ２ １   
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 １０ 社会貢献・地域貢献 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

10 1 
中
項
目 

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･

地域貢献を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

10 1 2 

地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業

訓練等を含む ) の受託等を積極的に実施し

ているか 

A ４ ３ ２ １   

10 2 
中
項
目 

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 １１ 国際交流（必要に応じて） カテゴリー 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

11 1 
中
項
目 

留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導等を適

切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 2 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 3 
留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

   

５５－－２２．．職職業業実実践践専専門門課課程程認認定定校校用用（（カカテテゴゴリリーーAA＋＋カカテテゴゴリリーーBB））  

自己点検・評価表（2021 モデル Ver. 1.0_B） 

          

実施日：令和   年   月   日  

学校名：                  

１．学校の教育目標 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

 

 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 
 

 １ 教育理念・目標 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

1 1 
中
項
目 

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。職業教

育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 
学校の理念・目的・育成人材像は定められてい

るか（専門分野の特性が明確になっているか） 
A ４ ３ ２ １   

1 1 2 
学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、

周知しているか 
A ４ ３ ２ １   

1 1 3 
教職員に対して教育理念等を明文化し、周知

徹底を図っているか 
B ４ ３ ２ １   

1 1 4 
学外の方に対して教育理念等を明文化し、公

表しているか 
B ４ ３ ２ １   

1 2 
中
項
目 

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に

対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか（コース修了後に、学習者がそのコン

ピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明

確にされているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 2 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構

想を抱いているか 

（学校の将来構想を描くために、業界の動向や

ニーズを調査しているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 3 
学校における職業教育の特色は明確になって

いるか 
A ４ ３ ２ １   
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① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 ２ 学校運営 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

2 1 
中
項
目 

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 
教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 
A ４ ３ ２ １   

2 1 2 
運営方針を教職員に周知しているか、また必

要に応じてその浸浸透透度度を確認しているか 
Ｂ ４ ３ ２ １   

2 2 
中
項
目 

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有して

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか A ４ ３ ２ １   

2 3 
中
項
目 

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的な

ものになっているか） 
            

2 3 1 

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の

運営規程等が整備され、それらに従って理事

会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が開

催されているか 

A ４ ３ ２ １   

2 3 2 
運営組織や意思決定機能は、規則等において

明確化されているか、有効に機能しているか 
A ４ ３ ２ １   

2 3 3 組織機能図があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 4 
運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的

に開催されているか 
B ４ ３ ２ １   

2 3 21 出退勤管理簿があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 22 教職員の健康診断がされているか A ４ ３ ２ １   

2 3 41 
施設設備の保守・管理が定期的に行われてい

るか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 
中
項
目 

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 2 

現に教員数が充足していない場合、採用活動

を行っているか、 

または、教員資格等取得に向けた教育・指導を

行っているか 

A ４ ３ ２ １   

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか A ４ ３ ２ １   

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 21 
職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 22 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資

質向上のための取組みが行われているか（研

修等の効果を評価し、文書により記録している

か） 

A ４ ３ ２ １   

2 4 23 
教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を実

施しているか 
B ４ ３ ２ １   

2 4 24 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、実務に関する研修

や指導力の修得・向上のための研修等を教員

の業務経験や能力、担当する授業や業務に応

じて組織的・計画的に受講させているか 

B ４ ３ ２ １   

2 4 25 

教員に対して、割り当てられた職務及び責任、

学習サービスの評価結果、本人の専門能力開

発のニーズに対する見解を考慮に入れて、専

門能力開発の計画を作成しているか（教職員

研修計画の作成） 

B ４ ３ ２ １   

2 4 41 
教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤

講師等との定期的な情報交換を行っているか 
B ４ ３ ２ １   

2 5 
中
項
目 

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   
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① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 ２ 学校運営 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

2 1 
中
項
目 

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 
教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 
A ４ ３ ２ １   

2 1 2 
運営方針を教職員に周知しているか、また必

要に応じてその浸浸透透度度を確認しているか 
Ｂ ４ ３ ２ １   

2 2 
中
項
目 

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有して

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか A ４ ３ ２ １   

2 3 
中
項
目 

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的な

ものになっているか） 
            

2 3 1 

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の

運営規程等が整備され、それらに従って理事

会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が開

催されているか 

A ４ ３ ２ １   

2 3 2 
運営組織や意思決定機能は、規則等において

明確化されているか、有効に機能しているか 
A ４ ３ ２ １   

2 3 3 組織機能図があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 4 
運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的

に開催されているか 
B ４ ３ ２ １   

2 3 21 出退勤管理簿があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 22 教職員の健康診断がされているか A ４ ３ ２ １   

2 3 41 
施設設備の保守・管理が定期的に行われてい

るか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 
中
項
目 

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 2 

現に教員数が充足していない場合、採用活動

を行っているか、 

または、教員資格等取得に向けた教育・指導を

行っているか 

A ４ ３ ２ １   

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか A ４ ３ ２ １   

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 21 
職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 22 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資

質向上のための取組みが行われているか（研

修等の効果を評価し、文書により記録している

か） 

A ４ ３ ２ １   

2 4 23 
教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を実

施しているか 
B ４ ３ ２ １   

2 4 24 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、実務に関する研修

や指導力の修得・向上のための研修等を教員

の業務経験や能力、担当する授業や業務に応

じて組織的・計画的に受講させているか 

B ４ ３ ２ １   

2 4 25 

教員に対して、割り当てられた職務及び責任、

学習サービスの評価結果、本人の専門能力開

発のニーズに対する見解を考慮に入れて、専

門能力開発の計画を作成しているか（教職員

研修計画の作成） 

B ４ ３ ２ １   

2 4 41 
教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤

講師等との定期的な情報交換を行っているか 
B ４ ３ ２ １   

2 5 
中
項
目 

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   
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2 5 3 昇給・昇格制度は文書化されているか B ４ ３ ２ １   

2 5 4 採用制度は文書化されているか B ４ ３ ２ １   

2 6 
中
項
目 

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 

情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 

（情報システム化に取組み、業務の効率化を図

っているか） 

A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 
 

 ３ 教育活動 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

3 1 
中
項
目 

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか） 

3 1 1 

教育目的および育成人材像に基づき教育課程

の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明

示し、また学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表されているか。また定期

的に検証を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 2 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた教育機関としての修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ

ているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 3 

教育目的および育成人材像に基づきディプロ

マポリシーを明示し、また学校構成員（教職員

および学生等）に周知し、社会に公表されてい

るか。また定期的に検証を行っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 
中
項
目 

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がなされ

ているか） 

3 2 1 
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュ

ラムは体系的に編成されているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 2 
講義および実習に関するシラバスは作成され

ているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 3 
各科目の一コマの授業について、その授業シラ

バスが作成されているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 4 

シラバスあるいは講義要項（作成されていれば

コマシラバス）などが事前に学生に示され（ある

いはホームページなどで公開されて）、授業で

有効活用されているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 21 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施され

ているか（教育内容およびその評価方法、評価

項目、手段、スケジュールは適切か） 

A ４ ３ ２ １   

3 2 22 
質保証を目的とした授業や学習の定期的な観

察を実施しているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 23 

学生によるアンケート等で、適切に授業評価を

実施しているか（学習の目的を満たしている

か、満足度を含めて定期的に確認しているか） 

B ４ ３ ２ １   

3 2 24 
評価結果を教員にフィードバックするなど、その

結果を授業改善に役立てているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 41 

カリキュラム作成のために複数のメンバーによ

りカリキュラムの作成が行われているか（カリキ

ュラム作成委員会等） 

B ４ ３ ２ １   

3 2 42 

カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者な

どの外部関係者を入れているかまたはその意

見を取り入れているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 81 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立っ

たカリュキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実施されているか 

A ４ ３ ２ １   

3 2 82 

関連分野における実践的な職業教育（産学連

携によるインターンシップ、実技・実習等）が体

系的に位置づけられ、その内容、評価法などが

事前に決められているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 83 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、演習・実習等を行

っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 84 
企業・施設等での職場実習（インターンシップ

含む）があるか 
B ４ ３ ２ １   

3 3 
中
項
目 

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
A ４ ３ ２ １   

3 3 2 

学生や保護者に対し、成績評価・単位認定の

基準、進級要件、卒業要件はきちんと提示され

ているか 

B ４ ３ ２ １   

3 3 3 
各規定に基づいて適切に成績評価・単位認

定、進級・卒業判定を行っているか 
B ４ ３ ２ １   
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2 5 3 昇給・昇格制度は文書化されているか B ４ ３ ２ １   

2 5 4 採用制度は文書化されているか B ４ ３ ２ １   

2 6 
中
項
目 

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 

情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 

（情報システム化に取組み、業務の効率化を図

っているか） 

A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 
 

 ３ 教育活動 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

3 1 
中
項
目 

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか） 

3 1 1 

教育目的および育成人材像に基づき教育課程

の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明

示し、また学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表されているか。また定期

的に検証を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 2 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた教育機関としての修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ

ているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 3 

教育目的および育成人材像に基づきディプロ

マポリシーを明示し、また学校構成員（教職員

および学生等）に周知し、社会に公表されてい

るか。また定期的に検証を行っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 
中
項
目 

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がなされ

ているか） 

3 2 1 
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュ

ラムは体系的に編成されているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 2 
講義および実習に関するシラバスは作成され

ているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 3 
各科目の一コマの授業について、その授業シラ

バスが作成されているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 4 

シラバスあるいは講義要項（作成されていれば

コマシラバス）などが事前に学生に示され（ある

いはホームページなどで公開されて）、授業で

有効活用されているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 21 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施され

ているか（教育内容およびその評価方法、評価

項目、手段、スケジュールは適切か） 

A ４ ３ ２ １   

3 2 22 
質保証を目的とした授業や学習の定期的な観

察を実施しているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 23 

学生によるアンケート等で、適切に授業評価を

実施しているか（学習の目的を満たしている

か、満足度を含めて定期的に確認しているか） 

B ４ ３ ２ １   

3 2 24 
評価結果を教員にフィードバックするなど、その

結果を授業改善に役立てているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 41 

カリキュラム作成のために複数のメンバーによ

りカリキュラムの作成が行われているか（カリキ

ュラム作成委員会等） 

B ４ ３ ２ １   

3 2 42 

カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者な

どの外部関係者を入れているかまたはその意

見を取り入れているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 81 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立っ

たカリュキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実施されているか 

A ４ ３ ２ １   

3 2 82 

関連分野における実践的な職業教育（産学連

携によるインターンシップ、実技・実習等）が体

系的に位置づけられ、その内容、評価法などが

事前に決められているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 83 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、演習・実習等を行

っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 84 
企業・施設等での職場実習（インターンシップ

含む）があるか 
B ４ ３ ２ １   

3 3 
中
項
目 

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
A ４ ３ ２ １   

3 3 2 

学生や保護者に対し、成績評価・単位認定の

基準、進級要件、卒業要件はきちんと提示され

ているか 

B ４ ３ ２ １   

3 3 3 
各規定に基づいて適切に成績評価・単位認

定、進級・卒業判定を行っているか 
B ４ ３ ２ １   
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3 3 4 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、学生の学修成果

の評価を行っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 4 
中
項
目 

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの

中での体系的な位置づけはあるか（発行する

修了証明書の種類及び内容） 

A ４ ３ ２ １   

3 4 2 資格・免許取得のための指導体制はあるか B ４ ３ ２ １   

3 5 
中
項
目 

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、③ 課

題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 1 

キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的

自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育

成しキャリア発達を促しているか 

B ４ ３ ２ １   

3 5 21 
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア

教育･職業教育の取組が行われているか。 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

  

 ４ 学修成果・教育成果 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

4 1 
中
項
目 

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 
コース全体を通して、及びコースの修了時に、

学習者の習熟状況をアセスメントしているか 
A ４ ３ ２ １   

4 1 2 

学生の学修成果の評価に際して、育成する人

材像に沿った評価項目を定め、明確な基準で

実施されているか（測定する知識、スキル及び

能力、測定の基準、アセスメントの方法は明確

か） 

B ４ ３ ２ １   

4 2 
中
項
目 

就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 
就職率の向上が図られているか（結果を分析

し、就職指導・支援の改善を図っているか） 
A ４ ３ ２ １   

4 2 2 
学生の就職に関する目標に対して教職員に共

有されているか 
A ４ ３ ２ １   

4 2 3 
学生の就職活動に関する記録がなされている

か 
B ４ ３ ２ １   

4 2 4 
対外部に向けた就職実績を公表しているか（パ

ンフレット・ＨＰ等） 
B ４ ３ ２ １   

4 3 
中
項
目 

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 

資格取得率の向上が図られているか 

（目標とする資格試験等への合格率は全国平

均と比較してどうか） 

A ４ ３ ２ １   

4 3 2 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか A ４ ３ ２ １   

4 3 3 
資格・検定・コンペに関する目標・計画が教職

員に共有されているか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 4 
資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告がさ

れたか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 5 
資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格率）

を公表しているか 
B ４ ３ ２ １   

4 4 
中
項
目 

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか（卒業生の就職後の動向を出来

るだけ把握し、卒業後にも就職その他の支援を

行っているか） 

A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

③ 特記事項 
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3 3 4 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、学生の学修成果

の評価を行っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 4 
中
項
目 

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの

中での体系的な位置づけはあるか（発行する

修了証明書の種類及び内容） 

A ４ ３ ２ １   

3 4 2 資格・免許取得のための指導体制はあるか B ４ ３ ２ １   

3 5 
中
項
目 

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、③ 課

題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 1 

キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的

自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育

成しキャリア発達を促しているか 

B ４ ３ ２ １   

3 5 21 
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア

教育･職業教育の取組が行われているか。 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

  

 ４ 学修成果・教育成果 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

4 1 
中
項
目 

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 
コース全体を通して、及びコースの修了時に、

学習者の習熟状況をアセスメントしているか 
A ４ ３ ２ １   

4 1 2 

学生の学修成果の評価に際して、育成する人

材像に沿った評価項目を定め、明確な基準で

実施されているか（測定する知識、スキル及び

能力、測定の基準、アセスメントの方法は明確

か） 

B ４ ３ ２ １   

4 2 
中
項
目 

就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 
就職率の向上が図られているか（結果を分析

し、就職指導・支援の改善を図っているか） 
A ４ ３ ２ １   

4 2 2 
学生の就職に関する目標に対して教職員に共

有されているか 
A ４ ３ ２ １   

4 2 3 
学生の就職活動に関する記録がなされている

か 
B ４ ３ ２ １   

4 2 4 
対外部に向けた就職実績を公表しているか（パ

ンフレット・ＨＰ等） 
B ４ ３ ２ １   

4 3 
中
項
目 

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 

資格取得率の向上が図られているか 

（目標とする資格試験等への合格率は全国平

均と比較してどうか） 

A ４ ３ ２ １   

4 3 2 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか A ４ ３ ２ １   

4 3 3 
資格・検定・コンペに関する目標・計画が教職

員に共有されているか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 4 
資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告がさ

れたか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 5 
資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格率）

を公表しているか 
B ４ ３ ２ １   

4 4 
中
項
目 

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか（卒業生の就職後の動向を出来

るだけ把握し、卒業後にも就職その他の支援を

行っているか） 

A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

③ 特記事項 
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 ５ 学生支援 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

5 1 
中
項
目 

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生生活を

送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか A ４ ３ ２ １   

5 2 
中
項
目 

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 

進路・就職に関する支援体制は整備されてい

るか（またそれはきちんと学生や保護者に周知

されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 3 
中
項
目 

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 
学生相談に関する体制は整備されているか 

（相談窓口が設置されているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか B ４ ３ ２ １   

5 4 
中
項
目 

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生活環

境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 
奨学金制度など、学生の経済的側面に対する

支援体制は整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

5 4 21 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学

生の健康診断を実施しているか、また健康相

談窓口は整備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 4 41 
課外活動に対する支援体制は整備されている

か 
A ４ ３ ２ １   

5 4 42 

学生の生活環境への支援は行われているか

（学生のアパート探しなど、住環境への支援体

制はあるか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 
中
項
目 

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 5 1 

退学率の低減が図られているか（受講登録、

出欠状況及び学習者の減少に関する分析が

行われているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 2 退学率の目標を設定しているか A ４ ３ ２ １   

5 5 3 
退学率の低減に関する目標・計画が教職員に

共有されているか 
B ４ ３ ２ １   

5 5 4 退学者数を公表しているか B ４ ３ ２ １   

5 6 
中
項
目 

保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 
保護者と適切に連携しているか（保護者のニー

ズを把握しているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 6 2 
保護者との計画的な相談会・面談を行っている

か 
B ４ ３ ２ １   

5 7 
中
項
目 

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している

か） 

5 7 1 

卒業生への支援体制を整備しているか（再就

職、キャリアアップ等について、相談に乗ってい

るか） 

B ４ ３ ２ １   

5 7 21 
卒業生への卒後教育等の支援体制はあるか

（卒業生への講習・研修を行っているか） 
B ４ ３ ２ １   

5 7 41 
社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整

備されているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ５ 学生支援 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

5 1 
中
項
目 

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生生活を

送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか A ４ ３ ２ １   

5 2 
中
項
目 

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 

進路・就職に関する支援体制は整備されてい

るか（またそれはきちんと学生や保護者に周知

されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 3 
中
項
目 

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 
学生相談に関する体制は整備されているか 

（相談窓口が設置されているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか B ４ ３ ２ １   

5 4 
中
項
目 

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生活環

境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 
奨学金制度など、学生の経済的側面に対する

支援体制は整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

5 4 21 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学

生の健康診断を実施しているか、また健康相

談窓口は整備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 4 41 
課外活動に対する支援体制は整備されている

か 
A ４ ３ ２ １   

5 4 42 

学生の生活環境への支援は行われているか

（学生のアパート探しなど、住環境への支援体

制はあるか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 
中
項
目 

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 5 1 

退学率の低減が図られているか（受講登録、

出欠状況及び学習者の減少に関する分析が

行われているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 2 退学率の目標を設定しているか A ４ ３ ２ １   

5 5 3 
退学率の低減に関する目標・計画が教職員に

共有されているか 
B ４ ３ ２ １   

5 5 4 退学者数を公表しているか B ４ ３ ２ １   

5 6 
中
項
目 

保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 
保護者と適切に連携しているか（保護者のニー

ズを把握しているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 6 2 
保護者との計画的な相談会・面談を行っている

か 
B ４ ３ ２ １   

5 7 
中
項
目 

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している

か） 

5 7 1 

卒業生への支援体制を整備しているか（再就

職、キャリアアップ等について、相談に乗ってい

るか） 

B ４ ３ ２ １   

5 7 21 
卒業生への卒後教育等の支援体制はあるか

（卒業生への講習・研修を行っているか） 
B ４ ３ ２ １   

5 7 41 
社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整

備されているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ６ 教育環境 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 21 
分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示され

ているか 
B ４ ３ ２ １   

6 1 22 
学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管

理・チェックがされているか 
B ４ ３ ２ １   

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A ４ ３ ２ １   

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整

備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A ４ ３ ２ １   

6 2 2 

実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取

扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備さ

れているか。 

B ４ ３ ２ １   

6 3" 
中
項
目 

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 

6 3 1 
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 2 
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システ

ム等）が整備・点検されているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか A ４ ３ ２ １   

6 3 41 学校における安全管理の整備を行っているか B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 ７ 学生の受入れ募集 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

7 1 
中
項
目 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか A ４ ３ ２ １   

7 1 2 

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

を策定し、学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表しているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 3 
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・

免許等をわかりやすく紹介しているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 4 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に学生募集を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 21 
入学に関する問い合わせ等に適切に対応でき

る体制ができているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 22 

学校説明会等による情報提供（育成人材像、

評価手段及びその基準、目指す資格・検定・コ

ンペ、学費・教材費等の情報）を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 23 
入学予定者に対し学習指導・支援等は行われ

ているか 
B ４ ３ ２ １   

7 2 
中
項
目 

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 

学校案内等には選抜方法が明示されているか

（入学に必要な学力、スキル、資格、職業経験

などの、前提となる要件が明示されているか） 

A ４ ３ ２ １   

7 2 2 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に入学者選抜を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 3 
中
項
目 

学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか A ４ ３ ２ １   

7 3 2 
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購

入費等が明示されているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ６ 教育環境 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 21 
分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示され

ているか 
B ４ ３ ２ １   

6 1 22 
学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管

理・チェックがされているか 
B ４ ３ ２ １   

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A ４ ３ ２ １   

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整

備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A ４ ３ ２ １   

6 2 2 

実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取

扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備さ

れているか。 

B ４ ３ ２ １   

6 3" 
中
項
目 

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 

6 3 1 
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 2 
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システ

ム等）が整備・点検されているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか A ４ ３ ２ １   

6 3 41 学校における安全管理の整備を行っているか B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 ７ 学生の受入れ募集 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

7 1 
中
項
目 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか A ４ ３ ２ １   

7 1 2 

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

を策定し、学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表しているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 3 
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・

免許等をわかりやすく紹介しているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 4 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に学生募集を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 21 
入学に関する問い合わせ等に適切に対応でき

る体制ができているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 22 

学校説明会等による情報提供（育成人材像、

評価手段及びその基準、目指す資格・検定・コ

ンペ、学費・教材費等の情報）を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 23 
入学予定者に対し学習指導・支援等は行われ

ているか 
B ４ ３ ２ １   

7 2 
中
項
目 

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 

学校案内等には選抜方法が明示されているか

（入学に必要な学力、スキル、資格、職業経験

などの、前提となる要件が明示されているか） 

A ４ ３ ２ １   

7 2 2 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に入学者選抜を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 3 
中
項
目 

学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか A ４ ３ ２ １   

7 3 2 
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購

入費等が明示されているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ８ 教育の内部質保証システム カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

8 1 
中
項
目 

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なっているか） 

8 1 1 
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運

営がなされているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 2 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体

制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 3 
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規

程を整備し適切に運用しているか 
B ４ ３ ２ １   

8 2 
中
項
目 

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 
学校が保有する個人情報保護に関する対策を

実施しているか 
A ４ ３ ２ １   

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか A ４ ３ ２ １   

8 2 3 
個人情報の取扱いについて、教職員に対し周

知し、意識づけができているか 
B ４ ３ ２ １   

8 3 
中
項
目 

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 
学校教育、学校運営について、自己点検・評価

を実施し、さらに課題解決に取り組んでいるか 
A ４ ３ ２ １   

8 3 2 
自己点検・評価報告書にまとめているか 

（自己点検・評価報告書があるか） 
A ４ ３ ２ １   

8 3 3 自己点検・評価の組織があるか B ４ ３ ２ １   

8 3 21 

学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関

係者評価を実施し、改善の取組みを行っている

か 

B ４ ３ ２ １   

8 4 
中
項
目 

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・改善の

ためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 
自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える

機会を設けたか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 2 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校

の教育活動の改善に活用されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 3 
自己点検・評価の結果に基づき改善計画を策

定したか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 4 
自己点検・評価の結果に基づき期限を定めて

改善計画に基づいた結果の検証がされたか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 5 
学校関係者評価の結果に基づき改善計画を策

定したか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 6 
学校関係者評価の結果に基づき期限を定めて

改善計画に基づいた結果の検証がされたか 
B ４ ３ ２ １   

8 5 
中
項
目 

教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 
教育活動に関する情報公開が適切になされて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

8 5 21 自己評価結果を公開してい るか A ４ ３ ２ １   

8 5 22 学校関係者評価結果を公表しているか B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 
 

 ９ 財務  カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

9 1 
中
項
目 

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 
教育活動を安定して遂行するために必要かつ

十分な財政的基盤を確立しているか 
A ４ ３ ２ １   

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか A ４ ３ ２ １   

9 2 
中
項
目 

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を行っ

ているか） 

9 2 1 
予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなって

いるか 
A ４ ３ ２ １   

9 2 2 
予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っ

ているか 
B ４ ３ ２ １   

9 3 
中
項
目 

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 3 1 

私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監

査を実施し、理事会、評議員会に報告している

か 

A ４ ３ ２ １   

9 4 
中
項
目 

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 
財務情報公開の体制を整備し、適切に公開し

ているか 
A ４ ３ ２ １   

9 4 2 
財務情報の公開について、ホームページに公

開するなど積極的に取組んでいるか 
B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ８ 教育の内部質保証システム カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

8 1 
中
項
目 

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なっているか） 

8 1 1 
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運

営がなされているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 2 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体

制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 3 
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規

程を整備し適切に運用しているか 
B ４ ３ ２ １   

8 2 
中
項
目 

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 
学校が保有する個人情報保護に関する対策を

実施しているか 
A ４ ３ ２ １   

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか A ４ ３ ２ １   

8 2 3 
個人情報の取扱いについて、教職員に対し周

知し、意識づけができているか 
B ４ ３ ２ １   

8 3 
中
項
目 

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 
学校教育、学校運営について、自己点検・評価

を実施し、さらに課題解決に取り組んでいるか 
A ４ ３ ２ １   

8 3 2 
自己点検・評価報告書にまとめているか 

（自己点検・評価報告書があるか） 
A ４ ３ ２ １   

8 3 3 自己点検・評価の組織があるか B ４ ３ ２ １   

8 3 21 

学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関

係者評価を実施し、改善の取組みを行っている

か 

B ４ ３ ２ １   

8 4 
中
項
目 

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・改善の

ためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 
自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える

機会を設けたか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 2 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校

の教育活動の改善に活用されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 3 
自己点検・評価の結果に基づき改善計画を策

定したか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 4 
自己点検・評価の結果に基づき期限を定めて

改善計画に基づいた結果の検証がされたか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 5 
学校関係者評価の結果に基づき改善計画を策

定したか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 6 
学校関係者評価の結果に基づき期限を定めて

改善計画に基づいた結果の検証がされたか 
B ４ ３ ２ １   

8 5 
中
項
目 

教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 
教育活動に関する情報公開が適切になされて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

8 5 21 自己評価結果を公開してい るか A ４ ３ ２ １   

8 5 22 学校関係者評価結果を公表しているか B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 
 

 ９ 財務  カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

9 1 
中
項
目 

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 
教育活動を安定して遂行するために必要かつ

十分な財政的基盤を確立しているか 
A ４ ３ ２ １   

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか A ４ ３ ２ １   

9 2 
中
項
目 

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を行っ

ているか） 

9 2 1 
予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなって

いるか 
A ４ ３ ２ １   

9 2 2 
予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っ

ているか 
B ４ ３ ２ １   

9 3 
中
項
目 

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 3 1 

私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監

査を実施し、理事会、評議員会に報告している

か 

A ４ ３ ２ １   

9 4 
中
項
目 

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 
財務情報公開の体制を整備し、適切に公開し

ているか 
A ４ ３ ２ １   

9 4 2 
財務情報の公開について、ホームページに公

開するなど積極的に取組んでいるか 
B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

58



 １０ 社会貢献・地域貢献 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

10 1 
中
項
目 

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･

地域貢献を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

10 1 2 

地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業

訓練等を含む ) の受託等を積極的に実施し

ているか 

A ４ ３ ２ １   

10 2 
中
項
目 

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 １１ 国際交流（必要に応じて） カテゴリー 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

11 1 
中
項
目 
留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導等を適

切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 2 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 3 
留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

   

５５－－３３．．更更ななるる質質のの向向上上をを目目指指すす学学校校用用（（カカテテゴゴリリーーAA＋＋カカテテゴゴリリーーBB＋＋カカテテゴゴリリーーCC 等等））  

自己点検・評価表（2021 モデル Ver. 1.0_C） 

          

実施日：令和   年   月   日  

学校名：                  

１．学校の教育目標 

 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

 

 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 
 

 １ 教育理念・目標 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

1 1 
中
項
目 

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。職業教

育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 
学校の理念・目的・育成人材像は定められてい

るか（専門分野の特性が明確になっているか） 
A ４ ３ ２ １   

1 1 2 
学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、

周知しているか 
A ４ ３ ２ １   

1 1 3 
教職員に対して教育理念等を明文化し、周知

徹底を図っているか 
B ４ ３ ２ １   

1 1 4 
学外の方に対して教育理念等を明文化し、公

表しているか 
B ４ ３ ２ １   

1 2 
中
項
目 

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に

対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか（コース修了後に、学習者がそのコン

ピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明

確にされているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 2 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構

想を抱いているか 

（学校の将来構想を描くために、業界の動向や

ニーズを調査しているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 3 
学校における職業教育の特色は明確になって

いるか 
A ４ ３ ２ １   
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 １０ 社会貢献・地域貢献 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

10 1 
中
項
目 

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･

地域貢献を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

10 1 2 

地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業

訓練等を含む ) の受託等を積極的に実施し

ているか 

A ４ ３ ２ １   

10 2 
中
項
目 

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 １１ 国際交流（必要に応じて） カテゴリー 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

11 1 
中
項
目 

留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導等を適

切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 2 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 3 
留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
A ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

   

５５－－３３．．更更ななるる質質のの向向上上をを目目指指すす学学校校用用（（カカテテゴゴリリーーAA＋＋カカテテゴゴリリーーBB＋＋カカテテゴゴリリーーCC 等等））  

自己点検・評価表（2021 モデル Ver. 1.0_C） 

          

実施日：令和   年   月   日  

学校名：                  

１．学校の教育目標 

 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

 

 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 
 

 １ 教育理念・目標 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

1 1 
中
項
目 

理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。職業教

育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか） 

1 1 1 
学校の理念・目的・育成人材像は定められてい

るか（専門分野の特性が明確になっているか） 
A ４ ３ ２ １   

1 1 2 
学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、

周知しているか 
A ４ ３ ２ １   

1 1 3 
教職員に対して教育理念等を明文化し、周知

徹底を図っているか 
B ４ ３ ２ １   

1 1 4 
学外の方に対して教育理念等を明文化し、公

表しているか 
B ４ ３ ２ １   

1 2 
中
項
目 

教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に

対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか（コース修了後に、学習者がそのコン

ピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明

確にされているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 2 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構

想を抱いているか 

（学校の将来構想を描くために、業界の動向や

ニーズを調査しているか） 

A ４ ３ ２ １   

1 2 3 
学校における職業教育の特色は明確になって

いるか 
A ４ ３ ２ １   
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1 2 4 
各修業期間における教育目的・目標・教育計

画が文書化され、提示されているか 
C ４ ３ ２ １   

1 2 5 
中期的（3～5 年程度）な視点で、学校の将来

構想を描いているか 
Q ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 ２ 学校運営 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

2 1 
中
項
目 

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 
教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 
A ４ ３ ２ １   

2 1 2 
運営方針を教職員に周知しているか、また必

要に応じてその浸浸透透度度を確認しているか 
Ｂ ４ ３ ２ １   

2 2 
中
項
目 

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有して

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか A ４ ３ ２ １   

2 2 3 
事業計画を作成し、それに伴う予算も組んでい

るか 
Q ４ ３ ２ １   

2 2 4 
事業計画の執行状況を確認しているか、また

は確認する体制があるか 
Q ４ ３ ２ １   

2 3 
中
項
目 

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的な

ものになっているか） 
            

2 3 1 

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の

運営規程等が整備され、それらに従って理事

会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が開

催されているか 

A ４ ３ ２ １   

2 3 2 
運営組織や意思決定機能は、規則等において

明確化されているか、有効に機能しているか 
A ４ ３ ２ １   

2 3 3 組織機能図があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 4 
運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的

に開催されているか 
B ４ ３ ２ １   

2 3 5 
理事会・評議員会の議事録は公開されている

か 
C ４ ３ ２ １   

2 3 6 
教職員（組織の構成員）それぞれの職務分掌

が文書化されているか 
C ４ ３ ２ １   

2 3 7 意思決定システムを整備しているか S ４ ３ ２ １   

2 3 21 出退勤管理簿があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 22 教職員の健康診断がされているか A ４ ３ ２ １   

2 3 41 
施設設備の保守・管理が定期的に行われてい

るか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 
中
項
目 

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 2 

現に教員数が充足していない場合、採用活動

を行っているか、 

または、教員資格等取得に向けた教育・指導を

行っているか 

A ４ ３ ２ １   

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか A ４ ３ ２ １   

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 5 

全ての教員（専任・兼任）に対して、当該学習

分野又はスキル分野に関する必要なコンピテ

ンスを有しているかを評価し、それらの評価結

果を記録しているか 

J ４ ３ ２ １   

2 4 6 

教員・講師は、経験を有し、日本国内において

認知されている教授資格を持っている、又は認

知されている講師養成訓練を受けているか 

J ４ ３ ２ １   

2 4 7 

教員・講師に対して、ニーズ分析の結果に関す

る情報を十分に知らせているか（学生のニー

ズ、求人企業のニーズ等） 

J ４ ３ ２ １   

2 4 8 

代講が必要な場合、適格な教員・講師が対応

できるように手配し、 当該教員･講師に授業の

準備及び実施について指導しているか 

J ４ ３ ２ １   
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1 2 4 
各修業期間における教育目的・目標・教育計

画が文書化され、提示されているか 
C ４ ３ ２ １   

1 2 5 
中期的（3～5 年程度）な視点で、学校の将来

構想を描いているか 
Q ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 ２ 学校運営 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

2 1 
中
項
目 

運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか） 

2 1 1 
教育方針や教育目的等に沿った運営方針が

策定されているか 
A ４ ３ ２ １   

2 1 2 
運営方針を教職員に周知しているか、また必

要に応じてその浸浸透透度度を確認しているか 
Ｂ ４ ３ ２ １   

2 2 
中
項
目 

事業計画（事業計画を作成し、執行しているか） 

2 2 1 
運営方針に沿った事業計画を策定し共有して

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか A ４ ３ ２ １   

2 2 3 
事業計画を作成し、それに伴う予算も組んでい

るか 
Q ４ ３ ２ １   

2 2 4 
事業計画の執行状況を確認しているか、また

は確認する体制があるか 
Q ４ ３ ２ １   

2 3 
中
項
目 

運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的な

ものになっているか） 
            

2 3 1 

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の

運営規程等が整備され、それらに従って理事

会・評議員会（法人）、学校の運営会議等が開

催されているか 

A ４ ３ ２ １   

2 3 2 
運営組織や意思決定機能は、規則等において

明確化されているか、有効に機能しているか 
A ４ ３ ２ １   

2 3 3 組織機能図があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 4 
運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的

に開催されているか 
B ４ ３ ２ １   

2 3 5 
理事会・評議員会の議事録は公開されている

か 
C ４ ３ ２ １   

2 3 6 
教職員（組織の構成員）それぞれの職務分掌

が文書化されているか 
C ４ ３ ２ １   

2 3 7 意思決定システムを整備しているか S ４ ３ ２ １   

2 3 21 出退勤管理簿があるか A ４ ３ ２ １   

2 3 22 教職員の健康診断がされているか A ４ ３ ２ １   

2 3 41 
施設設備の保守・管理が定期的に行われてい

るか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 
中
項
目 

教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 2 

現に教員数が充足していない場合、採用活動

を行っているか、 

または、教員資格等取得に向けた教育・指導を

行っているか 

A ４ ３ ２ １   

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか A ４ ３ ２ １   

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 4 5 

全ての教員（専任・兼任）に対して、当該学習

分野又はスキル分野に関する必要なコンピテ

ンスを有しているかを評価し、それらの評価結

果を記録しているか 

J ４ ３ ２ １   

2 4 6 

教員・講師は、経験を有し、日本国内において

認知されている教授資格を持っている、又は認

知されている講師養成訓練を受けているか 

J ４ ３ ２ １   

2 4 7 

教員・講師に対して、ニーズ分析の結果に関す

る情報を十分に知らせているか（学生のニー

ズ、求人企業のニーズ等） 

J ４ ３ ２ １   

2 4 8 

代講が必要な場合、適格な教員・講師が対応

できるように手配し、 当該教員･講師に授業の

準備及び実施について指導しているか 

J ４ ３ ２ １   
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2 4 21 
職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 22 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資

質向上のための取組みが行われているか（研

修等の効果を評価し、文書により記録している

か） 

A ４ ３ ２ １   

2 4 23 
教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を実

施しているか 
B ４ ３ ２ １   

2 4 24 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、実務に関する研修

や指導力の修得・向上のための研修等を教員

の業務経験や能力、担当する授業や業務に応

じて組織的・計画的に受講させているか 

B ４ ３ ２ １   

2 4 25 

教員に対して、割り当てられた職務及び責任、

学習サービスの評価結果、本人の専門能力開

発のニーズに対する見解を考慮に入れて、専

門能力開発の計画を作成しているか（教職員

研修計画の作成） 

B ４ ３ ２ １   

2 4 26 教員の資質向上への取組を行っているか S ４ ３ ２ １   

2 4 27 
県専各連合会主催研修会等への参加を奨励・

支援しているか 
Q ４ ３ ２ １   

2 4 28 

［職業実践専門課程］教員の実務卓越性及び

教育指導力向上のため、研修計画を実施して

組織的に実施していますか 

Q ４ ３ ２ １   

2 4 29 校内研修（ＯＪＴ）を行っているか Q ４ ３ ２ １   

2 4 30 
企業や各種の団体等が主催する研修会等へ

の参加を奨励・支援しているか 
Q ４ ３ ２ １   

2 4 31 

教員・講師に対して、学習指導のための教育

訓練や教材の利用についての訓練を実施して

いるか 

J ４ ３ ２ １   

2 4 32 

教職員に対して、学習指導のための教育訓練

や安全管理のための避難訓練を実施している

か 

J ４ ３ ２ １   

2 4 41 
教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤

講師等との定期的な情報交換を行っているか 
B ４ ３ ２ １   

2 4 42 
事務職員の意欲・資質の向上を図るための方

策を講じているか 
C ４ ３ ２ １   

2 4 43 

事務職員（学習サービスの提供に関わる教員・

講師以外の職員）は、 自らの職務をやり遂げ

るために必要なコンピテンス及び適格性を有し

ているか 

J ４ ３ ２ １   

2 5 
中
項
目 

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 5 3 昇給・昇格制度は文書化されているか B ４ ３ ２ １   

2 5 4 採用制度は文書化されているか B ４ ３ ２ １   

2 6 
中
項
目 

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 

情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 

（情報システム化に取組み、業務の効率化を図

っているか） 

A ４ ３ ２ １   
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2 4 21 
職員の能力開発のための研修等が行われて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

2 4 22 

関連分野における先端的な知識・技能等を修

得するための研修や教員の指導力育成等資

質向上のための取組みが行われているか（研

修等の効果を評価し、文書により記録している

か） 

A ４ ３ ２ １   

2 4 23 
教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を実

施しているか 
B ４ ３ ２ １   

2 4 24 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、実務に関する研修

や指導力の修得・向上のための研修等を教員

の業務経験や能力、担当する授業や業務に応

じて組織的・計画的に受講させているか 

B ４ ３ ２ １   

2 4 25 

教員に対して、割り当てられた職務及び責任、

学習サービスの評価結果、本人の専門能力開

発のニーズに対する見解を考慮に入れて、専

門能力開発の計画を作成しているか（教職員

研修計画の作成） 

B ４ ３ ２ １   

2 4 26 教員の資質向上への取組を行っているか S ４ ３ ２ １   

2 4 27 
県専各連合会主催研修会等への参加を奨励・

支援しているか 
Q ４ ３ ２ １   

2 4 28 

［職業実践専門課程］教員の実務卓越性及び

教育指導力向上のため、研修計画を実施して

組織的に実施していますか 

Q ４ ３ ２ １   

2 4 29 校内研修（ＯＪＴ）を行っているか Q ４ ３ ２ １   

2 4 30 
企業や各種の団体等が主催する研修会等へ

の参加を奨励・支援しているか 
Q ４ ３ ２ １   

2 4 31 

教員・講師に対して、学習指導のための教育

訓練や教材の利用についての訓練を実施して

いるか 

J ４ ３ ２ １   

2 4 32 

教職員に対して、学習指導のための教育訓練

や安全管理のための避難訓練を実施している

か 

J ４ ３ ２ １   

2 4 41 
教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤

講師等との定期的な情報交換を行っているか 
B ４ ３ ２ １   

2 4 42 
事務職員の意欲・資質の向上を図るための方

策を講じているか 
C ４ ３ ２ １   

2 4 43 

事務職員（学習サービスの提供に関わる教員・

講師以外の職員）は、 自らの職務をやり遂げ

るために必要なコンピテンス及び適格性を有し

ているか 

J ４ ３ ２ １   

2 5 
中
項
目 

人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか） 

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか A ４ ３ ２ １   

2 5 3 昇給・昇格制度は文書化されているか B ４ ３ ２ １   

2 5 4 採用制度は文書化されているか B ４ ３ ２ １   

2 6 
中
項
目 

情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1 

情報システム化等による業務の効率化が図ら

れているか 

（情報システム化に取組み、業務の効率化を図

っているか） 

A ４ ３ ２ １   
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 ３ 教育活動 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

3 1 
中
項
目 

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか） 

3 1 1 

教育目的および育成人材像に基づき教育課程

の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明

示し、また学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表されているか。また定期

的に検証を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 2 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた教育機関としての修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ

ているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 3 

教育目的および育成人材像に基づきディプロ

マポリシーを明示し、また学校構成員（教職員

および学生等）に周知し、社会に公表されてい

るか。また定期的に検証を行っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 
中
項
目 

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がなされ

ているか） 

3 2 1 
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュ

ラムは体系的に編成されているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 2 
講義および実習に関するシラバスは作成され

ているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 3 
各科目の一コマの授業について、その授業シラ

バスが作成されているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 4 

シラバスあるいは講義要項（作成されていれば

コマシラバス）などが事前に学生に示され（ある

いはホームページなどで公開されて）、授業で

有効活用されているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 5 

授業はシラバスに基づいて授業が展開されて

いるか。また学校構成員（すべての教員、職

員、学生）に周知を図っているか 

C/J ４ ３ ２ １   

3 2 6 
教育課程（カリキュラム）は、事前に学生に開

示されているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 2 7 
［職業実践専門課程］修業年限は 2 年以上と

なっているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 2 8 

［職業実践専門課程］総授業時数は 1、700 時

間以上または総単位数が 62 単位以上となっ

ているか 

Q ４ ３ ２ １   

3 2 9 

シラバス（作成されていればコマシラバス）には

到達目標が記載されているか（Can-Do を意識

した到達目標の明示） 

J ４ ３ ２ １   

3 2 10 
学習サービスの設計時に、予定しているモニタ

リング及び評価の手順を明確にしているか 
J ４ ３ ２ １   

3 2 11 

実技・実習が講義と連動していたり、講師と学

習者の比率をカリキュラム設計時に考慮するな

ど、効果的学習に配慮されているか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 21 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施され

ているか（教育内容およびその評価方法、評価

項目、手段、スケジュールは適切か） 

A ４ ３ ２ １   

3 2 22 
質保証を目的とした授業や学習の定期的な観

察を実施しているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 23 

学生によるアンケート等で、適切に授業評価を

実施しているか（学習の目的を満たしている

か、満足度を含めて定期的に確認しているか） 

B ４ ３ ２ １   

3 2 24 
評価結果を教員にフィードバックするなど、その

結果を授業改善に役立てているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 25 

質保証を目的とした授業の評価にあたり、アセ

スメント結果（学修成果）のレビューを取り入れ

ているか（アセスメント結果を、当初の目標と比

較して評価しているか） 

J ４ ３ ２ １   

3 2 26 

カリキュラムを設計又は見直す際に、過去に提

供した類似の学習サービスに関する評価の結

果を考慮しているか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 41 

カリキュラム作成のために複数のメンバーによ

りカリキュラムの作成が行われているか（カリキ

ュラム作成委員会等） 

B ４ ３ ２ １   

3 2 42 

カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者な

どの外部関係者を入れているかまたはその意

見を取り入れているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 43 

カリキュラム設計及び開発の経験を有してい

る、もしくは訓練を受けたファシリテーターなど

が、カリキュラムの設計及び開発を担当してい

るか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 61 

学習教材は、学習内容の実際の有用性を考慮

した実践的かつ最新のものであり、社会的ニー

ズ、文化的ニーズ及び学習者の背景を考慮し

て選択されているか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 62 
少なくとも年 1 回、カリキュラム、学習教材及び

アセスメント教材の見直しを行っているか 
J ４ ３ ２ １   

3 2 63 

学内で使用又は開発した学習リソース(資源)の

出典及び著作権について、適正に処理できて

いるか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 64 

教員・講師及び学習者に対して、印刷教材・電

子教材の複写及び利用に関する規則について

情報提供しているか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 81 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立っ

たカリュキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実施されているか 

A ４ ３ ２ １   
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 ３ 教育活動 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

3 1 
中
項
目 

目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか） 

3 1 1 

教育目的および育成人材像に基づき教育課程

の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明

示し、また学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表されているか。また定期

的に検証を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 2 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏ま

えた教育機関としての修業年限に対応した教

育到達レベルや学習時間の確保は明確にされ

ているか 

A ４ ３ ２ １   

3 1 3 

教育目的および育成人材像に基づきディプロ

マポリシーを明示し、また学校構成員（教職員

および学生等）に周知し、社会に公表されてい

るか。また定期的に検証を行っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 
中
項
目 

教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がなされ

ているか） 

3 2 1 
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュ

ラムは体系的に編成されているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 2 
講義および実習に関するシラバスは作成され

ているか 
A ４ ３ ２ １   

3 2 3 
各科目の一コマの授業について、その授業シラ

バスが作成されているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 4 

シラバスあるいは講義要項（作成されていれば

コマシラバス）などが事前に学生に示され（ある

いはホームページなどで公開されて）、授業で

有効活用されているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 5 

授業はシラバスに基づいて授業が展開されて

いるか。また学校構成員（すべての教員、職

員、学生）に周知を図っているか 

C/J ４ ３ ２ １   

3 2 6 
教育課程（カリキュラム）は、事前に学生に開

示されているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 2 7 
［職業実践専門課程］修業年限は 2 年以上と

なっているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 2 8 

［職業実践専門課程］総授業時数は 1、700 時

間以上または総単位数が 62 単位以上となっ

ているか 

Q ４ ３ ２ １   

3 2 9 

シラバス（作成されていればコマシラバス）には

到達目標が記載されているか（Can-Do を意識

した到達目標の明示） 

J ４ ３ ２ １   

3 2 10 
学習サービスの設計時に、予定しているモニタ

リング及び評価の手順を明確にしているか 
J ４ ３ ２ １   

3 2 11 

実技・実習が講義と連動していたり、講師と学

習者の比率をカリキュラム設計時に考慮するな

ど、効果的学習に配慮されているか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 21 

適切な評価体制を有し、授業評価が実施され

ているか（教育内容およびその評価方法、評価

項目、手段、スケジュールは適切か） 

A ４ ３ ２ １   

3 2 22 
質保証を目的とした授業や学習の定期的な観

察を実施しているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 23 

学生によるアンケート等で、適切に授業評価を

実施しているか（学習の目的を満たしている

か、満足度を含めて定期的に確認しているか） 

B ４ ３ ２ １   

3 2 24 
評価結果を教員にフィードバックするなど、その

結果を授業改善に役立てているか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 25 

質保証を目的とした授業の評価にあたり、アセ

スメント結果（学修成果）のレビューを取り入れ

ているか（アセスメント結果を、当初の目標と比

較して評価しているか） 

J ４ ３ ２ １   

3 2 26 

カリキュラムを設計又は見直す際に、過去に提

供した類似の学習サービスに関する評価の結

果を考慮しているか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 41 

カリキュラム作成のために複数のメンバーによ

りカリキュラムの作成が行われているか（カリキ

ュラム作成委員会等） 

B ４ ３ ２ １   

3 2 42 

カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者な

どの外部関係者を入れているかまたはその意

見を取り入れているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 43 

カリキュラム設計及び開発の経験を有してい

る、もしくは訓練を受けたファシリテーターなど

が、カリキュラムの設計及び開発を担当してい

るか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 61 

学習教材は、学習内容の実際の有用性を考慮

した実践的かつ最新のものであり、社会的ニー

ズ、文化的ニーズ及び学習者の背景を考慮し

て選択されているか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 62 
少なくとも年 1 回、カリキュラム、学習教材及び

アセスメント教材の見直しを行っているか 
J ４ ３ ２ １   

3 2 63 

学内で使用又は開発した学習リソース(資源)の

出典及び著作権について、適正に処理できて

いるか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 64 

教員・講師及び学習者に対して、印刷教材・電

子教材の複写及び利用に関する規則について

情報提供しているか 

J ４ ３ ２ １   

3 2 81 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立っ

たカリュキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実施されているか 

A ４ ３ ２ １   
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3 2 82 

関連分野における実践的な職業教育（産学連

携によるインターンシップ、実技・実習等）が体

系的に位置づけられ、その内容、評価法などが

事前に決められているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 83 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、演習・実習等を行

っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 84 
企業・施設等での職場実習（インターンシップ

含む）があるか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 85 企業・地域・行政との連携を図っているか C ４ ３ ２ １   

3 2 86 
他の高等教育機関との連携講座等を行ってい

るか 
C/Q ４ ３ ２ １   

3 2 87 県内の人材を活用して、授業等を行っているか Q ４ ３ ２ １   

3 2 88 
県内の企業、業界団体、自治体等と連携した

授業等を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 2 89 
学生が県や各市・町の自然、歴史、文化等に

触れることのできる授業等を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 2 90 公共のマナーについて、教育・指導しているか Q ４ ３ ２ １   

3 2 91 

交通安全教育を行っているか（交通事故死者

数全国ワースト上位からの脱却を図るべく教育

を行っているか）※※地地域域のの特特性性をを活活かかししたた教教育育

のの例例 

Q ４ ３ ２ １   

3 3 
中
項
目 

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
A ４ ３ ２ １   

3 3 2 

学生や保護者に対し、成績評価・単位認定の

基準、進級要件、卒業要件はきちんと提示され

ているか 

B ４ ３ ２ １   

3 3 3 
各規定に基づいて適切に成績評価・単位認

定、進級・卒業判定を行っているか 
B ４ ３ ２ １   

3 3 4 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、学生の学修成果

の評価を行っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 3 5 
作品及び技術等の発表における成果を把握し

ているか 
S ４ ３ ２ １   

3 3 6 

アセスメントの結果は、公平性、透明性及び守

秘義務の原則に鑑みて、確立された権限又は

正当な承諾を得た者のみ閲覧可能とされてい

るか（閲覧制限） 

J ４ ３ ２ １   

3 4 
中
項
目 

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの

中での体系的な位置づけはあるか（発行する

修了証明書の種類及び内容） 

A ４ ３ ２ １   

3 4 2 資格・免許取得のための指導体制はあるか B ４ ３ ２ １   

3 4 3 
カリキュラムや授業計画（シラバス）は文書化ま

たはデータ化し、学生に配付しているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 5 
中
項
目 

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、 

③ 課題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 1 

キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的

自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育

成しキャリア発達を促しているか 

B ４ ３ ２ １   

3 5 2 

卒業後の専攻分野におけるキャリア形成への

適応性、効果を把握しているか。また、それを

踏まえ教育活動等の改善を図っているか 

C ４ ３ ２ １   

3 5 3 

キャリア教育等の実施に向け、中央教育審議

会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教

育の在り方について」(答申)（平成 23 年 1 月

31 日）の内容を参照していますか 

Q ４ ３ ２ １   

3 5 4 
キャリア教育等の実施にあたり、教育内容・方

法を工夫しているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 5 21 
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア

教育･職業教育の取組が行われているか。 
A ４ ３ ２ １   

3 2 41 
リメディアル（導入前教育・補習）教育を行って

いるか 
C ４ ３ ２ １   

3 2 42 

学習参加の前提としているスキルや要件など

に不足がないかを確認するためのアンケートや

ヒアリングを行っているか 

J ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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3 2 82 

関連分野における実践的な職業教育（産学連

携によるインターンシップ、実技・実習等）が体

系的に位置づけられ、その内容、評価法などが

事前に決められているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 83 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、演習・実習等を行

っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 2 84 
企業・施設等での職場実習（インターンシップ

含む）があるか 
B ４ ３ ２ １   

3 2 85 企業・地域・行政との連携を図っているか C ４ ３ ２ １   

3 2 86 
他の高等教育機関との連携講座等を行ってい

るか 
C/Q ４ ３ ２ １   

3 2 87 県内の人材を活用して、授業等を行っているか Q ４ ３ ２ １   

3 2 88 
県内の企業、業界団体、自治体等と連携した

授業等を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 2 89 
学生が県や各市・町の自然、歴史、文化等に

触れることのできる授業等を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 2 90 公共のマナーについて、教育・指導しているか Q ４ ３ ２ １   

3 2 91 

交通安全教育を行っているか（交通事故死者

数全国ワースト上位からの脱却を図るべく教育

を行っているか）※※地地域域のの特特性性をを活活かかししたた教教育育

のの例例 

Q ４ ３ ２ １   

3 3 
中
項
目 

成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか） 

3 3 1 
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準

は明確になっているか 
A ４ ３ ２ １   

3 3 2 

学生や保護者に対し、成績評価・単位認定の

基準、進級要件、卒業要件はきちんと提示され

ているか 

B ４ ３ ２ １   

3 3 3 
各規定に基づいて適切に成績評価・単位認

定、進級・卒業判定を行っているか 
B ４ ３ ２ １   

3 3 4 

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分

野の企業・団体等と連携し、学生の学修成果

の評価を行っているか 

B ４ ３ ２ １   

3 3 5 
作品及び技術等の発表における成果を把握し

ているか 
S ４ ３ ２ １   

3 3 6 

アセスメントの結果は、公平性、透明性及び守

秘義務の原則に鑑みて、確立された権限又は

正当な承諾を得た者のみ閲覧可能とされてい

るか（閲覧制限） 

J ４ ３ ２ １   

3 4 
中
項
目 

資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか） 

3 4 1 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの

中での体系的な位置づけはあるか（発行する

修了証明書の種類及び内容） 

A ４ ３ ２ １   

3 4 2 資格・免許取得のための指導体制はあるか B ４ ３ ２ １   

3 4 3 
カリキュラムや授業計画（シラバス）は文書化ま

たはデータ化し、学生に配付しているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 5 
中
項
目 

キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、 

③ 課題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか） 

3 5 1 

キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的

自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育

成しキャリア発達を促しているか 

B ４ ３ ２ １   

3 5 2 

卒業後の専攻分野におけるキャリア形成への

適応性、効果を把握しているか。また、それを

踏まえ教育活動等の改善を図っているか 

C ４ ３ ２ １   

3 5 3 

キャリア教育等の実施に向け、中央教育審議

会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教

育の在り方について」(答申)（平成 23 年 1 月

31 日）の内容を参照していますか 

Q ４ ３ ２ １   

3 5 4 
キャリア教育等の実施にあたり、教育内容・方

法を工夫しているか 
Q ４ ３ ２ １   

3 5 21 
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア

教育･職業教育の取組が行われているか。 
A ４ ３ ２ １   

3 2 41 
リメディアル（導入前教育・補習）教育を行って

いるか 
C ４ ３ ２ １   

3 2 42 

学習参加の前提としているスキルや要件など

に不足がないかを確認するためのアンケートや

ヒアリングを行っているか 

J ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ４ 学修成果・教育成果 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

4 1 
中
項
目 

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 
コース全体を通して、及びコースの修了時に、

学習者の習熟状況をアセスメントしているか 
A ４ ３ ２ １   

4 1 2 

学生の学修成果の評価に際して、育成する人

材像に沿った評価項目を定め、明確な基準で

実施されているか（測定する知識、スキル及び

能力、測定の基準、アセスメントの方法は明確

か） 

B ４ ３ ２ １   

4 1 3 

コースの開始前又は開始時に、学習する内容

に関して学習者が有するコンピテンスのレベル

について、アセスメントを行っているか 

J ４ ３ ２ １   

4 1 4 

要請があった場合には、学習者又はスポンサ

ーに対して、a) 学習サービスの名称及び目的

や b) 指導時間数、c) 達成度などの情報を含

む修了証明書を提供しているか 

J ４ ３ ２ １   

4 2 
中
項
目 

就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 
就職率の向上が図られているか（結果を分析

し、就職指導・支援の改善を図っているか） 
A ４ ３ ２ １   

4 2 2 
学生の就職に関する目標に対して教職員に共

有されているか 
A ４ ３ ２ １   

4 2 3 
学生の就職活動に関する記録がなされている

か 
B ４ ３ ２ １   

4 2 4 
対外部に向けた就職実績を公表しているか（パ

ンフレット・ＨＰ等） 
B ４ ３ ２ １   

4 2 5 
学生の就職結果に関して検証・報告がされた

か 
C ４ ３ ２ １   

4 3 
中
項
目 

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 

資格取得率の向上が図られているか 

（目標とする資格試験等への合格率は全国平

均と比較してどうか） 

A ４ ３ ２ １   

4 3 2 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか A ４ ３ ２ １   

4 3 3 
資格・検定・コンペに関する目標・計画が教職

員に共有されているか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 4 
資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告がさ

れたか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 5 
資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格率）

を公表しているか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 6 
資格等の取得率向上のための対策を講じてい

るか 
Q ４ ３ ２ １   

4 4 
中
項
目 

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか（卒業生の就職後の動向を出来

るだけ把握し、卒業後にも就職その他の支援を

行っているか） 

A ４ ３ ２ １   

4 4 2 
卒業生の動向について、年度毎に調査・集計

し、動向等を把握しているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

4 4 3 
卒業年度だけでなく、卒業後一定期間後の勤

務先等就業状況を調査・把握しているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 ５ 学生支援 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

5 1 
中
項
目 

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生生活を

送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか A ４ ３ ２ １   

5 2 
中
項
目 

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 

進路・就職に関する支援体制は整備されてい

るか（またそれはきちんと学生や保護者に周知

されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 2 2 

キャリアサポート関連の有資格者（キャリアカウ

ンセラー・キャリアコンサルタント・産業カウンセ

ラー等）がいるか 

C ４ ３ ２ １   

5 2 3 
就職担当部門と担任教員との連携は図られて

いるか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 2 4 関連業界への就職率の向上は図られているか C/Q ４ ３ ２ １   

5 2 5 
就職等に関する支援部署・相談部署（就職担

当部門）はあるか 
Q ４ ３ ２ １   

5 2 6 

より高度な学習･研究ができるよう大学等との

併修または接続が可能な体制等を取っている

か 

Q ４ ３ ２ １   
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 ４ 学修成果・教育成果 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

4 1 
中
項
目 

学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか） 

4 1 1 
コース全体を通して、及びコースの修了時に、

学習者の習熟状況をアセスメントしているか 
A ４ ３ ２ １   

4 1 2 

学生の学修成果の評価に際して、育成する人

材像に沿った評価項目を定め、明確な基準で

実施されているか（測定する知識、スキル及び

能力、測定の基準、アセスメントの方法は明確

か） 

B ４ ３ ２ １   

4 1 3 

コースの開始前又は開始時に、学習する内容

に関して学習者が有するコンピテンスのレベル

について、アセスメントを行っているか 

J ４ ３ ２ １   

4 1 4 

要請があった場合には、学習者又はスポンサ

ーに対して、a) 学習サービスの名称及び目的

や b) 指導時間数、c) 達成度などの情報を含

む修了証明書を提供しているか 

J ４ ３ ２ １   

4 2 
中
項
目 

就職率（就職率の向上が図られているか） 

4 2 1 
就職率の向上が図られているか（結果を分析

し、就職指導・支援の改善を図っているか） 
A ４ ３ ２ １   

4 2 2 
学生の就職に関する目標に対して教職員に共

有されているか 
A ４ ３ ２ １   

4 2 3 
学生の就職活動に関する記録がなされている

か 
B ４ ３ ２ １   

4 2 4 
対外部に向けた就職実績を公表しているか（パ

ンフレット・ＨＰ等） 
B ４ ３ ２ １   

4 2 5 
学生の就職結果に関して検証・報告がされた

か 
C ４ ３ ２ １   

4 3 
中
項
目 

資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか） 

4 3 1 

資格取得率の向上が図られているか 

（目標とする資格試験等への合格率は全国平

均と比較してどうか） 

A ４ ３ ２ １   

4 3 2 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか A ４ ３ ２ １   

4 3 3 
資格・検定・コンペに関する目標・計画が教職

員に共有されているか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 4 
資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告がさ

れたか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 5 
資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格率）

を公表しているか 
B ４ ３ ２ １   

4 3 6 
資格等の取得率向上のための対策を講じてい

るか 
Q ４ ３ ２ １   

4 4 
中
項
目 

社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか） 

4 4 1 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把

握しているか（卒業生の就職後の動向を出来

るだけ把握し、卒業後にも就職その他の支援を

行っているか） 

A ４ ３ ２ １   

4 4 2 
卒業生の動向について、年度毎に調査・集計

し、動向等を把握しているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

4 4 3 
卒業年度だけでなく、卒業後一定期間後の勤

務先等就業状況を調査・把握しているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 ５ 学生支援 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

5 1 
中
項
目 

修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生生活を

送ることができるように図っているか） 

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか A ４ ３ ２ １   

5 2 
中
項
目 

就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 

5 2 1 

進路・就職に関する支援体制は整備されてい

るか（またそれはきちんと学生や保護者に周知

されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 2 2 

キャリアサポート関連の有資格者（キャリアカウ

ンセラー・キャリアコンサルタント・産業カウンセ

ラー等）がいるか 

C ４ ３ ２ １   

5 2 3 
就職担当部門と担任教員との連携は図られて

いるか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 2 4 関連業界への就職率の向上は図られているか C/Q ４ ３ ２ １   

5 2 5 
就職等に関する支援部署・相談部署（就職担

当部門）はあるか 
Q ４ ３ ２ １   

5 2 6 

より高度な学習･研究ができるよう大学等との

併修または接続が可能な体制等を取っている

か 

Q ４ ３ ２ １   
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5 2 7 
早期から、県内または関連業界へ就職すること

の意義・メリット等について説明しているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 2 8 県内への就職率の向上は図られているか Q ４ ３ ２ １   

5 2 9 
企業等からの求人票をまとめ、求人情報を学

生に公開しているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 2 10 

就職説明会・就職相談会等を開催しています

か、または人材関連企業等が主催する説明会

等への参加を奨励しているか 

Q ４ ３ ２ １   

5 2 11 
履歴書の書き方、面接の受け方などの講座を

設けているか、または指導しているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 3 
中
項
目 

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 
学生相談に関する体制は整備されているか 

（相談窓口が設置されているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか B ４ ３ ２ １   

5 3 3 
入学時または定期的に、担任等が学生に対し

個別面談・ヒアリングを行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 3 4 いじめや孤立を早期に発見する体制があるか Q ４ ３ ２ １   

5 3 5 
いじめ等を発見した場合、それを解決するため

の体制・仕組みがあるか 
Q ４ ３ ２ １   

5 3 21 留学生に対する相談体制を整備しているか S ４ ３ ２ １   

5 4 
中
項
目 

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生活環

境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 
奨学金制度など、学生の経済的側面に対する

支援体制は整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

5 4 2 
公的支援制度の利用について、学生・保護者

に案内、情報提供しているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 4 3 
学費の減免、特待生制度、学校独自の奨学金

制度等はあるか 
Q ４ ３ ２ １   

5 4 4 
給付型奨学金や授業料等減免など、学校独自

に学生への経済的支援を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 4 21 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学

生の健康診断を実施しているか、また健康相

談窓口は整備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 4 22 
有所見者の再健診について適切に対応してい

るか 
Q ４ ３ ２ １   

5 4 41 
課外活動に対する支援体制は整備されている

か 
A ４ ３ ２ １   

5 4 42 

学生の生活環境への支援は行われているか

（学生のアパート探しなど、住環境への支援体

制はあるか） 

A ４ ３ ２ １   

5 4 43 

遠隔地からの学生のための寮を整備している

か、またはアパート・マンションの紹介等をして

いるか 

S/Q ４ ３ ２ １   

5 4 44 
子育てや女性の就業支援のための体制・教育

を整えているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 4 45 

学習に関する要望、学習に関する要望を取り

巻く状況及び通学の障害となる要因（距離や費

用等）を理解し、解決に向けた提案を行ってい

るか 

J ４ ３ ２ １   

5 5 
中
項
目 

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 5 1 

退学率の低減が図られているか（受講登録、

出欠状況及び学習者の減少に関する分析が

行われているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 2 退学率の目標を設定しているか A ４ ３ ２ １   

5 5 3 
退学率の低減に関する目標・計画が教職員に

共有されているか 
B ４ ３ ２ １   

5 5 4 退学者数を公表しているか B ４ ３ ２ １   

5 5 5 
中途退学者数、中途退学の原因・傾向等を把

握しているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 5 6 中途退学防止のための対策を講じているか Q ４ ３ ２ １   

5 6 
中
項
目 

保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 
保護者と適切に連携しているか（保護者のニー

ズを把握しているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 6 2 
保護者との計画的な相談会・面談を行っている

か 
B ４ ３ ２ １   

5 6 3 
緊急時の保護者等との連絡体制を確保してい

るか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 6 4 
成績・素行不良の場合には、保護者等に連絡

を取り、あるいは面談しているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 6 5 

保護者会の開催等、保護者等とのコミュニケー

ションを図るとともに、学校の教育活動情報を

伝えているか 

Q ４ ３ ２ １   

5 7 
中
項
目 

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している

か） 

5 7 1 

卒業生への支援体制を整備しているか（再就

職、キャリアアップ等について、相談に乗ってい

るか） 

B ４ ３ ２ １   

5 7 2 
学校情報を卒業生に知らせているか（ＨＰ・学

校便り等） 
C ４ ３ ２ １   

5 7 3 学校は同窓会との連携を図っているか C/Q ４ ３ ２ １   
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5 2 7 
早期から、県内または関連業界へ就職すること

の意義・メリット等について説明しているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 2 8 県内への就職率の向上は図られているか Q ４ ３ ２ １   

5 2 9 
企業等からの求人票をまとめ、求人情報を学

生に公開しているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 2 10 

就職説明会・就職相談会等を開催しています

か、または人材関連企業等が主催する説明会

等への参加を奨励しているか 

Q ４ ３ ２ １   

5 2 11 
履歴書の書き方、面接の受け方などの講座を

設けているか、または指導しているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 3 
中
項
目 

学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） 

5 3 1 
学生相談に関する体制は整備されているか 

（相談窓口が設置されているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか B ４ ３ ２ １   

5 3 3 
入学時または定期的に、担任等が学生に対し

個別面談・ヒアリングを行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 3 4 いじめや孤立を早期に発見する体制があるか Q ４ ３ ２ １   

5 3 5 
いじめ等を発見した場合、それを解決するため

の体制・仕組みがあるか 
Q ４ ３ ２ １   

5 3 21 留学生に対する相談体制を整備しているか S ４ ３ ２ １   

5 4 
中
項
目 

学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生活環

境支援体制を整備しているか） 

5 4 1 
奨学金制度など、学生の経済的側面に対する

支援体制は整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

5 4 2 
公的支援制度の利用について、学生・保護者

に案内、情報提供しているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 4 3 
学費の減免、特待生制度、学校独自の奨学金

制度等はあるか 
Q ４ ３ ２ １   

5 4 4 
給付型奨学金や授業料等減免など、学校独自

に学生への経済的支援を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 4 21 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学

生の健康診断を実施しているか、また健康相

談窓口は整備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 4 22 
有所見者の再健診について適切に対応してい

るか 
Q ４ ３ ２ １   

5 4 41 
課外活動に対する支援体制は整備されている

か 
A ４ ３ ２ １   

5 4 42 

学生の生活環境への支援は行われているか

（学生のアパート探しなど、住環境への支援体

制はあるか） 

A ４ ３ ２ １   

5 4 43 

遠隔地からの学生のための寮を整備している

か、またはアパート・マンションの紹介等をして

いるか 

S/Q ４ ３ ２ １   

5 4 44 
子育てや女性の就業支援のための体制・教育

を整えているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 4 45 

学習に関する要望、学習に関する要望を取り

巻く状況及び通学の障害となる要因（距離や費

用等）を理解し、解決に向けた提案を行ってい

るか 

J ４ ３ ２ １   

5 5 
中
項
目 

中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 

5 5 1 

退学率の低減が図られているか（受講登録、

出欠状況及び学習者の減少に関する分析が

行われているか） 

A ４ ３ ２ １   

5 5 2 退学率の目標を設定しているか A ４ ３ ２ １   

5 5 3 
退学率の低減に関する目標・計画が教職員に

共有されているか 
B ４ ３ ２ １   

5 5 4 退学者数を公表しているか B ４ ３ ２ １   

5 5 5 
中途退学者数、中途退学の原因・傾向等を把

握しているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 5 6 中途退学防止のための対策を講じているか Q ４ ３ ２ １   

5 6 
中
項
目 

保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 

5 6 1 
保護者と適切に連携しているか（保護者のニー

ズを把握しているか） 
A ４ ３ ２ １   

5 6 2 
保護者との計画的な相談会・面談を行っている

か 
B ４ ３ ２ １   

5 6 3 
緊急時の保護者等との連絡体制を確保してい

るか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 6 4 
成績・素行不良の場合には、保護者等に連絡

を取り、あるいは面談しているか 
Q ４ ３ ２ １   

5 6 5 

保護者会の開催等、保護者等とのコミュニケー

ションを図るとともに、学校の教育活動情報を

伝えているか 

Q ４ ３ ２ １   

5 7 
中
項
目 

卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している

か） 

5 7 1 

卒業生への支援体制を整備しているか（再就

職、キャリアアップ等について、相談に乗ってい

るか） 

B ４ ３ ２ １   

5 7 2 
学校情報を卒業生に知らせているか（ＨＰ・学

校便り等） 
C ４ ３ ２ １   

5 7 3 学校は同窓会との連携を図っているか C/Q ４ ３ ２ １   

72



5 7 21 
卒業生への卒後教育等の支援体制はあるか

（卒業生への講習・研修を行っているか） 
B ４ ３ ２ １   

5 7 22 
卒業生への資格、検定等不合格者に対する対

策を講じているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 7 23 
産学連携による卒後の再教育プログラムの開

発・実施に取組んでいるか 
S ４ ３ ２ １   

5 7 41 
社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整

備されているか 
A ４ ３ ２ １   

5 7 42 

大学等卒業者の入学に際し、入学前の履修に

関しての取扱いを学則・細則に規定し、適切に

認定しているか 

C/Q ４ ３ ２ １   

5 7 43 
教育訓練給付金対象の講座指定を受け、社会

人入学生の学費軽減に努めているか 
Q ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 ６ 教育環境 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 4 
図書室・図書コーナーがあり、図書館サービス

は十分に機能しているか 
C ４ ３ ２ １   

6 1 5 

学習環境として外部組織が管理する施設・設

備を用いる際には、必要となる最小限の要件を

特定し、提示しているか 

J ４ ３ ２ １   

6 1 6 

図書室・図書コーナー等、ホットライン、カウン

セリングサービス、コンピュータの利用、メンタリ

ングなどの学習サポートについて案内している

か 

J ４ ３ ２ １   

6 1 21 
分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示され

ているか 
B ４ ３ ２ １   

6 1 22 
学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管

理・チェックがされているか 
B ４ ３ ２ １   

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A ４ ３ ２ １   

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整

備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A ４ ３ ２ １   

6 2 2 

実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取

扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備さ

れているか。 

B ４ ３ ２ １   

6 2 3 
校外実習等についての成績評価基準を明確に

決めているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

6 2 4 
校外実習等は、教育課程の中に組込まれてい

るか 
Q ４ ３ ２ １   

6 2 5 
校外実習等に関する実施要領・マニュアル等

を作成し、学生・保護者等に周知しているか 
Q ４ ３ ２ １   

6 3" 
中
項
目 

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 

6 3 1 
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 2 
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システ

ム等）が整備・点検されているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 3 

防災計画や消防計画を所轄の消防署に届出

ているか、また必要に応じそれらの計画を変更

しているか 

Q ４ ３ ２ １   

6 3 4 施設・設備の耐震化を図っているか Q ４ ３ ２ １   

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか A ４ ３ ２ １   

6 3 22 
学校独自で教職員・学生に対し防災研修・教

育を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

6 3 23 

県シェイクアウト（県民いっせい地震防災行動

訓練）や各市・町が行う防災 

訓練等に参加しているか 

Q ４ ３ ２ １   

6 3 41 学校における安全管理の整備を行っているか B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 
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5 7 21 
卒業生への卒後教育等の支援体制はあるか

（卒業生への講習・研修を行っているか） 
B ４ ３ ２ １   

5 7 22 
卒業生への資格、検定等不合格者に対する対

策を講じているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

5 7 23 
産学連携による卒後の再教育プログラムの開

発・実施に取組んでいるか 
S ４ ３ ２ １   

5 7 41 
社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整

備されているか 
A ４ ３ ２ １   

5 7 42 

大学等卒業者の入学に際し、入学前の履修に

関しての取扱いを学則・細則に規定し、適切に

認定しているか 

C/Q ４ ３ ２ １   

5 7 43 
教育訓練給付金対象の講座指定を受け、社会

人入学生の学費軽減に努めているか 
Q ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 ６ 教育環境 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

6 1 
中
項
目 

施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 

6 1 1 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応で

きるよう整備されているか（講義室は学生数、

時間割にあわせ、無理なく配備されているか） 

A ４ ３ ２ １   

6 1 2 
学生が利用できる参考図書・関連図書は備え

られているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 3 
教育上の必要性に対応した機材・備品を整備

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 1 4 
図書室・図書コーナーがあり、図書館サービス

は十分に機能しているか 
C ４ ３ ２ １   

6 1 5 

学習環境として外部組織が管理する施設・設

備を用いる際には、必要となる最小限の要件を

特定し、提示しているか 

J ４ ３ ２ １   

6 1 6 

図書室・図書コーナー等、ホットライン、カウン

セリングサービス、コンピュータの利用、メンタリ

ングなどの学習サポートについて案内している

か 

J ４ ３ ２ １   

6 1 21 
分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示され

ているか 
B ４ ３ ２ １   

6 1 22 
学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管

理・チェックがされているか 
B ４ ３ ２ １   

6 1 41 
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にま

たは適宜行っているか 
A ４ ３ ２ １   

6 2 
中
項
目 

学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整

備していますか） 

6 2 1 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備している

か 

A ４ ３ ２ １   

6 2 2 

実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取

扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備さ

れているか。 

B ４ ３ ２ １   

6 2 3 
校外実習等についての成績評価基準を明確に

決めているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

6 2 4 
校外実習等は、教育課程の中に組込まれてい

るか 
Q ４ ３ ２ １   

6 2 5 
校外実習等に関する実施要領・マニュアル等

を作成し、学生・保護者等に周知しているか 
Q ４ ３ ２ １   

6 3" 
中
項
目 

防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 

6 3 1 
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用

しているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 2 
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システ

ム等）が整備・点検されているか 
A ４ ３ ２ １   

6 3 3 

防災計画や消防計画を所轄の消防署に届出

ているか、また必要に応じそれらの計画を変更

しているか 

Q ４ ３ ２ １   

6 3 4 施設・設備の耐震化を図っているか Q ４ ３ ２ １   

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか A ４ ３ ２ １   

6 3 22 
学校独自で教職員・学生に対し防災研修・教

育を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

6 3 23 

県シェイクアウト（県民いっせい地震防災行動

訓練）や各市・町が行う防災 

訓練等に参加しているか 

Q ４ ３ ２ １   

6 3 41 学校における安全管理の整備を行っているか B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 
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③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 ７ 学生の受入れ募集 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

7 1 
中
項
目 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか A ４ ３ ２ １   

7 1 2 

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

を策定し、学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表しているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 3 
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・

免許等をわかりやすく紹介しているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 4 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に学生募集を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 5 
高等学校等直結する教育機関に対し、教育活

動等の情報提供を行っているか 
S/Q ４ ３ ２ １   

7 1 6 
学校運営責任者の情報や、教員・講師の適格

性・経験などの情報を提供しているか 
J ４ ３ ２ １   

7 1 21 
入学に関する問い合わせ等に適切に対応でき

る体制ができているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 22 

学校説明会等による情報提供（育成人材像、

評価手段及びその基準、目指す資格・検定・コ

ンペ、学費・教材費等の情報）を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 23 
入学予定者に対し学習指導・支援等は行われ

ているか 
B ４ ３ ２ １   

7 1 24 

体験入学・オープンキャンパス等を実施し、多く

の人に教育内容・施設設備等の紹介をしてい

るか 

Q ４ ３ ２ １   

7 1 25 

学習者の満足度に関するフィードバックを入手

する手順、並びに彼らの要求、提案及び苦情

に対応する手順など、学校生活での支援体制

について入学前に伝えているか 

J ４ ３ ２ １   

7 1 26 

教授資格、教歴及び背景など、授業や実習を

担当する教員・講師のプロフィールについて、

オープンキャンパスなどで紹介しているか 

J ４ ３ ２ １   

7 1 27 
学力の不足や障がいに関する特別なニーズを

特定しているか 
J ４ ３ ２ １   

7 1 41 

教育の履行、人的・物的資源の提供、個人情

報の取り扱い、安全管理など、オリエンテーショ

ンなどで学校側の義務と責任を学生と保護者

に案内しているか 

C/J ４ ３ ２ １   

7 2 
中
項
目 

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 

学校案内等には選抜方法が明示されているか

（入学に必要な学力、スキル、資格、職業経験

などの、前提となる要件が明示されているか） 

A ４ ３ ２ １   

7 2 2 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に入学者選抜を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 2 3 
入学選考に関する実績を把握し、授業改善等

に活用しているか 
S ４ ３ ２ １   

7 2 4 
社会人の「学び直し」に対応し、社会人を積極

的に受入れているか 
Q ４ ３ ２ １   

7 2 5 
履歴書（学歴、所有資格など）を適切に入手

し、適切な管理を行っているか 
J ４ ３ ２ １   

7 3 
中
項
目 

学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか A ４ ３ ２ １   

7 3 2 
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購

入費等が明示されているか 
A ４ ３ ２ １   

7 3 3 経費内容に対応し、学納金を算定しているか S ４ ３ ２ １   

7 3 4 

入学辞退者への授業料返還について、文部科

学省通知（18 文科高第 536 号）に基づいて適

切に対応しているか 

S/Q ４ ３ ２ １   

7 3 5 

教育訓練給付制度（一般教育訓練給付・専門

実践教育訓練給付）を利用できるよう取組んで

いるか 

Q ４ ３ ２ １   

7 3 6 
学習者又はスポンサーから要請があった場合

には、支払の証明を提供しているか 
J ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 ７ 学生の受入れ募集 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

7 1 
中
項
目 

学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか） 

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか A ４ ３ ２ １   

7 1 2 

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）

を策定し、学校構成員（教職員および学生等）

に周知し、社会に公表しているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 3 
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・

免許等をわかりやすく紹介しているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 4 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に学生募集を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 5 
高等学校等直結する教育機関に対し、教育活

動等の情報提供を行っているか 
S/Q ４ ３ ２ １   

7 1 6 
学校運営責任者の情報や、教員・講師の適格

性・経験などの情報を提供しているか 
J ４ ３ ２ １   

7 1 21 
入学に関する問い合わせ等に適切に対応でき

る体制ができているか 
A ４ ３ ２ １   

7 1 22 

学校説明会等による情報提供（育成人材像、

評価手段及びその基準、目指す資格・検定・コ

ンペ、学費・教材費等の情報）を行っているか 

A ４ ３ ２ １   

7 1 23 
入学予定者に対し学習指導・支援等は行われ

ているか 
B ４ ３ ２ １   

7 1 24 

体験入学・オープンキャンパス等を実施し、多く

の人に教育内容・施設設備等の紹介をしてい

るか 

Q ４ ３ ２ １   

7 1 25 

学習者の満足度に関するフィードバックを入手

する手順、並びに彼らの要求、提案及び苦情

に対応する手順など、学校生活での支援体制

について入学前に伝えているか 

J ４ ３ ２ １   

7 1 26 

教授資格、教歴及び背景など、授業や実習を

担当する教員・講師のプロフィールについて、

オープンキャンパスなどで紹介しているか 

J ４ ３ ２ １   

7 1 27 
学力の不足や障がいに関する特別なニーズを

特定しているか 
J ４ ３ ２ １   

7 1 41 

教育の履行、人的・物的資源の提供、個人情

報の取り扱い、安全管理など、オリエンテーショ

ンなどで学校側の義務と責任を学生と保護者

に案内しているか 

C/J ４ ３ ２ １   

7 2 
中
項
目 

入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか） 

7 2 1 

学校案内等には選抜方法が明示されているか

（入学に必要な学力、スキル、資格、職業経験

などの、前提となる要件が明示されているか） 

A ４ ３ ２ １   

7 2 2 
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切

に入学者選抜を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

7 2 3 
入学選考に関する実績を把握し、授業改善等

に活用しているか 
S ４ ３ ２ １   

7 2 4 
社会人の「学び直し」に対応し、社会人を積極

的に受入れているか 
Q ４ ３ ２ １   

7 2 5 
履歴書（学歴、所有資格など）を適切に入手

し、適切な管理を行っているか 
J ４ ３ ２ １   

7 3 
中
項
目 

学納金（学納金は妥当なものとなっているか） 

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか A ４ ３ ２ １   

7 3 2 
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購

入費等が明示されているか 
A ４ ３ ２ １   

7 3 3 経費内容に対応し、学納金を算定しているか S ４ ３ ２ １   

7 3 4 

入学辞退者への授業料返還について、文部科

学省通知（18 文科高第 536 号）に基づいて適

切に対応しているか 

S/Q ４ ３ ２ １   

7 3 5 

教育訓練給付制度（一般教育訓練給付・専門

実践教育訓練給付）を利用できるよう取組んで

いるか 

Q ４ ３ ２ １   

7 3 6 
学習者又はスポンサーから要請があった場合

には、支払の証明を提供しているか 
J ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 ８ 教育の内部質保証システム カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

8 1 
中
項
目 

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なっているか） 

8 1 1 
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運

営がなされているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 2 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体

制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 3 
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規

程を整備し適切に運用しているか 
B ４ ３ ２ １   

8 1 4 
所轄官庁に対し、申請・届出等を遅滞なく行っ

ているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 1 21 

セクシュアルハラスメント、アカデミックハラスメ

ント等の防止について、規定を文書化し、対策

を立て実行しているか 

C/Q ４ ３ ２ １   

8 2 
中
項
目 

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 
学校が保有する個人情報保護に関する対策を

実施しているか 
A ４ ３ ２ １   

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか A ４ ３ ２ １   

8 2 3 
個人情報の取扱いについて、教職員に対し周

知し、意識づけができているか 
B ４ ３ ２ １   

8 2 21 
リムーバブルメディア、ウェブサイト等からの情

報漏洩防止策を講じているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 
中
項
目 

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 
学校教育、学校運営について、自己点検・評価

を実施し、さらに課題解決に取り組んでいるか 
A ４ ３ ２ １   

8 3 2 
自己点検・評価報告書にまとめているか 

（自己点検・評価報告書があるか） 
A ４ ３ ２ １   

8 3 3 自己点検・評価の組織があるか B ４ ３ ２ １   

8 3 4 
実施のための組織体制を整備し、定期的に取

組んでいるか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 5 
学校評価の目的（何のために学校評価をする

か）が、全ての教職員に浸透していたか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 6 
学校評価を積極的に実施できたか（受動的に

なったり、義務感でやっていなかったか） 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 7 
評価に向けての体制を構築し、担当責任者・担

当者を明確に決めたか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 8 

評価の範囲、目標、根拠、基準、方法及びスケ

ジュールを含む、モニタリング及び評価の手段

などを考慮し、モニタリング及び評価のプロセス

を設計しているか 

J ４ ３ ２ １   

8 3 9 

適切な評価体制を有し、学校評価（学習サービ

スの評価）が実施されているか（適格者による

モニタリング及び評価を実施できているか） 

J ４ ３ ２ １   

8 3 21 

学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関

係者評価を実施し、改善の取組みを行っている

か 

B ４ ３ ２ １   

8 3 22 
学校関係者評価を適正に実施運用するための

ルールが明文化されているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 23 
学校関係者評価を実施するための組織体制を

整備しているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 24 

学校関係者評価を実施するために、設置課

程・学科の関連業界等から委員を選出している

か 

Q ４ ３ ２ １   

8 3 25 
学校関係者評価結果を報告書にまとめている

か 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 26 
学校評価の準備から実施、また公表に至るま

で、教職員が協力して行えたか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 27 
評価結果を踏まえ、改善に向けての仕組み・流

れを構築し、それをみんなで共有できたか 
Q ４ ３ ２ １   

8 4 
中
項
目 

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・改善の
ためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 
自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える

機会を設けたか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 2 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校

の教育活動の改善に活用されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 3 
自己点検・評価の結果に基づき改善計画を策

定したか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 4 
自己点検・評価の結果に基づき期限を定めて

改善計画に基づいた結果の検証がされたか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 5 
学校関係者評価の結果に基づき改善計画を策

定したか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 6 
学校関係者評価の結果に基づき期限を定めて

改善計画に基づいた結果の検証がされたか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 21 

教育方針や目標を含むマネジメントシステムの

継続的な適合性、妥当性、有効性を確保する

ためにマネジメントレビューを実施しているか

（モニタリング及び評価の結果を考慮して、学

習サービスの改善・変更を実施しているか） 

J ４ ３ ２ １   

8 4 41 

学生や保護者、その他利害関係者からの苦

情・要請等への対応など、不適合を特定し、対

処する手順（予防処置及び是正処置）を確立し

ているか 

J ４ ３ ２ １   

8 4 42 

学生及び保護者等が不満を抱いている場合

や、学校側と意見の相違がある場合の相談受

付方法を案内しているか 

J ４ ３ ２ １   
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 ８ 教育の内部質保証システム カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

8 1 
中
項
目 

関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なっているか） 

8 1 1 
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運

営がなされているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 2 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体

制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 1 3 
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規

程を整備し適切に運用しているか 
B ４ ３ ２ １   

8 1 4 
所轄官庁に対し、申請・届出等を遅滞なく行っ

ているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 1 21 

セクシュアルハラスメント、アカデミックハラスメ

ント等の防止について、規定を文書化し、対策

を立て実行しているか 

C/Q ４ ３ ２ １   

8 2 
中
項
目 

個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 

8 2 1 
学校が保有する個人情報保護に関する対策を

実施しているか 
A ４ ３ ２ １   

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか A ４ ３ ２ １   

8 2 3 
個人情報の取扱いについて、教職員に対し周

知し、意識づけができているか 
B ４ ３ ２ １   

8 2 21 
リムーバブルメディア、ウェブサイト等からの情

報漏洩防止策を講じているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 
中
項
目 

学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 

8 3 1 
学校教育、学校運営について、自己点検・評価

を実施し、さらに課題解決に取り組んでいるか 
A ４ ３ ２ １   

8 3 2 
自己点検・評価報告書にまとめているか 

（自己点検・評価報告書があるか） 
A ４ ３ ２ １   

8 3 3 自己点検・評価の組織があるか B ４ ３ ２ １   

8 3 4 
実施のための組織体制を整備し、定期的に取

組んでいるか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 5 
学校評価の目的（何のために学校評価をする

か）が、全ての教職員に浸透していたか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 6 
学校評価を積極的に実施できたか（受動的に

なったり、義務感でやっていなかったか） 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 7 
評価に向けての体制を構築し、担当責任者・担

当者を明確に決めたか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 8 

評価の範囲、目標、根拠、基準、方法及びスケ

ジュールを含む、モニタリング及び評価の手段

などを考慮し、モニタリング及び評価のプロセス

を設計しているか 

J ４ ３ ２ １   

8 3 9 

適切な評価体制を有し、学校評価（学習サービ

スの評価）が実施されているか（適格者による

モニタリング及び評価を実施できているか） 

J ４ ３ ２ １   

8 3 21 

学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関

係者評価を実施し、改善の取組みを行っている

か 

B ４ ３ ２ １   

8 3 22 
学校関係者評価を適正に実施運用するための

ルールが明文化されているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 23 
学校関係者評価を実施するための組織体制を

整備しているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 24 

学校関係者評価を実施するために、設置課

程・学科の関連業界等から委員を選出している

か 

Q ４ ３ ２ １   

8 3 25 
学校関係者評価結果を報告書にまとめている

か 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 26 
学校評価の準備から実施、また公表に至るま

で、教職員が協力して行えたか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 27 
評価結果を踏まえ、改善に向けての仕組み・流

れを構築し、それをみんなで共有できたか 
Q ４ ３ ２ １   

8 4 
中
項
目 

改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・改善の
ためのシステムが構築されているか） 

8 4 1 
自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える

機会を設けたか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 2 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校

の教育活動の改善に活用されているか 
A ４ ３ ２ １   

8 4 3 
自己点検・評価の結果に基づき改善計画を策

定したか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 4 
自己点検・評価の結果に基づき期限を定めて

改善計画に基づいた結果の検証がされたか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 5 
学校関係者評価の結果に基づき改善計画を策

定したか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 6 
学校関係者評価の結果に基づき期限を定めて

改善計画に基づいた結果の検証がされたか 
B ４ ３ ２ １   

8 4 21 

教育方針や目標を含むマネジメントシステムの

継続的な適合性、妥当性、有効性を確保する

ためにマネジメントレビューを実施しているか

（モニタリング及び評価の結果を考慮して、学

習サービスの改善・変更を実施しているか） 

J ４ ３ ２ １   

8 4 41 

学生や保護者、その他利害関係者からの苦

情・要請等への対応など、不適合を特定し、対

処する手順（予防処置及び是正処置）を確立し

ているか 

J ４ ３ ２ １   

8 4 42 

学生及び保護者等が不満を抱いている場合

や、学校側と意見の相違がある場合の相談受

付方法を案内しているか 

J ４ ３ ２ １   
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8 4 43 

業界や地域社会等からの意見の収集・分析・

応答の仕組ができているか（苦情及び要請へ

の対応を含む） 

J ４ ３ ２ １   

8 5 
中
項
目 

教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 
教育活動に関する情報公開が適切になされて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

8 3 2 
学校概要、教育内容、教職員の情報等を積極

的に公開しているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 3 

［職業実践専門課程］認定学科の基本情報

は、学校のホームページで公開するとともに、

最新の情報に更新しているか 

Q ４ ３ ２ １   

8 5 21 自己評価結果を公開してい るか A ４ ３ ２ １   

8 5 22 学校関係者評価結果を公表しているか B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

  

 ９ 財務  カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

9 1 
中
項
目 

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 
教育活動を安定して遂行するために必要かつ

十分な財政的基盤を確立しているか 
A ４ ３ ２ １   

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか A ４ ３ ２ １   

9 1 3 
学校及び法人運営にかかる主要な財務数値に

関する財務分析を行っているか 
S ４ ３ ２ １   

9 2 
中
項
目 

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を行っ

ているか） 

9 2 1 
予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなって

いるか 
A ４ ３ ２ １   

9 2 2 
予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っ

ているか 
B ４ ３ ２ １   

9 2 3 
出願者数、入学者数及び定員充足率の推移を

把握しているか 
Q ４ ３ ２ １   

9 2 4 収入と支出のバランスが取れているか Q ４ ３ ２ １   

9 2 5 
設備投資が過大になっていたり、負債が返還

可能な範囲を超えていたりしていないか 
Q ４ ３ ２ １   

9 3 
中
項
目 

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 3 1 

私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監

査を実施し、理事会、評議員会に報告している

か 

A ４ ３ ２ １   

9 3 2 
会計監査（内部・外部）体制のルールが明確化

されているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

9 3 3 
会計監査（月次決算書等）の結果報告が文書

等にて明確化されているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

9 4 
中
項
目 

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 
財務情報公開の体制を整備し、適切に公開し

ているか 
A ４ ３ ２ １   

9 4 2 
財務情報の公開について、ホームページに公

開するなど積極的に取組んでいるか 
B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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8 4 43 

業界や地域社会等からの意見の収集・分析・

応答の仕組ができているか（苦情及び要請へ

の対応を含む） 

J ４ ３ ２ １   

8 5 
中
項
目 

教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 

8 5 1 
教育活動に関する情報公開が適切になされて

いるか 
A ４ ３ ２ １   

8 3 2 
学校概要、教育内容、教職員の情報等を積極

的に公開しているか 
Q ４ ３ ２ １   

8 3 3 

［職業実践専門課程］認定学科の基本情報

は、学校のホームページで公開するとともに、

最新の情報に更新しているか 

Q ４ ３ ２ １   

8 5 21 自己評価結果を公開してい るか A ４ ３ ２ １   

8 5 22 学校関係者評価結果を公表しているか B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

  

 ９ 財務  カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

9 1 
中
項
目 

財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか） 

9 1 1 
教育活動を安定して遂行するために必要かつ

十分な財政的基盤を確立しているか 
A ４ ３ ２ １   

9 1 2 年度予算・中期計画が策定されているか A ４ ３ ２ １   

9 1 3 
学校及び法人運営にかかる主要な財務数値に

関する財務分析を行っているか 
S ４ ３ ２ １   

9 2 
中
項
目 

予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を行っ

ているか） 

9 2 1 
予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなって

いるか 
A ４ ３ ２ １   

9 2 2 
予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っ

ているか 
B ４ ３ ２ １   

9 2 3 
出願者数、入学者数及び定員充足率の推移を

把握しているか 
Q ４ ３ ２ １   

9 2 4 収入と支出のバランスが取れているか Q ４ ３ ２ １   

9 2 5 
設備投資が過大になっていたり、負債が返還

可能な範囲を超えていたりしていないか 
Q ４ ３ ２ １   

9 3 
中
項
目 

監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか） 

9 3 1 

私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監

査を実施し、理事会、評議員会に報告している

か 

A ４ ３ ２ １   

9 3 2 
会計監査（内部・外部）体制のルールが明確化

されているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

9 3 3 
会計監査（月次決算書等）の結果報告が文書

等にて明確化されているか 
C/Q ４ ３ ２ １   

9 4 
中
項
目 

財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか） 

9 4 1 
財務情報公開の体制を整備し、適切に公開し

ているか 
A ４ ３ ２ １   

9 4 2 
財務情報の公開について、ホームページに公

開するなど積極的に取組んでいるか 
B ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 １０ 社会貢献・地域貢献 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

10 1 
中
項
目 

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･

地域貢献を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

10 1 2 

地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業

訓練等を含む ) の受託等を積極的に実施し

ているか 

A ４ ３ ２ １   

10 1 3 

地域、関連業界、同窓会等が研修会・研究会

等を開催する際、学校施設・設備等を開放して

いるか 

Q ４ ３ ２ １   

10 1 4 

県専各連合会の若年者職業意識涵養事業（県

の委託事業）に積極的に参加し 

ているか 

Q ４ ３ ２ １   

10 1 5 

高校生・中学生に対し、キャリア教育・職業教

育や進路に関する指導・助言を行い、職業意

識の涵養・高揚に努めていますか（前出の県専

各連合会主催事業以外のもの）いるか 

Q ４ ３ ２ １   

10 2 
中
項
目 

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

10 2 2 
目標・計画に基づく社会的活動（地域活動・地

域貢献・ボランティア活動等）を実施しているか 
C ４ ３ ２ １   

10 2 3 
教職員は率先して近隣道路の清掃を行うな

ど、学生の模範となる行動をしているか 
Q ４ ３ ２ １   

10 2 4 
学生が地域や地域住民の開催する行事・イベ

ント等へ参加することを奨励しているか 
Q ４ ３ ２ １   

10 2 5 
地域の企業、業界団体、自治体等と連携した

事業等（分野により研究･開発）を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

  

 １１ 国際交流（必要に応じて） カテゴリー 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

11 1 
中
項
目 

留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導等を適

切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 2 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 3 
留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 5 国際交流に取組んでいるか C/S ４ ３ ２ １   

11 1 6 
海外留学プログラムに対する支援を適切に行

っているか 
C ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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 １０ 社会貢献・地域貢献 カテゴリー 適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

10 1 
中
項
目 

社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか） 

10 1 1 
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･

地域貢献を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

10 1 2 

地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業

訓練等を含む ) の受託等を積極的に実施し

ているか 

A ４ ３ ２ １   

10 1 3 

地域、関連業界、同窓会等が研修会・研究会

等を開催する際、学校施設・設備等を開放して

いるか 

Q ４ ３ ２ １   

10 1 4 

県専各連合会の若年者職業意識涵養事業（県

の委託事業）に積極的に参加し 

ているか 

Q ４ ３ ２ １   

10 1 5 

高校生・中学生に対し、キャリア教育・職業教

育や進路に関する指導・助言を行い、職業意

識の涵養・高揚に努めていますか（前出の県専

各連合会主催事業以外のもの）いるか 

Q ４ ３ ２ １   

10 2 
中
項
目 

ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか） 

10 2 1 
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
A ４ ３ ２ １   

10 2 2 
目標・計画に基づく社会的活動（地域活動・地

域貢献・ボランティア活動等）を実施しているか 
C ４ ３ ２ １   

10 2 3 
教職員は率先して近隣道路の清掃を行うな

ど、学生の模範となる行動をしているか 
Q ４ ３ ２ １   

10 2 4 
学生が地域や地域住民の開催する行事・イベ

ント等へ参加することを奨励しているか 
Q ４ ３ ２ １   

10 2 5 
地域の企業、業界団体、自治体等と連携した

事業等（分野により研究･開発）を行っているか 
Q ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

  

 １１ 国際交流（必要に応じて） カテゴリー 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･２．不適切･１ 
エビデンス例 

11 1 
中
項
目 

留学生の受入れ・海外への留学（留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導等を適

切に対応し、管理体制を整備しているか） 

11 1 1 
留学生の受入れ・派遣について戦略を持って

行っているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 2 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において

適切な手続き等がとられているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 3 
留学生の学修・生活指導等について学内に適

切な体制が整備されているか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 4 
学習成果が国内外で評価される取組を行って

いるか 
A ４ ３ ２ １   

11 1 5 国際交流に取組んでいるか C/S ４ ３ ２ １   

11 1 6 
海外留学プログラムに対する支援を適切に行

っているか 
C ４ ３ ２ １   

 

① 課題 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 
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